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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　終業式まであと三日、という十二月も下げ旬じゆんに差し掛かったある日のことだった。

　午前中は上育科生と混じって普通授業、当番だった食堂での奉ほう仕し活動を挟はさんで、午後からは被ひ服ふく室しつで裁さい縫ほうの授業。二回目の今日きようは刺し繍しゆうを中心にした講座と実技の両方をやって、三時間足らずで目は痛くなるし肩かたは凝こるしで疲つかれまくっていた日ひ野の秋あき晴はるの耳に、メイド教師の声が飛び込んで来た。

「それでは、今日の授業はここまでとしますが──最後に、今回の従育科試験と、それに関する明日あしたの特別授業についての説明をします」

「…………ぉ？」

　相変わらず唐とう突とつな宣言に、秋晴は思わず背筋を伸ばしてしまう。

　藍あい色いろのメイド服を着たクールビューティーな深み閑かんの声は、ただでさえ緊きん張ちようを呼び起こして覚かく醒せい効果が高いっていうのに、内容が内容だ。欠伸あくびなんてしたら音速で飛んで来る万年筆の餌食えじきになってしまうに違いない。

　モーニングコートに付いた糸屑くずを払はらっていた手を膝ひざの上に置いて、イスに座ったまま姿勢を正した秋晴は、ミシン台の前に立った深閑の言葉を待つ。

　凍こおり付くような目で静かに室内を見渡した深閑は、全員の視線がちゃんと自分に向いているのを確認したのか小さく頷うなずいて、

「皆さんも既すでに知っているかと思いますが、来る十二月二十四日にクリスマス舞ぶ踏とう会が開かい催さいされます。既に冬期休きゆう暇かに入っていますが、原則として従育科生は全員参加するように」

「あの、それはいいんですけど……舞踏会で何をするんですか？」

「そうやそうや！　クリスマスデートをふいにするんやから、ちょっとくらいお楽しみなことがあってもええはずやで!?」

　遠えん慮りよがちに質問をする三さん家けはともかく、相変わらずバカ丸出しな轟とどろきはちょっと黙だまれと言いたい。あのメイド教師を怒おこらせて勝手に罰ばつを食らうのはいいけど、たまに連帯責任でこっちにも飛び火するから。

　手が届く位置にいれば殴なぐって黙らせられたのに、違う作業台を囲んでいるので残念ながら秋晴には睨にらんでやることしか出来ない。というかあの似え非せ関かん西さい人、絶対にデートする相手いないはずなのに、どうしてああも堂々と痛い発言が出来るのか。

　苛いらつくにも微び妙みような感じで秋晴がもやっとしていると、深閑の冷たい声が聞こえてきた。

「舞踏会での主な役割は給きゆう仕じですが、もう一つ大事な役割があります。……四し季き鏡かがみさん、分かりますか？」

「ええっと……あっ、パーティーの華はなになることですかっ？」

「……残念ですが、間違いです」

　本当に残念な答えをする当たり、流石さすがは四季鏡としか言いようがない。あと深閑も、質問する相手を思いっきり間違えてるから。

　どこにも突つっ込みを入れられずフラストレーションを溜ためる秋あき晴はるが眺ながめる中、仕切り直すように一つ咳せき払ばらいをした深み閑かんは、

「もう一つは、参加する上育科生のダンス相手です」

　さらっと、地味に厄やつ介かいな内容を口にした。

　……ダンスって、舞ぶ踏とう会かいで踊おどるんだから、所謂いわゆる社交ダンスってヤツだろう。その相手ってことは、踊っているのを手て拍びよう子しで盛り上げるみたいな役回りじゃなくて、ペアになって踊る相手役ってことのはずだ。

　正直、ちっとも出来る気がしない。あと恥はずかしい。踊ってる自分を想像するだけで顔が赤くなって頭を掻かき毟むしりたいくらい恥ずかしい……！

「去年までは女生徒しかいませんでしたので、従来ならば上育科生の中から男性役を務める生徒を立候補で募つのるか、生徒の投票で男性役になって欲しい相手を他た薦せんする方式でした。しかし今年からは従育科生が相手役を務めることになります」

　秋晴が内心で悶もだえている間にも深閑の説明は続いていて、しかも気になる発言があった。

　たぶん自分が言わなくても誰かが質問してくれるんだろうなー、とは思うけど、何な故ぜかこういう時に積極的に質問するのは男子の役回りみたいな習慣が出来てしまっているので、秋晴は仕方なく小さく手を挙げる。

「いやでも、男子って上育科の大だい吉きちを含めても五人だけしかいないぞ？　五人だけでローテーションして、足りるのか？」

「足りません。ですから当日は従育科生全員、男性役として参加して頂きます。女生徒の皆さんはメイド服ではなく、燕えん尾び服ふくを用意しますのでそれを着て下さい」

　その発言に、女子連中の口から小さな歓声が湧わく。前に理事長の企画で男子制服を着たことはあったはずだけど、どうやら意外と皆に好評だったらしい。

「うう〜、燕尾服ですかぁ……男性用の服は、胸元がキツくて苦手なんですよねー」

　……訂てい正せい、ごく一部を除いてだった。

　胸元のブラウスを抓つまんでいる四し季き鏡かがみは、誰がどう見ても女子高生平均よりずっと大きいサイズだから、そりゃあキツいだろう。というか、メイド服を着ている今でさえはち切れそうなくらいに膨ふくらんで見えるし……？

　思わず一点を凝ぎよう視ししてしまっていた秋晴は、隣となりからのただならない気配を感じて、殆ほとんど無意識にそちらへと視線を向けた。

　すると普段から表情の硬かたい大だい地ちがいつも以上に無表情な顔で、なのに目だけに殺気を籠こもらせているのが見えた。

　……いや見えたというか、目が合っている。間違いようもなく、ターゲットは自分だと一発で分かるくらい、ガン見みされてるし。

　今にも拳こぶしかナイフが飛んで来そうなまでに殺気を膨らますルームメイトに、秋晴はどう対たい処しょすればいいのか分からない。

　もしかして、潔けつ癖ぺきなヤツだから四し季き鏡かがみの胸をジロジロ見ていたことを怒おこっている……とか？　いや怒られる理由としてはかなりおかしいけど、それ以外に原因なんて思い浮かばないから、違っていたら本気で理由が不明だ。

　しかしだとしたら謝るのもおかしいし、デリカシーには欠けていたかもだけど悪いことをした訳でもないし、どうすればこの不ふ機き嫌げん状態を解消出来るのかと秋あき晴はるは悩み、

　──ヒュン、と風切り音を立てて作業机に突つき刺ささった万年筆に、思考を強制終了させられることになった。

　手を挙げた後、何となく机の上に置いていた右手の人差し指と中指の間に、刺さった余よ韻いんで軽く震ふるえている万年筆が。あと数ミリずれていたら指を貫通していたはずのそれを見て、秋晴の背筋にぞわっと寒気が走り、慌あわててミシン台の方へと視線を向ける。

　そこにはただでさえ冷ややかな氷の目を、見ているだけで心臓が凍いてつくくらいに厳しくしている深み閑かんの姿が。

　しかも左手には追加の万年筆が握にぎられていて、

「……まだ説明が終わっていませんので、続けてもいいですか？」

「もっ、勿もち論ろん！」

　言外に『これ以上邪じや魔まをするなら次は眉間みけんに当てるぞ』と強きよう烈れつなプレッシャーを孕はらませていたので、秋晴はすぐに首を縦たてに振った。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら第二投が来ないか見ていると、深閑は静かに左手を下ろして何も無かったみたいに淡々とした口く調ちようで、

「皆さんは給きゆう仕じ役、そして上育科生に求められた際にはダンスの相手役を務めて貰もらうことになります。そこで今回の従育科試験の内容ですが……いつもとは違い、当日までに練習をしておかなければパートナーに恥はじを掻かかせてしまう恐れもありますので、ここでお伝えします」

　その口振りに、表情を強こわ張ばらせていた秋晴はピンと来るものがあった。というか、この話の流れなら大体のヤツは分かったと思うけど。

　つまり、今回の従育科試験は──

「試験内容は『主人のダンス相手の名めい誉よを授さずかること』です。ダンスの技巧は勿もち論ろん、パートナーである主人を楽しませることも評価対象となりますので、心しておくように」




「……心しておくように、って言われてもなー」

「せやなぁ。確かに心の準備は必要やろうけど」

　授業の後、奉ほう仕し活動へ向かった三さん家けを除いて男子三人で寮りようへの帰路を歩きながら漏もらした秋晴の呟つぶやきに、いち早く反応した轟とどろきがわざわざ進行方向に回り込んできて、にやっと笑う。

　この下品な笑い方、きっとろくなことを考えていないと予想していると、

「社交ダンスって、あれやん？　男と女が物理的にも心の距離的にも急接近で、うっかり恋が芽生えてしまうかもしれへんからな！　試験のパートナーのつもりがプライベートでもパートナーになってしまうっちゅう流れも有り有りや！」

「いやないよ、どこにもそんな流れ存在しないっての。というかお前、そもそも無事に参加出来るのか？」

「任せろや、あっきー！　このナイスガイな轟とどろきさんは、いつまでも同じ轍てつを踏むような駄だ目め男おとことちゃうで？」

　ここまで説得力に欠けて反論の余地しかない発言、久しぶりに聞いた気がする。なんというか、突つっ込みどころが多すぎると逆に何も言えなくなるなぁ。どこからどう突っ込めばいいのか分からなくなるから。

　秋あき晴はるがひっそり呆あきれている前で、後ろ向きに歩きながら轟はビッと自分を親指で指して、

「一枚もパートナーカードを貰もらえんかったあの頃のオレとは違うんや。最近は上育科のお嬢じようさんらにもオレの良さが浸しん透とうしてきよったようでな？」

「……………………まあいいや、それで？」

「前回の試験の時やけど、こっちから頼み込む前に、向こうの方からカードを渡しに来てくれたんやで？　しかも涙なみだ目めで、手とか震ふるえとったなぁ〜。後で連れのお嬢さんらに囲まれてわーきゃー言うとったけども、あれはよう漫画で見る『告白したかったけど勇気が無くて……』ってヤツやな！　や、もう、モテる男は罪作りやなぁ！」

　そう言って、轟は大きな声で笑い出す。

　一方、秋晴は聞いたばかりの話を整理して、どういうことなのかを想像し…………そのまま黙だまり込む。

　すると自分と同じく隣となりで考える素そ振ぶりを見せていた大だい地ちが、何かを思い付いたように顔を上げてこちらを見てきた。

「……日ひ野の。少し気になるんだが、本当に轟は好意を持たれているのか？」

「そこは触ふれてやるな。事実を掘り返すと、流石さすがに笑えないことになりかねない」

　……だって、頭に浮かんだ光景は、どう考えても『何かの罰ばつゲームでカードを渡しました』の図だし。上流階級の間で変な遊びが流は行やったとしか思えない。

　真実を伝えてもこの馬鹿なら笑って否定してくれるかなー、と秋晴は笑い続けている轟の顔を見て……いや駄目だ、と即座に考え直す。

　頭の悪い笑い声を上げているけど、良く見たら目に虚うつろな色が混ざってるし。たぶんあれ、本当はどういう経けい緯いでカードを貰えたのか分かってるんだろうなぁ。気付かないフリして道どう化けを演じることにしたんだろうが、茶化してても真実の槍やりに内側から突かれて『……何やってんだろう、俺おれ』って感じになってしまったに違いない。

　ここは見て見ぬフリをして鈍どん感かんな友人を演じるのが武士の情けってヤツだろうと思った秋晴は、笑いすぎて咽むせ始めた轟とどろきの背中を強めに叩たたいて突つっ込んでやり、

「まあこいつの馬鹿話はともかく、だ。今年最後の従育科試験だし、ちゃんと参加しておきたいところだよな」

「ああ。舞ぶ踏とう会かいの日は冬期休きゆう暇かに入った後にあるから、普段よりも貰もらうことの出来る確率は下がるかもしれないが……元々、従育科生に対して上育科生は数が多い。何とかなるだろう」

「というか、大だい地ちは心配無いだろ。むしろ一いつ緒しよに踊おどって欲しいって女生徒が殺到して、俺おれや他ほかの従育科生がピンチになるだけだっての」

　自分で言っておきながら、容易に想像出来るその光景はちょっとばかり危機感が湧わいてくる。

　普段の試験なら友達感覚や興味本位でパートナーカードを渡してくれる連中も、事が舞踏会で一緒にダンスを踊るとなれば話は別になるはず。女視点で考えれば、自分だって轟や男装している女子なんかより、ちょっと背は低いけど抜群に顔立ちのいい大地に的まとを絞しぼってカードを渡したいと思う。

　これは早めにアプローチをかけていかないとまずいことになるかもなー、と秋あき晴はるが俄にわかに不安を感じていると、ようやくノーマルモードに戻った轟が「そやなぁ」と呟つぶやき、

「折せつ角かくカードを貰えても、問題はそこからや」

「え？　問題って、なんかあるか？」

　まるで予想していなかった話の展開に思わず聞き返すと、轟は『こいつ何も分かってないな』と言わんばかりに肩かたを竦すくめた。

「一人からしか貰わんのやったら別にええけども、複数枚貰ったら切実な問題が生まれるやろ？　誰と組むかっちゅう大問題が」

「……最初にくれた相手でいいだろう？」

　大地の返す模も範はん解答に秋晴も同意だが、どうも轟はそれじゃ満足出来ないらしい。

　チッチッチッ、と指を横に振るやたらとこっちをむかつかせる仕種しぐさをして、

「そないなつまらん選び方、相手にも失礼やで。舞踏会、しかもクリスマスイヴや！　それ相応の覚かく悟ごを持ってカードをくれたんやから、オレらもそれに応こたえて誠意を見せるべきやろ！」

「話がちっとも見えないから簡潔に言えよ。つまり何だってんだ？」

「あっきーはせっかちさんやなぁ。つまり──一番好きな相手と組むのが正解と言いたかった訳や」

　わざわざ溜ためてから言われた内容に、秋晴は絶句する。

　元々、轟から理性的な言葉が出て来るなんて思ってなかったけど……これは流石さすがに無い。予想もしていなければ、それ以上にその発想が有り得ない。

　このとんでも発言に、常識はともかく良識は結構ある大地も眉まゆを顰ひそめているし。

「……それは、懇こん意いにしている相手と組む、ということか？」

「もっと積極的な意味や。この子となら付き合いたいなー、とか、好みのタイプはこっちやなー、とか」

「…………」

　露ろ骨こつな回答を貰もらって、眉間みけんの皺しわを深くした大だい地ちがちらちらとこっちを見てきた。

　たぶんこれはお前が突つっ込めってことなんだろうなと解釈し、秋あき晴はるは小さくため息を漏もらしてから元げん凶きようを醒さめた目で見る。

「あのな、試験だぞ？　そりゃあ組んでやりやすいかどうかってくらいの意味でなら好みも考こう慮りよするべきだろうけど、お前の言い方は行き過ぎだ。第一、相手だってそんな告白するつもりでカード渡す訳じゃないだろ」

「何を呑気のんきなこと言うてんのや。男なら相手の気持ちを汲くんでやるもんやで？」

「いやそれは気持ちを汲むっつーか、ただの都合良い妄もう想そう解釈だから」

　この馬鹿は本当に駄だ目めだなー、と秋晴はしみじみ思う。

　いくらクリスマスイヴでダンスパートナーになるっていっても、ただのイベントで試験の一環だっていうのに。

　そんな余計な意味を含ませて浮かれるような馬鹿はこいつだけだろうと、見え始めた寮りようをぼんやり眺ながめながら、秋晴はもう一度ため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──恒こう例れい行事のクリスマス舞ぶ踏とう会かいが、まさか別の意味を持つことになるなんて。

　制服のままベッドに横になるというお嬢じよう様さまらしくない行為中の彩さい京きよう朋とも美みは、挙げた手の中にある赤いパートナーカードを無意味に何度も裏返し、深く息を吐はいた。

　カードを持っていないもう片方の手には、プリントが握にぎられている。それは従育科の試験に協力を願う旨むねが書かれたもので、行われる日時と内容も記してあった。

　いつもの朋美なら、そこまで迷わないですぐに自分のすべきことを決める。『どうすれば面白い展開になるか』を最優先にして、自分が動いた結果、幼おさな馴な染じみの日ひ野の秋晴を含む周囲の人物がどんな反応を示し、そこから次にするだろう行動をある程度まで導きだして、ベストと思われる展開を求めてアクションを決める訳だ。

　……なのに今回は、こうして動けずにいる。

　舞踏会には勿もち論ろん出るつもりでいたし、従育科生の参加も予想していた。

　予想外だったのは従育科試験が織り込まれたことと、その内容だ。

　せめて内容さえ知らなければ、いつものように秋晴にカードを渡しに行けたのに……情報があると、どうしても尻しり込ごみしてしまう。

　だって、クリスマスにダンスに誘さそうだなんて──気があるんじゃないか、と勘かん繰ぐられてしまいそうだから。

　考えていると恥はずかしくなって、朋とも美みは寝返りを打って俯うつぶせになり、布ふ団とんに顔を押しつけながら呻うめいた。

「う〜……気が無い訳じゃないけれど、それを秋あき晴はるに見み透すかされるのは嫌いや……って、我ながら難なん儀ぎな悩み方してるなぁ」

　白はく麗れい陵りようで再会した、強こわ面もてで態度もあまり良くない──その割に気が小さいところがあって、更さらにお人好しで真ま面じ目めな幼おさな馴な染じみのことは、嫌きらいじゃない。

　……違う。嫌いじゃないというか、結構好きなんだと思う。自分の気持ちなのにハッキリしないのはもやもやするけれど、下へ手たをすればこれが初恋なんだから大目に見るしかない。

　これまでにちょっとくらい男性相手にドキドキしたことはあるものの、よくよく考えてみたら自分よりずっと年上な人ばかりで、同年代の男の子にときめいたことは無かった気がする。しかもその初めての相手が秋晴だなんて、余計に混乱してしまうのは仕方ないんじゃないかな、と思う訳だ。

　ただ、いくら自分への言い訳がいくら上う手まくいっても、現実は非情なもので何の解決にもならない。

　ベッドに俯せたまま朋美はもぞもぞと顔を上げて、再びパートナーカードに視線を送る。

　とても楽しめそうなイベントなのに、今までのようには動けない。人を好きになっただけでここまで身動きを取るのが難しくなるだなんて、ちっとも想像していなかった。

「……気持ちが重くなると、身軽に動けなくなるものなのかなぁ……少女漫画だとむしろ積極的になる方が多かったのに」

　どうして自分の場合はこうも野や暮ぼったいことになってしまうのだろう、と嘆なげきたくなる。

　肝かん心じんなところで尻しり込ごみしてしまう性格なのは、朋美も重々承知だ。本当に欲しい物ほど欲しいと言えなくなるし、大抵のことは好こう奇き心しんと負けず嫌いの精神で関われるのに、気持ちが強くなると自分を勇気づけて勢いに乗るだけの準備が必要になってしまう。

　早く動かないと不利になると分かっているのに、だ。

　何人か血の海に沈めていそうな顔の割に秋晴は律儀りちぎなので、複数枚のカードを貰もらえば最初に申し込まれた相手と組むに違いない。それこそ特別な理由がない限り、ほぼ間違い無くそうするはずだ。

　それを分かっていながら、朋美は動けずにいる。

　いじいじと、パートナーカードの表面を指先でなぞりながら、もう何度目か分からないため息を零こぼし、

「はぁ……こういう時、セルニアさんの勢いが羨うらやましいわね」

　脳裏に浮かぶ中等部時代からのライバルの顔に、一層ブルーな気持ちになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……ってことは、先せん輩ぱい達は終業式が終わったら自宅に戻るのか」

　従育科試験の告知があった翌日、秋あき晴はるは昼休みに食堂での奉ほう仕し活動に励はげんでいた。

　まあ励むと言っても、相変わらず外見と変な噂うわさが災いしているらしく、知り合い以外は自分の担たん当とうエリアに来てくれない悲しい現実があるので、他ほかの生徒に比べるとかなり暇ひまだ。おまけに仕事中は私語を慎つつしむべきなのに、来てくれた数少ない知り合いに話し掛けられてしまい……しかも雑談を求められることが多々あるので、ちっとも真ま面じ目めに取り組んでいるようには見えないと思う。

　せめて相手が同級生の朋とも美みやセルニアなら、少しは仕事中だということを強調して距離を取ることも出来る。だけど今、担当エリアの中で一つだけ埋うまっているテーブルに着いているのは見た目小学生な上級生と、見た目通りに年下な下級生なので、どうにも突つき放せない。

　なので注文のランチが届くまでの間と、食後のお茶を飲みながらの雑談に付き合わされて、時期的に冬休みの話になった訳だ。

　そこで秋晴が舞ぶ踏とう会かいの話を振ってみたところ、どうやら二人共クリスマスの頃には白はく麗れい陵りようにいないらしかった。

「うむ。妾わらわは午後の便びんでスフォル王国に戻ることになっておるのじゃ。クリスマスを母国で過ごす約束をしておったのでの」

「みみなは家族とイタリア旅行へ行くから、その前に検査入院があるの。それに、その、ドレスを着て踊おどるなんて……は、恥はずかしいし……」

　着飾ってダンスを踊る自分を想像でもしたのか、みみなはホットミルクの入ったカップを両手で持ったまま俯うつむいてしまう。桜おう沢さわみみなといえば、若手の中で最も注目される画家として世界に名を馳はせている……らしいが、初見で納なつ得とく出来るヤツがいたらエスパーの疑惑がかかるはず。どう見てもこれは、学芸会でセリフ付きの役をやる羽目になった小学生だ。

　みみなに比べると、まだピナの方が王女様という肩かた書がきとのギャップが少ない。そもそもピナ＝スフォルムクラン＝エストーなんて仰ぎよう々ぎようしい名前だし、パッと見だと雪の妖よう精せいみたいな白い肌はだと輝かがやくような銀ぎん髪ぱつだし。

　ただ、長い髪かみをツインテールにして変な喋しやべり方をしているせいで、胡散うさん臭くささが爆ばく発はつしてしまっているけど。ついでにオタク趣味を暴走させて理事長と騒さわぐことも多いから、手の掛かる後こう輩はいって感覚も強いし。

　秋晴は色々な意味で将来が不安な王女様からみみなへと視線を戻して、

「何にせよ、検査で引っかからなきゃいいな。別に体調が悪いとか目に見えた異常とか、そういうのはないんだろ？」

「ぁ……うん、無いよ。年末に行く予定だったのが早まっただけで、ただの定期検診と変わらないから」

「そっか。なら良かった」

　手術して治ったとは聞いているけど、心臓の病気と言われれば知識のない秋あき晴はるにはやっぱり心配になる。

　ホッとしてつい表情を緩ゆるめてしまっていると、ちらっとこっちを見上げたみみなが、何な故ぜかもじもじと肩かたを揺すりながら、

「あ、あのっ……今回は無理だけど、次の時にはキミに協力してあげてもいいよ？」

「へ？　次って？」

　何のことを言い出したんだ、と秋晴が首を傾かしげると、小さな先せん輩ぱいは顔を赤くして頬ほおを膨ふくらませる。

「だからっ、次の従育科の試験のこと！　舞ぶ踏とう会かいの日に今回の試験があるって、みみなの所にも通達来たから知ってるんだよ」

「……あー。なるほどな」

　話の流れで二人に『舞踏会には出ないのか？』と振ったけど、みみなはそれを暗に試験への協力を求めているんだと思った訳だ。

　正直なところ、ただの話題で先輩にパートナーカードを貰もらおうなんて気持ちは無かった……なんてことは、空気を読んで言わずにおくしかない。そんなことポロッと口にしたら、勘かん違ちがいした恥はずかしさで泣かれる可能性まであるし。

　有り難い申し出なのは間違い無いんだから、秋晴は野や暮ぼなことを言うのは止やめて、素直に感謝を伝えることにした。

「それじゃ、来月の……って、次はもう来年か。一月の試験が行われる時に暇ひまだったら、先輩に付き合って貰うことにするな」

「う、うん。約束、だよ？」

「ぬう……ミミナは協力出来て楽しそうじゃな。妾わらわも早く進学して、アキハル達と遊びたいのじゃ」

「いや試験だからな？　これっぽっちも遊びの要素は無いからな？」

　何を勘違いしているのか唇くちびるを尖とがらせるピナに訂てい正せいの突つっ込みを入れるが、テーブルに顎あごを乗せてつまらなそうに唇を尖らせる姿を見ると、まるで聞く耳はないらしい。

　更さらには足をバタバタさせ食事をする場所でのマナーを逸いつ脱だつし始めたので、秋晴はピナの首根っこを鷲わし掴づかみにして強制的に背筋を伸のばさせる。

「行ぎよう儀ぎ悪いぞお姫ひめ様さま。もう少しお淑しとやかに……は、無理か。せめて他人の迷めい惑わくにならないよう時と場所を考えてくれ」

「なんじゃなんじゃその悪あし様ざまな言い方はっ！　妾を除のけ者にしよって！」

「常識を諭さとしただけだと思うんだが。試験参加の方は、あれだな。映画やゲームに一部年ねん齢れい制限があるのと同じだろ」

「ぬうう……精神年齢は立派に大人おとなじゃぞ！　見た目も、ミミナと比べて年上に見えるはずじゃ！　つまり実質二は十た歳ち超えを果たしていると言って過言ではないはずなのじゃ！」

「み、みみなはピナちゃんよりしっかりしている風に見えるはずだよ！　ちょっと背は小さいかも知れないけど、中身は立派なレディなんだからっ」

　酷ひどい暴論を言い出したピナに顔を赤くしたみみなが突つっ掛かっていくけど、正直どっちも無理過ぎる。どっちもランドセルが似合う外見年齢だから。

　やれやれだなー、とちびっ子二人に手を焼いた秋あき晴はるは、鋭く互たがいを睨にらみ合うのを止やめさせようと何か適当な話題はと探し、

「そういや、どうして試験内容がダンスの相手なんだろうな」

　あれこれ考える内に、頭の片隅すみにあった疑問が口から出ていた。

　別に首を傾かしげたくなるって程のものでもないけど、話のネタとしては繋つながりもあって丁ちよう度ど良いのかもだ。

　みみなとピナの視線もこっちに向いたことだし、と秋晴は続けて、

「いやほら、従育科試験って、これまでも色々あったけど基本的には執しつ事じやメイドがやってもおかしくない内容だったからさ。ダンスの練習相手、っていうのならともかく、舞ぶ踏とう会かいのパートナー役になるっていうのはちょっとおかしい気がするんだよ」

　あの深み閑かんが二学期最後に宗しゆう旨し変えするなんて妙みようだし、きっと色々と考えはあるんだろうが、残念ながら分からない。

　生まれも育ちもお姫ひめ様さまな下級生と、一般人寄りではあるけど上級生としてそれなりの経験値がある先せん輩ぱいなら分かるんじゃないかと、微かすかな期待を持って二人の反応を待っていると、

「──別に、何もおかしくなんてありませんわよ」

「のあっ!?」

　突とつ然ぜん後ろから会話に入り込まれるというイレギュラーな事態に、秋晴は思わず声を上げてしまった。

　驚おどろきと恥はずかしさに駆かられてバッと振り返って声の主を見て……なんだ、と拍ひよう子し抜ぬけしそうになる。

　そこにいたのは上育科の制服に身を包む、大ボリュームの金きん髪ぱつをドリル型にセットしたセルニアだった。いきなりだったから声で判別出来なかったけど、確かにこのドリルの放つ高くて澄すんだ声だった気もする。

　腕うで組ぐみをして、やや冷ややかな視線を送ってくる……のに、全身からは気合いが溢あふれているように感じられるのはどういうことなんだろーか。

　こっちの気のせいかも知れないけど、それにしても微び妙みようにちぐはぐな雰ふん囲い気きを醸かもし出しているセルニアに対し、まず一番に訊きいておかなければすっきりしないことを秋あき晴はるは口にした。

「お前、いつから居たんだよ？　ずっと隠かくれて話を聞いてたのか？」

「そんな行ぎよう儀ぎが悪くて暇ひまな真ま似ねをする訳ありませんわよっ！　食堂には先さき程ほど着いたばかりで、秋晴が試験云うん々ぬんと言っているのをたまたま耳にしただけですわっ」

　あっさり過熱する金きん髪ぱつドリルの説明におかしなところはないが、ちょっと気になる部分が残っている。

　なので早くも拳こぶしを握にぎって臨戦態勢のセルニアに対し、秋晴は軽く両腕うでを上げて戦意も刃は向むかう意志もないことをアピールして、

「今から昼食なのか？　午後の授業が無いからって、随ずい分ぶんと遅いな」

「家に電話を掛ける用がありましたのよ。携帯電話が持ち歩ければこうも手間は掛かりませんでしたのに……仕方のないことですけれど」

「あー、なるほどな」

　休みの日を除いて携帯電話の使用は寮りよう内ない以外で禁止されているから、わざわざ寮に戻るか、職員室か事務室辺りで電話を借りるかしたらしい。面倒だなー、とは秋晴も思うが、規則だから仕方ないっていうのも同意見だ。

「……で、従育科生が試験でダンスパートナーをやるのがおかしくないって、どういうことなんだ？　教えてくれるんだろ？」

　他ほかの食堂組に比べてかなり遅い登場になった理由が分かったところで、改めて本題を訊きいてみる。

　するとセルニアは別に得意がる訳でもなしに、どちらかというと落ち着いた様子で片目を瞑つむり、

「もう廃すたれてしまってますけど、昔はホームパーティーの際に一部の使用人は踊おどることを許可されていたのですわ。その中でも執しつ事じは使用人の中で一番に雇やとわれている家の夫人と踊る権利を与えられていたはずですのよ」

「へぇ……じゃ、執事やメイドも社交ダンスを踊れるもんなのか」

「確かメイドはその恩恵を授かっていないはずですわね。それに、恐おそらく貴方あなたが思うところの社交ダンスとは違いますわ。競技色のないボールルームダンスで、簡単なステップとコツさえ知っていれば誰でもすぐに出来ますもの」

「そうなんだぁ……」

「なるほどのぅ」

　すらすらと台本を読み上げるように紡つむがれた解説に、テーブルに居たちびっ子二人からも感嘆の声が漏もれていた。

　……と、それはちょっとおかしいだろと気付き、秋晴は眉まゆを顰ひそめ、

「先せん輩ぱいは分かるけど、ピナはどうして初耳みたいな反応してるんだよ。仮にも王族だろ」

「仮でも何でもなく歴れつきとした王族じゃ。しかしの、アキハル。妾わらわの国と英えい国こくは世界全体から見ればそう遠くない位置にあるが、それでも文化の違いは大きいのじゃぞ？」

　割と沸点の低いピナにしては珍めずらしく落ち着いた声音で喋しやべると、ツインテールの毛先をくるくると指に巻き付けながら、

「妾わらわの家で開く宴うたげはどれもホームパーティーなどと言える小規模なもので済むはずがあるまい。国こく賓ひん、もしくは国内の重じゆう鎮ちんや文化人を招待するような席で使用人と踊おどるような真ま似ねをすれば、王族としての地位に関わるのじゃ。まず有り得ぬ」

「あー、そういやそうか」

「そもそも英国と違い、スフォルは雪に閉ざされる期間が長いからの。たまの祭りを除けば騒さわぐことも無く、上流階級と言える者も質素な生活を送っておるのじゃ。妾は王族の教養として、そしてアニメのオープニングやエンディングで覚えたこともあって踊りを嗜たしなんでおるが、ステップの一つもろくに踏めぬ者も多いはずじゃぞ」

　途中で要いらない経けい緯いが混ざったような気もするけど、秋あき晴はるとしては随ずい分ぶん勉強になる話だった。貴族のセルニアより王族のピナの方が華はな々ばなしい生活を送ってきたんだと当然のように思っていたが、世の中そう簡単じゃない訳だ。

　まだまだ知らないことばかりだなぁ、と勉強不足を痛感していた秋晴だったが、すぐに今が奉ほう仕し活動の最中だと思い出して背筋を伸のばす。

　そして気持ちを切り換えるべくタイの位置を直してから、自分なりに出来る限り真ま面じ目めな表情を作ってセルニアに問い掛けた。

「ところで、食事の席はお決まりですか？　まだでしたら──」

　他ほかの連中の担たん当とうエリアはそこそこ混んでいるし、大だい地ちのところに至っては満席だ。その点、自分の担当エリアは空きまくっているから……まあ言ってて泣きたくなる事実だけど、相席せずにゆっくり食べたいなら有りなはず。

　仕事モードで声音にまで気を遣つかってのこちらの伺いに対し、セルニアはというと、

「昼食は寮りようの食堂で摂とることにしますから結構ですわ」

　……とてもあっさりと、考える様子すら見せずに断ってきた。

　これには秋晴も頬ほおを引き吊つらせるが、仕方ないはず。だって普通に考えて、他よ所その席に行くならまだしも、わざわざ遅れてまで食堂に来ておいてここで食事しない宣言するってどういうことなのか。

　思わず半はん眼がんになってしまいながら、

「…………お前、何しに来たんだよ……」

　仕事中ということは一いつ旦たん措おいてぼやくように言うと……何な故ぜだかセルニアは腕うで組ぐみをして、自信ありげに笑った。

　そんな表情になる理由をどこから拾ってきたのか秋晴が訝いぶかしんでいると、ドリル様はプイと横を向いて流し目っぽい仕種しぐさで、

「それは勿もち論ろん、秋あき晴はる──貴方あなた、私に何か頼みがあるのではなくて？」

「……はぃ？」

　何だろーか、この非常に反応に困る問いかけは。食堂に来たのも話に加わってきたのも向こうからなのに、どうしてこっちが頼む側になるのか。

　展開がどう転がっているのかまるで分からず、秋晴は率直に返してみることにする。

「俺おれがお前に何か頼みがあるなんて、どうしてそんなこと思い込めるんだ？」

「あら、思い込みじゃありませんわよ。舞ぶ踏とう会かいのことで、何かあるんじゃありませんの？」

「…………む」

　セルニアの口から出て来た単語は、確かに『んなもん知るか』と勢いで答えられないものだった。

　みみなも知っていたように、当然このドリルも従育科試験の内容は知っている訳だ。となれば、先読みしてこっちの抱かかえる障害を把は握あく出来てもおかしくないのか。

　こちらが考え込んでいるのが表情で分かるのか、得意げな顔をするセルニアに調子付かれるのはなんだか面白く無い……けど、試験という大きな問題をどうにかする為ためなら我慢しないと駄だ目めというのは、十分過ぎるくらいに理解している。

　色物な感じはあるが、従育科試験は立派なテストだ。評価は将来に繋つながるはずだし、そこまで大袈げ裟さでなくても試験はただ受けるだけでなくて、それなりに結果を出したい。

　その為に必要な努力はするべきだと思っている以上、秋晴が取るべき行動はかなり限定されていた。

　……まあ、仕方ないか。セルニアに大きな顔をされるのはちょいとムカっとくるが、背に腹は替えられないし。むしろ向こうがその気になってくれているのを喜ぶべきだろう。

　ポジティヴシンキングで、と自分に言い聞かせた秋晴は、一呼吸置いてからセルニアの横顔を見つめ、

「じゃ、折せつ角かくだから頼み事してもいいか」

「フフン、いいですわよ。受けるかどうかはさておき、下しも々じもの者の願いを聞くのは良き貴族としては当然のことですもの」

　ふわさっ──と巻きに巻いた縦たてロールを後ろに流し、なんだかとても機き嫌げん良さげなクラスメイトに、秋晴は真ま面じ目めな面おも持もちで言った。




「悪いが、舞踏会で行われる試験の──ダンスの練習に付き合ってくれないか？」




「そうですわね、秋晴がどうしてもと言うのであれば……………………練習？」

　これ以上は無いんじゃないかってくらいに楽しげだったセルニアが、小さく疑問を口にして固まった。

　楽しげな様子も余よ裕ゆうの表情もダンプカーの突とつ撃げきを食らった飴あめ細ざい工くみたいに砕くだけていて、優ゆう雅がな微び笑しようも半笑いに崩くずれている。

　どうしてそんな反応をされるのかちょっと分からないまま、秋あき晴はるは頷うなずき、

「ああ、折せつ角かく試験で何をやるか決まってるんだから、練習しておこうと思ってたんだよ。一応、これから授業で教えて貰もらえるはずなんだけど、少し……いや、かなり不安で」

「……もしかしてキミ、リズム感があまり無いタイプなの？」

　ストレートなみみなの言葉に、これまた頷くしかない。

「なんっつーか、ただ決まった動作をするだけなら出来るんだけどな……音楽に合わせてとか決まったテンポでとかになると、途と端たんに上う手まい具合に動けなくなるんだよ。下へ手たしたら相手の足を踏ふんだり蹴けったりしかねない」

　ことわざで使うならともかく、リアルにやらかしてしまうとちょっと洒落しやれにならないことになる。お嬢じよう様さまに蹴りを入れるって、減点どころか厳げん罰ばつ対象になってもおかしくないし。

　父親は割と器用にこなすタイプだったはずなのになー、と遺伝ミスを呪のろう秋晴の耳に、地の底から呻うめいているようなセルニアの声が届いた。

「………………だから……私に、練習に付き合えと？　それが頼みですの？」

「へ？　あー、うん。セルニアならそういう踊おどりにも慣れてるだろ？」

「…………他ほかに、ありませんの？　二十四日に…………もっと……こう……！」

「や、別に無理して受けてくれなくてもいいぞ？」

　いくら何でも肩かたを怒いからせて不満を露あらわにしている相手に、面倒な頼みなんて出来ない。

　それに好都合というべきか、セルニア以外に適役な人物もすぐ近くにいることだし。

　秋晴が期待を込めて視線を移せば、手遊てすさびに指に巻いていたせいで癖くせがついてしまった髪かみを不満げに睨にらんでいるピナが。

　野生動物並みに勘かんの鋭い下級生はこちらが見ているのにすぐに気付き、ピクンと眉まゆを跳はねさせると、

「うぬ？　妾わらわがどうかしたのか？」

「ダンスならピナでも教えられるんじゃないかと思ってな。さっき、教養として習ったって言ってたろ？」

「ぬぅ……本職には遠く及ばぬが、初心者に教えを施すくらいであれば出来そうじゃな」

　あまり自信は無さそうだけど、逆にある程度までなら期待は持って良いと裏付けるような発言が来た。

「それで十分。じゃ、悪いけど──」

　思っていた通りの返事に秋晴が喜び、改めてピナに頼もうとした時。

　不意打ちのように、セルニアの高い声が耳に響ひびいた。

「ちょっと秋あき晴はる?!　貴方あなた、エストーさんに頼むつもりですの!?」

「……そうだけど、何か問題あるか？」

　話した感かん触しよくだとセルニアは無理そうだし、ピナなら時間さえ合えば受けてくれそうだから特に問題があるとは思えない。

　なのにどういう訳だか、ドリル令れい嬢じようは眉まゆを怒いからせてこちらを睨にらみ、

「大問題ですわよ！　一国の王女にダンスの教えを請こうだなんて……しかも中等部生に！　犯罪ですわ！」

「ちょっと待て!?　ダンスの練習するだけで何が犯罪に繋つながるんだよ?!　第一、子供相手に変なことするはずないだろ！」

「フン、どうだか分かりませんわっ。思春期の男は年下のあどけない少女を手た折おる妄もう想そうを抱いだく生き物だと、お父とう様さまが言っていましたもの！」

「それお前の父親にかなりの問題があるって発言だからな?!　分かってないだろうけど、とんでもない暴ばく露ろしてるぞ、お前！」

「お父様を侮ぶ辱じよくするのは許しませんわよ!?」

　どちらかというとお前が父親の品位と株を急落させているんだと教えてやりたいが、たぶんこのドリルには通じない。というか、あの英えい国こく紳しん士しな父親は娘むすめにどんな教育を施しているんだ。強あながち間違いじゃないけど、オブラートに包んでも包みきれない発言だから。

　売り言葉に買い言葉でセルニアと睨み合う状態になった秋晴は、どう言えばこの日にち英えいクォーター娘を説き伏せることが出来るのかと頭を巡めぐらせる。過去何度も似たような問題で失敗しているから、かなりの難題だ。

　……だから、ちょっとばかり気付くのが遅れてしまった。

「──誰が子供じゃ、誰がっ！」

　爆ばく発はつしたような声に振り向けば、特徴的な銀ぎん髪ぱつを微かすかに揺らして震ふるえているピナがいて……まあ、うん、本人に確認するまでもなく怒おこっていらっしゃる。

　まずい、と気付いたものの、もう遅いということも理解してしまった。

　それでも秋晴は微かな望みを手た繰ぐり寄せようと、慌あわてて笑みを浮かべてピナの肩かたに手を置き、

「や、違うって、別にお前のことを子供っぽいと思ってる訳じゃなくてだな……」

「何が違うというのじゃ、何がっ！　ほんの一つしか歳としが変わらぬのに、年とし端はもいかぬ幼子のような言い方をしておったではないか！」

「そこまで言ってないっての！　それにほら、あれだ、俺おれより年上のみみな先せん輩ぱいより大人おとなびて見えるから大だい丈じよう夫ぶだって！」

「ちっとも慰なぐさめになっておらぬ！　ミミナも言ってやるのじゃ！」

「み、みみなはピナちゃんより大人びてるもん！　一いつ緒しよにしないのっ」

「ぬぅっ、こんな身近なところにも裏切り者じゃと……!?」

　……駄だ目めだ、熱を冷さますどころか、むしろヒートアップした。しかも関係なかった先せん輩ぱいまで巻き込んで。

　手の施しようの無さに秋あき晴はるが絶望感を抱いだく中、飛ぶようにしてイスから降りたピナがこちらを強きよう烈れつに睨にらみ、

「ええいっ、気分の悪い！　こうなったら部屋に籠こもり、マジカルディーバを一話からＯＶＡ版まで全すべて見なければ治まらぬ！」

「おい待てっ、練習に付き合ってくれないのか?!　それにお前、それってただ単にやりたいことやるだけだろ!?」

「聞く耳など持たぬのじゃ！　全く、いつもいつもアキハルは妾わらわの繊せん細さいな精神を逆さか撫なでしよって……！」

　歯を剥むき出しにして威い嚇かくを済ませると、ピナは荒い足取りで食堂から出て行ってしまう。

　その背中に秋晴は手を伸のばしかける……が、何と声を掛ければいいのか分からず、見送ることしか出来なかった。

　おまけに、みみなも抗議の視線を残して去って行き……

　結局、担たん当とうエリアに残ったのはセルニアだけという無残な状況になってしまい、秋晴は深々と息を吐はいた。

「はぁ……後で深み閑かんに怒おこられそうだな、この醜しゆう態たいは」

　尽つくすべき相手をあんな風に不ふ機き嫌げん全開で送り出すことになったんだから、ほぼ確定事項だと思う。奉ほう仕し活動中なのをほぼ忘れて騒さわいでしまったことも含めると、サウナ室で腕うで立たてしながら反省文朗読三十分コースだろーか？

　自じ業ごう自じ得とくな部分も多いので文句は言えないが、それでも……と、秋晴は元げん凶きようの金きん髪ぱつドリルを見やる。

「お前なー……こういうの、営業妨ぼう害がいっていうんだぞ。知ってるか？」

　あんまり意味は無いだろうけどそれでも一応言ってやると、ふてぶてしく腕組みをしているセルニアは小さく鼻を鳴らして、

「フン、悪いのは誰なのか胸に手を当てて考えるといいですわ。私は未来ある中等部生の危機を救っただけですもの」

「だから俺おれは疚やましいことなんて………………あー……もういいや」

　がしがしと頭を掻かいて、秋晴は言いかけていた言葉を中断する。

　既すでにピナがいない以上、ここでセルニアと口論をしても意味はないし。むしろ状況を悪化させるだけだ。大人おとなの対応で我が慢まん、我慢。……なんというストレスの溜たまる仕事場なんだろうなぁ、白はく麗れい陵りよう。

　これも全ては回り回って将来の為ためと呑のみ込み、代わりにという訳じゃないけど、セルニアに責任の一いつ端たんを負って貰もらうことにした。

「それで、いなくなった俺おれの練習相手はどうしてくれるんだ？　まさかこの期ごに及んで受けないとか言わないよな？」

　ちょっと棘とげのある言い方になったが、これくらいは情じよう状じよう酌しやく量りようで許して貰もらいたい。

　誠意を求めるこちらの視線を受けたセルニアは、どこかふて腐くされたような表情になって、

「…………仕方ありませんわね。秋あき晴はるには勿もつ体たいない話ですけれど、この私がダンス指導をしてあげますわよ」

　超ちよう絶ぜつ上から目線ながらも良い返事をくれる。

　かなり複雑だけど少なくとも収穫はあったので、まあ良しとしておこうと秋晴が溜りゆう飲いんを下げていると、不意にチャイムの音が食堂に響ひびき渡った。

「っと、奉はう仕し活動終了だな。俺等は午後の授業があるから行くけど、後で練習に使える都合の良い時間をメールしといてくれるか？」

「……いいですけれど……」

　ピナ達が使っていたテーブルの片付けをしながらなので、話しているセルニアの表情は分からない。

　ただ、どうにも勢い任せなドリルさんらしからぬ煮え切らない感じがしたので、手は休めずに振り向いてみれば……声から受けるイメージ通り、眉間みけんにちょっと皺しわを寄せて、探さぐるような目つきでこちらを見ていた。

「……本当に、それだけですの？　もっと大事な用を忘れてはいませんの？」

「や、特には。今は試験が大事だし」

「だからっ…………ああもうっ、いいですわ！　後になって思い出しても、駄だ目め庶しよ民みんだと笑いものにしてやりますわよっ」

　言って……というか、怒いかり散らして、セルニアは踵きびすを返して食堂から出て行ってしまう。場を掻かき乱して唐とう突とつに去るって、ドリルからハリケーンに変化でもしたんだろーか。形状的には共通しているし。

　ともあれ、荒れたクラスメイトが消えたのを見届けた秋晴は、グラス等を乗せたトレイを片手に持って厨ちゆう房ぼうの奥へと向かう。

　他ほかの従育科生も手際よく片付けを進めているのを見送りながら、ぼんやりと頭に浮かぶのは……やはりというか、怒り顔をしたクォーターのクラスメイトのことだ。

　セルニアがどうしてあんな調子だったのかは分からないが、今回のことを措おいたとしても秋晴としては思うところがある。

　だから厨房の洗い場でタイミング良く鉢はち合あわせた大だい地ちの肩かたを軽く肘ひじで突つつき、

「あのさ、ちょっと頼みがあるんだけど……いいか？」

　微かすかに驚おどろきの気配を見せながらも頷うなずいたルームメイトを相手に、手早く約束を取り付けることに成功して。

　今年最後のイベントを前にして、概おおむね上う手まくいってるなー、と強く感じた。

　……まあ、肝かん心じんの試験パートナーが未定なことを除のぞいて、だけど。
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「……全く、有り得ませんわ……！」

　寮りようへと戻る道を歩いていたセルニアは、この十数分間で何回目になるか分からない同じ呟つぶやきを漏もらして、食堂のある校舎の方を振り返った。

　だからといってムカつきの原因である日ひ野の秋あき晴はるの姿が見える訳ではないが、それでも向こうにいるはずのあの男に怨えん嗟さの念をぶつけるつもりで、遠くに小さく映る校舎を睨にらみ付ける。

「人が折せつ角かく、他ほかに用もないのに食堂まで行きましたのに……！」

　親に連れん絡らくする用があったことは、ちゃんと言った。

　食事がまだで、寮で食べることも言った。

　……なのに、わざわざ食堂へ行って、その上『何か頼みがあるのでは？』と訊たずねてあげたというのに……

「どうしてあの男はっ！　パートナーカードが欲しいと言って来ないんですのよ?!」

　だんっ、と靴くつのヒールが折れそうな勢いで煉れん瓦が敷じきの歩道を強く踏ふんでも、ちっともストレスは発散されない。

　少し考えれば、何の用で行ったかなんて分かるはずだ。

　いや、それ以前に試験の告知があった翌日で、しかも試験の話をしていた真っ最中だったのだから、さりげなく誰かにカードを渡したのか、もしくは当日の予定を訊きいてくるくらいはしてもいいはずなのに。

　……なのにどうしてあのボンクラ庶しよ民みんは、ダンスの練習相手だなんて中ちゆう途と半はん端ぱな頼み事をしてくるのか……！

　ちっとも鎮しずまらない憤いきどおりを抱かかえたセルニアは、もう一度校舎の方を睨み付けてから寮へと再び歩き出す。けれど頭の中からは、先程あった出来事が消えてくれない。

「……あの流れでパートナーカードのことを切り出さないなんて、やはり不自然ですわ。敢あえて話題にするのを避さけた、というのであれば……」

　ブツブツと呟きながらいくつかの可能性を考えていたセルニアは、ふとあることに気が付いて、ピタリと足を止めた。

「…………もう、誰かからカードを貰もらっている……？」

　だとすれば、二枚目のカードを求めなくても納なつ得とくは出来る。

　けれどその場合、違う問題……というか、疑問が発生してしまう。

　──一体、秋晴は誰からカードを貰ったのか？

「……………………」

　すぐセルニアの頭に浮かんだのは、宿しゆく敵てきと言ってもいい、同じクラスの女生徒の顔だった。

　日ひ野の秋あき晴はるの幼おさな馴な染じみでもある彩さい京きよう朋とも美みなら、今け朝さの内に……いや、カードが配られた昨日きのうにも動いていておかしくない。

　自分が余よ裕ゆうを持って秋晴の方から声を掛けてくるのを待っていたのとは逆で、先手を取っていたのなら…………完全に出遅れた、ということなる。

　だが、もしそうだとしても、

「何か理由が有るのならともかく、私の方からカードを渡して『パートナーに指名して欲しい』だなんて、絶対に言いたくありませんわ……！」

　いくらそれなりの好意を抱いだいている相手だとしても、あの生意気な庶しよ民みんを付け上がらせるような真ま似ねをするのは、セルニアのプライドが許さない。

　……けれど、何もしないまま舞ぶ踏とう会かいで朋美と秋晴が踊おどる姿を見るのも嫌いやだ。しかもご丁てい寧ねいに、自分がダンスレッスンをしてあげて、だなんて。

　想像するだけで血圧が上がってしまいそうな光景を、セルニアは頭を振って追い出し、不ふ機き嫌げんを更さらに倍増させる。

　こうなったらさっさと寮りように戻りはしたなくやけ食いでもしてしまおうと、ストレスの捌はけ口を求めるように早歩きで煉れん瓦が敷じきの地面を蹴ける。

　朋美が秋晴にカードを渡したのかどうかは、まだ分からない。可能性は高そうだけれど、もし渡していたなら挑ちよう発はつの一つや二つはしてきそうだから、五分五分と見るのが妥だ当とうなラインだと思う。

　……だが。

　もし、彩京朋美からカードを受け取っていなかったとしたら？

　そうだとすれば──単純に、自分からカードを貰もらおうという発想が、その思おも惑わくがこれっぽっちも無かったということになるのではないだろうか？

「本っ当に……度し難い庶民ですわね……っ！」

　ギリリ、と強く噛かんだ歯が擦こすれる嫌いやな音が頭ず蓋がいに響ひびく。無意識の内にやってしまったが、これも全すべてあの男のせいだ。そう決めた。

「こうなったら、意地ですわっ！　秋晴が希こいねがわなければ、絶対にパートナーカードは渡しませんわよ……！」

　誰もいない寒空の下で声を上げたセルニアは、こちらから譲ゆずるものかと意気込み。

　一人で闘志を燃やしまくった結果、寮の廊ろう下かで鉢はち合あわせた友人に引かれるくらいに驚かれてしまう羽目になった。
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　この学校は色々とおかしい──と、白はく麗れい陵りように来てから何度思ったか、秋あき晴はるにはもう分からなくなっていた。それくらい常識外れな出来事ばかりで、しかも大半は学校側が企画するイベント絡がらみだったはず。

　だから例に漏もれず……と言うべきなのかも知れないが、今回は地味におかしいなー、と首を捻ひねりたくなる中ちゆう途と半はん端ぱなものだった。

「……なんだってこの学校は、終業式をわざわざ祝日にやるんだよ？」

「いつからかまでは知りませんけれど、少なくとも二十年以上前からずっと、二学期の終業式は十二月二十三日に行われていたようですわよ」

　独り言のつもりだった呟つぶやきに応こたえてくれたのはセルニアで、秋晴は『Ａスタジオ』とプレートの貼はられたドアを開けながら振り返る。

「そんな情報、どこから仕入れたんだ？」

「私のお母かあ様さまも白麗陵の出身ですのよ。在校当時からそうだった、と中等部の頃に聞いた覚えがありますわ」

「そうだったのか……親子二代で同じ学校って、なんか感かん慨がい深いな」

「白麗陵には同じような生徒が何人かいますわよ。……そんなことより、」

　わざわざ開けたドアの横に立って入室を勧める形を取ったのに、何な故ぜかセルニアは険しい目でこっちを見てくる。視線に怨おん念ねんすら感じて、半端じゃないプレッシャーだ。

　どうして親切な行為中なのにそんな目をされるか分からない秋晴の前で、セルニアはちらりと後ろを振り向き、




「……四し季き鏡かがみさんもいるのは、何故ですの？」




　この場にいたもう一人の人物に言及してきた。

　しかし秋晴としては、それこそ『何故？』と聞き返したい。いや四季鏡がいることじゃなくて、どうしてこのタイミングで訊きいてくるのかって意味で。

　終業式とクラスでのＬＨＲが終わった後、従育科生は別の教室に集まることが決まっていたので、昼食後の二時に第二校舎前で待ち合わせ、という運びになった。

　その現場に一番初めに来たのは秋晴で、次に四季鏡。最後にセルニアが来たところで校舎へ移動、前もって事務室から借りてきていた鍵かぎで初めて入る特別教室の鍵を開け、いよいよ中へ入ってダンスの練習を──という時に、どうして今いま更さら。もっと早く、例えば校舎の前で訊いてくればその場で説明してやったのに。

　何の説明も求められなかったからてっきり一目で状況を悟さとって了りよう解かいしたのかと思い込んでいた秋あき晴はるは、セルニアの発言に気まずさを感じてやしないかと四し季き鏡かがみを見る。

　二人の注目を集めたメイド服の同級生は、きょとんとしていた顔をすぐに明るく弾はじけんばかりの笑顔に変えて、

「あのっ、日ひ野のさんがセルニアさんにダンスを教えて貰もらうと聞いたので、私も一いつ緒しよに教えて貰おうと思ったんです！」

「教える、と言いましても……そこの庶しよ民みんと違って、四季鏡さんにはダンスパーティーの経験が何度もあるでしょう？」

　まあ確かに、ちょっと前に没ぼつ落らくしたとはいえ名家だったらしい四季鏡家の娘むすめなんだから、それくらい経験していてもおかしくはないはず。

　ただし実際に行われたダンス指し南なんの授業風景を思い出す秋晴には、セルニアの言葉に軽々しく同意なんて出来なかった。

「前々からダンスは苦手だったんですけど、男役となると余計に調子がおかしくなってしまうみたいで……ですから、明あ日すの舞ぶ踏とう会かいで皆さんに迷めい惑わくを掛けないよう、ちょっとでも上う手まくなりたいんですっ」

　意気込む四季鏡の決意と向上心は立派だが、少なくとも昨日きのうの授業でやらかしたのは迷惑なんてレベルじゃなくて、ちょっとした人じん災さいだったから。結果を予測して、四季鏡の相手役になる生徒に鉄板入りの安全靴ぐつを履はかせた深み閑かんは偉すぎる。そしてそれでも相手に『痛っ!?　さ、早苗さなえ痛いっ、ギブ！　ギブだから！』と悲鳴を挙げさせたこいつも凄すごい。

　ほんの二時間ばかりの練習で、相手の足を踏むわ、勢い良く薙なぎ倒すわ、おまけにターンをミスって轟とどろきの後頭部に肘ひじ打うちを食らわせるわと、散々だった四季鏡に今日きようのダンスレッスンのことを話してしまうのは、人としての良心があれば仕方ないことだと思う。

　なので秋晴はセルニアの細い肩かたに手をやり、

「俺おれからも頼む。怪け我が人にん続出で問題が起きるのは勘かん弁べんだし、かといって蚊か帳やの外に置くのは違う気もするし」

「それは確かに、そうですけれど……相手が沙さ織おりさんなら大だい丈じよう夫ぶではなくて？」

「試験で踊おどるだけなら、な。でも実際はそうじゃないだろ？」

　従育科の試験にはなっているけど、男役として参加するのは舞踏会で圧倒的に不足しているからで、当然試験の後も役割は続く。

　深閑の有り難い授業によると、どうもこの手のダンスは同じ相手と延々踊り続けるものじゃなくて、どんどん相手を変えて親しん睦ぼくを深める、もしくは自分をアピールする為ためのものだそうだ。つまり……一人が犠牲になって済む話じゃない。

　尤もつとも、今回の舞踏会は基本として男役の生徒は自分から相手を選び踊りを申し込むことは出来ず、ただ向こうからの誘さそいを待つのみ。当然、相手がいなければ壁の華はなだ。

　……とはいえ、そうなることを期待して最善を尽つくさないっていうのは、やっぱ無い。四し季き鏡かがみがやる気に満ち溢あふれているんだから、尚なお更さらだ。

　セルニアもそれは分かってくれているらしく、難しげに眉間みけんに皺しわを寄せていたものの、それを小さな吐と息いきと共に和やわらげた。

「ハァ……分かりましたわ。教えるからには厳しくしてしまいますけれど、四季鏡さんも宜よろしいですわね？」

「はいっ、大だい丈じよう夫ぶです！　こう見えても私、厳しくされるのとか痛くされるのとか意外と好きなので！」

　元気溌はつ剌らつに変なカミングアウト入りましたー。

　……いや待て、これはきっと言葉のあやで、純粋に練習とか特訓とかが好きだっていうことに違いない。そうでなかったら四季鏡は天然を通り越して、ただの変態に成り下がってしまう。流石さすがにそれは無いはずだ。

　学友の名めい誉よの為ために考え直した秋あき晴はるは、頬ほおを引き吊つらせて目め端はしをピクつかせているセルニアに、たぶん自分もこんな表情になっているんだろうなと思いながら、

「……つー訳で、頼む。時間もそう無いし」

「…………ええ。分かりましたわ……」

　かなりやる気と覇は気きを削けずられた声が返ってきたけど、やむなしだ。ぶっちゃけ、この場で帰られないだけマシって気がするし。

　スタート前から無む駄だに疲れたものの、秋晴達はＡスタジオの中へ入り、靴くつを脱ぬいでロッカーへしまう。

　初めて入る中の様子はというと、普通の教室よりいくらか広くて、廊ろう下か側とロッカーとは反対側の壁が鏡張りになっていた。しかも鏡の前にはバレエの練習風景とかで見かけるバーが設置されているし、板張りの床ゆかはしっかりと硬かたいのに弾だん力りよくも感じるし、かなり本格的だ。

　……まあでも、この期ごに及んで感動とかは無いけど。乗馬用の馬場とか全天候型の温水プールとかがある学校で、どこぞのジムにありそうなスタジオ設備があったからって、もう驚おどろけないよ。

　そんなわけで初めて友達の部屋に入って『へー、こういう部屋にしてるのかぁ』と思うくらいの薄うすい反応をしながら、秋晴は持参した室内用のスニーカーを履はいた。本当は専用の靴がいいらしいけど、流石にそんな物は持ってないし、この為ためだけに買うのも有り得ない。

　自分と同じく二人が靴を履き替えるのを待つ間に、モーニングコートを脱いで軽く準備運動をしておく。本心ではジャージか何かに着替えたいけど、本番も制服だし、冬山登山だって制服でこなしたんだから、今いま更さら動きにくいとも思わない。

　屈くつ伸しんを終えたところでコートを脱いだ制服姿のセルニア達が近付いてきて、

「それでは始めますわ。基本的な動作は習ったんですわね？」

　練習開始を告げる言葉に秋あき晴はるは頷うなずきで返し、

「ああ、一応。ただ、アドリブ力がいるっていうか……曲と状況に合わせて何となく踊おどるっていうのが、ちょっと難しくて」

「私は、その、リードするのが苦手で……すぐに頭の中がこんがらがってしまって、気が付いたら体の方もこんがらがって……」

「……大体分かりましたわ」

　普通なら何を言っているのかさっぱりなはずの四し季き鏡かがみの言葉に、セルニアはやや考える仕種しぐさをしながらも理解を示した。この辺り、流石さすがは小さい頃から同じ一貫校で過ごしてきただけのことはある。

　感心する秋晴の前で、頼もしい先生役のドリルさんは腰こしに手を当て、自信ありげに口元を緩ゆるめると、

「口でどうこう言って直る問題ではありませんわね。練習──というより、経験を積むのが一番の近道ですわ」

「それって、つまりひたすら踊りまくれと？」

「量をこなしただけで経験になると思う辺り、発想が貧困ですわね」

　こちらの解答をバッサリ切って捨てたセルニアは、出来の悪い生徒を窘たしなめるような口く調ちようで続ける。

「肝かん心じんなのは成功の感覚を掴つかむことですわ。所しよ詮せんは一夜漬づけ、苦労してある程度は踊れるようになったとしても、いざ本番となった時に失敗の記き憶おくが強く残っていればそれだけでリズムが狂う原因になりますし、足下も怪しくなってしまいます。ですから、しっかりと良い結果を重ねることこそ重要ですのよ」

「あー……なるほどな」

「落ち着いてさえいれば、ただ音楽に身を任せるだけでいい社交ダンスはさほど難しくありませんわ。むしろ簡単に出来て拍ひよう子し抜ぬけするくらいですわよ」

　自信満々にそう言っているのを聞くと、不思議とやれそうな気分になってくる。授業ではあれだけ駄だ目めだったのに、なんて現金な。

　自分の単純さには呆あきれるけど、ちっとも出来そうにないって思いながらやるよりはずっとマシだ。こういうのは気構えが重要だし。

　よし、と気合いを入れ直した秋晴は、早速練習に移ろうとスタジオの中心辺りへ行き、

「それじゃ、やってみるとするか。四季鏡も準備いいか？」

「はいっ、いつでも！」

「音楽は……あの機材でかけるんだな。あれの使い方、分かるか？」

　隅すみに置かれた教卓サイズの機材を指差しながら訊きくと、何な故ぜかセルニアは眉まゆを顰ひそめて頷く。

「……何度か使ったことのある物と同じメーカーのようですから、一応分かりますわ。恐おそらく曲もオーソドックスなものは入っているでしょうから、リストさえあれば──」

「そこの棚たなにあるファイルがそうなんじゃないか？　ほら、『曲目番号』って書いてあるし」

　ロッカーの横に並んでいた棚にそれっぽい物があることは、靴くつを履はき替えている時に気付いていた。

　難なく必要な物が見つかる辺り、幸さい先さきはかなり良さそうだ。ポジティヴに捉とらえろと言われたばかりだし、小さいことだけど成功のイメージを積み重ねるにはこういうところを大事にしていくのがいいと思う。

　ただ、気になるのは……どうしてあのドリルさんは、スパイ容疑のある下か士し官かんを見るような目でこっちを睨にらんでいるのかってことだ。

　気のせいの一言で放置するのも難しいが、このスタジオを使えるのは三時半まで。そこからは先に使用許可を申しん請せいしていた上育科の生徒が使うことになっているから、片付けの時間も考えると正味一時間くらいしか練習に使えない。

　なので秋あき晴はるは違和感をたっぷり残しつつも無視を決めて、

「っし、やるぞ。四し季き鏡かがみ、悪いけど先に相手役を頼まれてくれるか？」

「ぁ、はいっ。私は後からで大だい丈じよう夫ぶです！」

　素直に頷うなずいてくれた四季鏡が小走りに近寄って来て、やや気き恥はずかしげな照れ笑いを浮かべながらこちらへと手を延ばした──その時。

「ちょっと！　私に教えを請こうんじゃありませんでしたの?!」

　鋭く穂ほ先さきの尖とがった槍やりのような声が飛んできた。

　いきなりの大声だったのでかなり驚いたものの、秋晴は何とか悲鳴を喉のどの奥にしまい込むことに成功し、振り返る。

　すると疑問顔から怒いかり顔へと不ふ機き嫌げんさを倍増させたセルニアがいるので、余計に動揺している姿なんて見せられないと平静を装い、

「や、勿もち論ろんそのつもりだけど？」

「ならどうして私ではなくて四季鏡さんが相手役を務めることになりますのよっ」

「え？　だって教えて貰もらうんだから、何が悪いのか傍はたから見る方が分かり易やすくて指導も楽なんじゃないのか？」

　実際、深み閑かんはダンスを教えてくれる時に自分はペアの相手にならず、誰か他ほかの生徒を呼んでいた。

　だから当然、二人きりじゃなくもう一人いるなら、教えてくれるセルニアは外れてアドバイスをくれるんだとばかり思っていたけど……

　やり方は人それぞれだし違うのかなー、と考えている秋晴の前で、セルニアは凶きよう悪あくなまでに目を吊つり上がらせて、

「ええっ、その通りですわよっ！」

　……まさかの、怒いかりながらの全肯こう定ていがきた。

　このドリル、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか。カルシウムが足りていないなんてレベルじゃなく、どこか田舎いなかか温泉宿にでも逗とう留りゆうした方がいいんじゃないかってくらい穏おだやかさに欠けてるよ。

　何だか不安になってきた秋あき晴はるが見ている中、肩かたを怒らせたクォーターの貴族令れい嬢じようは怨おん念ねんすら感じさせるフラストレーションが溜たまりまくった目をして、頬ほおを引き吊つらせるようにして口を開いた。

「……もういいですわ！　早く始めますわよ！」

「は、はいっ」

「……おう」

　叱しかられた子供みたいな反応の四し季き鏡かがみとは違い、秋晴は納なつ得とくのいかない気持ちを露あらわに返事をする。ただしさっさと練習しようというのは同意見だったので、敢あえて突つき返すような真ま似ねはしない。

　なんだかなー、という思いを抱かかえたまま指導役を眺ながめていると、鼻を鳴らしたセルニアはその場で仁に王おう立だちになり、

「初めは音楽は使わず、分かり易やすく手て拍びよう子しでリズムを刻みますわ。ワン、ツー、スリーと自分で数えながらステップを踏ふむのが基本ですけれど……ここまではいいですわね？」

「ああ、一応。足運びも覚えてはいる」

「私も大丈夫です。行って、寄り添って、また行く感じですよね？」

「……大おお雑ざつ把ぱなニュアンスはそれで平気ですわ。不安は残りますけれど……」

　表情を曇らせるセルニアの気持ちは、秋晴にはちゃんと理解出来る。というか、同じ不安を共有している確信まであるので、たぶん自分も似たような顔になっているはず。

　足を踏まれるくらいならいいけど、轟とどろきみたいに払はらい腰ごし風ふうに投げられて後頭部強打な羽は目めにならないことを願いたい。目の前で投げられるのを見たのに速すぎてちゃんと捉とらえきれなかったし、あの轟が数分間気絶するレベルのダメージなんて、一般人の自分なら余よ裕ゆうで緊きん急きゆう入院まで有り得る。

　そんな事態は起こらないよう努力しようと真剣に考える秋晴の耳に、セルニアの高音ボイスが聞こえてきた。

「それから、秋晴。貴方あなたは男役ではなくて、まず女性役を務めなさい」

「はぃ？　……や、別にいいけど……なんで？」

「その方が早く覚えられるからですわ。四季鏡さんにとっても、慣れていない相手をリードする方が練習になりますもの」

「……そういうもんなのか」

　理屈は良く分からないが、ああも自信ありげに言うんだから、そうなんだろう。

　教えて貰もらう以上細かいことに口を挟はさむのは間違っているし、秋晴は何となく四季鏡と立ち位置を変えて向き合い、深呼吸。女性役は未経験だから、何をどうすればいいか分からなくて落ち着かなくなる。

　そんなこちらの心境を読み取ったのか、セルニアは腰こしに手を当てて大きく構え、

「秋あき晴はるがすることはただ一つ、相手を信頼して身を委ゆだねることだけですわ。ステップなんて、相手の動きに合わせれば自然と体がついていくものですのよ？　ですから慌あわてず騒さわがず、四し季き鏡かがみさんを信じていればいいのですわ」

「信じて……かぁ……」

「四季鏡さんは、自信を持ってリードするように。他ほかの方とぶつかる危険が無いこの場でなら、慌てる必要もないでしょう？　今いま更さらステップやターンの技術を教えるまでも無いのは分かっていますから、多少のミスは気にせず、未熟な相手を導いてあげることだけを考えて踊おどっていれば大だい丈じよう夫ぶですわ」

「は、はいっ！　自信……自信だけならいつもありますから、任せてくださいっ！」

　……その言葉、こっちはとても不安になるんだけど。本当にこんな相手に全ぜん幅ぷくの信頼を置かないといけないのか。

　身の危険を間近に感じつつも、秋晴はやる気に満ち溢あふれた四季鏡に何も言えない。

　そして不安が押し殺せずにいる中、ついに死刑執しつ行こう──じゃなくて、練習開始を告げる声がセルニアから発せられた。

「では、四季鏡さん。何かあればその都つ度ど言いますので、出来るだけ自信を持って踊ってみてくださります？」

「……はいっ」

「あまり硬かたくならないよう、リラックスするのも大事ですわよ」

　要点はたった二つだけど、精神的なものだから割と難しいんじゃないかと秋晴は思うが、すぐに呑気のんきに人の心配なんてしている場合じゃないと理解する。

　残念ながら、四季鏡を見る時とはまるで違う、小鳥にビビる役立たずな狩しゆ猟りよう犬けんを見るような目つきになったセルニアの視線を感じてもぼーっとしていられる程肝きもは太くなかった。

「何をぼさっとしてますの？　始めますわよ」

「お、おう。それじゃ、頼む」

　こっちもリラックスしたいのに、プレッシャーに晒さらされて緊きん張ちよう気味に秋晴は応こたえ、汗あせばんでいそうな掌てのひらをズボンで拭ぬぐう。

　自分は女の役回りなんだと意識を強めてから、改めて四季鏡へと手を延ばす。

　すぐに向こうが手を握にぎってきたので、確かこんな感じだったかなー、と半歩だけ近付く……と、まあ当然ではあるけど顔がアップになって、とても気き恥はずかしい。

　普段はあんまり意識しないが、モデルとしてデビューから数段飛ばしの活かつ躍やくを見せる沙さ織おりさんを姉に持つだけあって、やっぱり四季鏡も美人だ。

　タイプ的には和風の、メイド服より着物を着て宿の女将おかみさんを務めたら抜群に似合いそうな感じだし、スタイルの良さはこれまで何度となく思い知らされているから今いま更さら再認識するまでもない。……や、変な意味とかゼロだよ？　単にハプニングの餌食えじきになって密着したり、水着姿を見たことあったりするだけで、疚やましい関係は無しだから。

　ともかく、いつもは勢いで抱だき付かれたりぶちかましくらったりしているけど……こうして静かに向かい合っていると、何だか急に落ち着かなくなる。

　そんな状態だっていうのに背中に手を回されたので、こちらも恐おそる恐る、四し季き鏡かがみの背中に手を回して……

「…………秋あき晴はる、貴方あなた真ま面じ目めにやる気ありますの？」

　ぎこちない仕種しぐさに本気を疑われたらしく、セルニアの冷ややかな声が横から刺ささり、

「もっと体を…………ッ、寄せて……身を預けるのですわ！」

「……分かったけど…………何な故ぜにキレ気味……？」

「いいからっ！　口答えなんて百光年早いですわよ!?」

　怒いかりを噛かみ殺すような口く調ちようが気になって突つっ込むと、さらにギアを上げて怒ど鳴なり返された。理り不ふ尽じんだし、光年だと時間じゃなくて距離の問題になってるし。勘かん違ちがいしての発言なら正してやるのが人としての優しさだろうけど、怖こわいので黙だまるしかない。

　それに後半はともかく、言われた内容は尤もつともだ。折せつ角かく教えて貰もらうってのに、恥はずかしがってて中ちゆう途と半はん端ぱにしかやれないなんて有り得ない。

　これはあくまでも真面目なダンスの練習なんだ、と秋晴は改めて意識し直して、やや引き気味だった体をぐっと近付ける。

　互たがいの服が……というか、胸が触ふれるか触れないかというギリギリの位置で、緊きん張ちようの度合いは更さらに高まるけど、なんとか顎あごを引いて視線を逸そらさず四季鏡を見た。

　至近距離で目と目が合って、おまけに背中に回した手からは冬用の厚めの生地になっているメイド服越しに体温と微かすかな心音が伝わってくるのも、全部無視。顔が熱くなるのを感じるが、それは気のせいということにしておく。

「…………では、手て拍びよう子しを鳴らしますわ。四季鏡さん、自分のタイミングで始めて貰えれば結構ですから」

　やや無機質にも聞こえる声の後で、乾いた手拍子がスタジオに響ひびいた。

　四季鏡はそれに合わせて唇くちびるを動かしリズムを取るので、自分もいつでもいけるようにと、秋晴は呼吸を合わせるべくパートナーの顔を注視する。

「いち、に、さん……いっ、にぃ、さん……！」

「……大だい丈じよう夫ぶか、四季鏡？」

「はいっ！　い、いきま……ぁ、やっ、ちょっとまだ、次のタイミングで……！」

　かなりテンパッているのが丸分かりな様子に釣つられてこちらも妙みようなテンションの上がり方をしてしまうが、秋あき晴はるはぐっと顎あごを引いて集中する。下へ手たをすればぶん投げられて入院級の大ダメージを負う羽は目めになるんだから、警けい戒かいレベルはマックスで。

　微かすかに胸に擦こすれる服の感かん触しよくやらどんどん熱くなる掌てのひらやら、惑まどわされそうになる要素がふんだんにあるのにどうにか暴走せずにいるのは、指導役のドリルさんが冷たい目を光らせているからっていうのが強いと思う。

　しかし早くしてくれないと耐えるだけでも精神力がガリガリ削けずられて辛つらいので、始めてくれと催さい促そくすべきかどうかを秋晴は悩み、

「……なぁ、四し季き鏡かがみ、」

　一いつ旦たん仕切り直すか、と訊きこうとしたのとほぼ同じタイミングで、くわっと四季鏡の目が見開いて、

「──いきますっ！」

「ぃ……おあっ!?」

　宣言と共に前へと動き出され、秋晴は慌あわててそれに付いて行く。

　女役なので一歩目は後ろに──なんて考える余よ裕ゆうも無く、殆ほとんど押される形でどうにか転ばないよう退ひくことが出来た。

　曲は流れていないが、代わりに分かりやすくセルニアが三拍びよう子しを刻んでくれているので、四季鏡はそれに合わせて動く。

　秋晴もステップは一通り覚えたし、ターンだってゆっくりとならちゃんとこなせる……つもりだったのに、

「ちょっ、おい?!　四季鏡、もう少しゆっくり……！」

「で、でもっ！　これ以上遅く動いたら、逆にバランスを崩くずしてしまいそうなんです！」

　実際は四季鏡だけでなく、こっちもかなりグダグダな状態になってしまっている。

　そんなに速く動かれているはずはないのに、何な故ぜかやたらと急に移動される感覚があって付いていくだけでも難しい。おまけに呼吸が合っていないからか、動き出しのタイミングがどうしても遅れてしまい……そのせいで四季鏡の胸がむぎゅっと潰つぶれる感触付きで押しつけられて、足は絡からまりそうになるし、おまけに頬ほおが触ふれそうなくらい顔が近くなってと、精神的にとんでもなく追い詰められている。

　結果、簡単なはずのステップが覚おぼ束つかなくなって、焦あせりは募つのる一方で、

「や、ぁ、あっ、あっ!?」

「ぅおあっ?!」

　ついに、というべきなのか、先に四季鏡が盛大にバランスを崩して倒れ。

　秋晴もターンの途と中ちゆうでただでさえ足下が不安定だったので、手を繋つないだままの四季鏡に思いっきり引っ張られる形になった。

　ぐらっときた瞬しゆん間かん、視界が斜めになってすぐに『これはヤバい』と思いはするが、もうどうにも出来ない。抵抗も無理で、せめて四し季き鏡かがみを庇かばえればとも思いはしても、元げん凶きようは一足先に床ゆかで仰あお向むけに倒れている。

　ならばと、何とか四季鏡を避さけて倒れたい……けど、それも無理。だって四季鏡のヤツ、命綱でも握にぎってるのかってくらいの強さでこっちの手を握ったままだし。というか痛い、そのまま手が握り潰つぶされそうで滅め茶ちや苦く茶ちや痛い……！

　思わず漏もれそうになる悲鳴を噛かみ殺すのが秋あき晴はるには精一杯で、そのままドテッと格好悪く、四季鏡の上に折り重なるように倒れるしかなかった。

　……それも、顔面を大きな胸に埋うめる形で。

「ふぁっ……!?」

「わ、悪い。痛くなかったか？」

　慌あわてて顔を上げた秋晴はすぐに謝罪と、いや今のは偶ぐう然ぜんの事故だから他意はないから、とアピールするように空あいている手を上げる。素す晴ばらしい感かん触しよくが一いつ瞬しゆんで離れたことに本能がブーイングの嵐を巻き起こしているが、それは無視で。一々そんなのに従ってたらキリがない、というか、犯罪者になりかねないし。

　心配と罪悪感が半々で四季鏡の顔を覗のぞき込むと、目をパチパチやっていたメイド服の同級生は仰向けのままこくりと頷うなずき、

「ぇ、あ、平気です。健康と頑がん丈じようさだけが取り柄えなので」

「……そうか」

　元名家のお嬢じよう様さまのスペックとしては何かがおかしい気もするが、まあ四季鏡なので。かなり勢い良く倒れたように見えたのにこれっぽっちも痛そうな素そ振ぶりが無いのは流石さすがにどうかと思わなくもないけど、そこもやっぱり四季鏡なので。そう思うほか無い。

　まあ何にせよ怪け我がが無くて良かったと少し遅れて秋晴が安堵あんどしていると、上の方からため息混じりの声が降ってきた。

「……二人とも、真ま面じ目めにやっていますの？」

　眉まゆ根ねを寄せたセルニアがこめかみに手を当ててそう言う気持ちは、とても良く分かる。

　なので秋晴は立ち上がり、手を引いて四季鏡も起こしてやりながら、

「見ての通り、全然駄だ目めだが真剣だ」

「…………安やす請うけ合いなんてするものじゃありませんわね……」

　重々しく呟つぶやかれた内容に、秋晴は返す言葉もない。実際、今のを見て一時間やそこらでちょっとはマシなレベルまで持っていけと言われたら、プロの講師だって『ごめん無理』と断るかもだ。

　だけど目の前にいるのはプライドの塊かたまりな貴族令れい嬢じようなので、頭痛に悩まされるような表情になりながらも降参のポーズは無い。流石だと思うし、こっちとしてはとても有り難い。

　……にしても、だ。

　実際問題、今日きよう明日あしたでどうにかなるものなんだろーかと秋あき晴はるが不安を募つのらせていると、それを吹き飛ばすハッキリとした声が聞こえてきた。

「まあ、今ので愚ぐ図ずな庶しよ民みんにもリードの大切さが分かったはずですわね──四し季き鏡かがみさん？　見本を見せますから、一度交代して貰もらいますわ」

「えっ？　ぁ、はいっ、私が音楽係ですね？」

「いいえ、何もしなくて大だい丈じよう夫ぶですわ。その代わり、しっかりと見ていて下さい」

　指示を出しながら近付いて来るセルニアを、ただぼーっと見ていた秋晴は周回遅れのタイミングで変化した状況に気付き、ちょっと慌あわててしまう。

「え、あれか？　俺おれとお前でやるのか？」

「そうですわよ。秋晴、貴方あなたは男役で。ただし四季鏡さんの手本になるよう、私の動作にも気を配りなさい」

「……それって、ただ踊おどるより難なん易い度ど高いんだが……」

「泣き言は要いりませんわ。第一、実際にやればそう難しくないことにもすぐ気付きますわよ」

　あっさりとそんなことを言われるが、どうにもピンと来ない。

　だけどごねている時間は無いし、四季鏡は邪じや魔まにならないよう端はしへと移ったので、もう覚かく悟ごを決めるしかない。

　どうなるのかなぁ、と不安を感じながら秋晴が手を差し延べると、それを躊躇ためらいなく取ったセルニアは、

「まず先程の悪かった点の一つとして、女性役の貴方がしっかりと相手に身を委ゆだねていなかったことを挙げますわ」

「具体的にはどういうことなんだ？」

「リードをしようにも、肝かん心じんの相手が協力的でなければ難易度は上がりますわ。ですからこうして……」

　四季鏡に比べると冷たい手だなぁ、と思いながら説明を聞いていた秋晴は、鼻先をふわりとくすぐる感かん触しよくに意識を引っ張り戻され、

「……ぃ!?」

　そこでようやく、自分がどんな状況にいるのかに気付いた。

　さっきの、四季鏡と組んでいた時よりも更さらに近い位置にセルニアがいて、もう殆ほとんど密着状態になっている。当然、衣服が触さわるなんてレベルじゃなく、弾だん力りよくを感じられるくらい胸も押しつけられていて……えっと、これはあれか？　色仕掛けという新あら手ての罠わなか、それとも人ひと肌はだが恋しい年頃と見せかけての鯖さば折おりに持っていくつもりで…………駄だ目めだ落ち着かないと。それだと前者も後者も最後はやられる展開だし。

　けど実際問題、この攻こう撃げきは強力だ。頭では『冷静に』と強く警鐘を鳴らしているのに、離れることも手を振り払はらうことも、勿もち論ろんその逆も出来ない。

　完かん璧ぺきに動けなくなる秋あき晴はるに、十数センチ先にあるセルニアの表情が訝いぶかしむものに変わって、
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「……ちょっと、秋晴。硬くなってますわよ」

「ぁえ!?　いやそんなことは、誤解か勘かん違ちがいかその他ほかの何かで──」

「どこをどう見ても緊きん張ちようしていますわ。せめて肩かたの力くらい抜けませんの？」

「………………あー、うん。分かった」

　たぶん脱だつ力りよくには成功したんじゃないかなー、と思う。えらい頭の悪い勘違いをして焦あせった分、かなり気が抜けたので。

　とはいえ密着状況に変わりはなく、さっきよりはかなりマシだろうが、やっぱり少し緊張はしてしまう。

「なあ、もう少し離はなれた方が踊おどりやすくないか？」

　本当のヘタレな理由は隠かくして秋晴が訊きくと、セルニアは空色の瞳ひとみを細めて、

「貴方あなたが上手じようずに踊れるのであれば、こんなにくっつかず距きよ離りをあけてますわよ。そうでないからこうして、したくもないのに密着する羽は目めになるのですわ」

「う……そうなのか」

「この方がこちらからのリードがし易やすいんですのよ。秋晴は私の動きに合わせて、踊る感覚を体に覚え込ませなさい」

「そっちがリードって──ぉあっ?!」

　疑問を口にした矢先、すっとセルニアの顔がやや後ろに動く。当然、自分の体もそれに引っ張られて、自然と前へ踏ふみ出した。

　さらにセルニアが流れるように次のステップを踏んで、体の向きを変えてターンを決めてと動くので、秋あき晴はるは驚おどろいたままで落ち着く暇ひまもない。

　本来は男がリードをするものだし、音楽もなければ手て拍びよう子しも無かった。音といえば、靴くつ底ぞこと床ゆかが擦こすれる音だけだ。

　なのにセルニアの動作に澱よどみはなくて、それに釣つられていつの間にやらこっちも自然と体が動いているんだから、さっきとは違う意味で驚く。多少のぎこちなさは自分のせいだろうけど、それでも四し季き鏡かがみと踊おどっていた時とは雲うん泥でいの差だ。

　これは確かに、リードが大事だっていうのも頷うなずける。必要以上にくっついていると思っていたが、こうして導かれているとそれが適切だっていうのも分かるし。

　しかもいつの間にかダンスの主導権がセルニアから自分に受け渡されていて、秋晴はもう感心するしかない。こっちが驚いたりドキドキしたりで頭が真っ白になっていたのに、こうも見事に誘導出来るだなんて、凄すごいとしか言いようが無いはずだ。

　どれくらいの時間が過ぎたのか、主導権が秋晴に移ってから何回目かのターンが終わったところで、不意にセルニアが足を止めて口を開いた。

「──まあ、こんなところですわね」

　繋つないでいた手を離はなし一歩退いて距きよ離りを取りながら言うが、自じ慢まんするような口く調ちようじゃないし、顔も運動した後だからか少し赤くなってはいるものの、別に気取った感じじゃない。

　これはつまり、セルニアにとっては本当に大したことじゃなかったって証しよう拠こなんだろーか。かなり凄すごいことをさらっとやってのけたと思うのに。

　貴族令れい嬢じようって凄すごい生き物だなぁ……、と見直しながら秋晴が眺ながめていると、セルニアは腕うで組ぐみをして挑いどむような目でこちらを見返し、

「リード役に必要なのは技術よりも自信と、相手を気き遣づかいながら踊る細やかな気配りですわ。ダンスホールには他ほかに踊っている方々もいるのですから、なるべく接せつ触しよくせずに済むようにするのも殿との方がたの務めですわよ」

「う……なんか、複雑なステップを覚えるのより数倍難しいことを言われてるような……」

　呻うめくように言った秋晴の言葉に四季鏡も同意のようで、こくこくと頷いている。

　臨時生徒二人の態度が気に入らなかったのか、セルニアはキッと表情を厳しいものに変え、腰こしに手を当てて、

「ならば特とつ訓くんですわ！　時間は無いのですから、一秒も無む駄だには出来ませんわよ！」

　やる気に充みち満ちた宣言はとても有り難い……が。

　これっぽっちも出来るようになる気がしない秋晴としては、時間内にせめて少しはマシになれればと浅い期待を胸に、小さく頷いた。

　たぶん相当疲れる羽は目めになるんだろうなー、と思いながら。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………当たらなくていい予想って、大抵は当たるよなぁ……」

　かなり疲れた声が出てしまったが、それも仕方ないと秋あき晴はるは小さく息を吐はいた。

　正味一時間のダンス特訓は予想より遙はるかに大変なもので、正直今すぐにどこかで休んでしまいたい気分だ。

　スタジオの鍵かぎを返しに行ってくれた四し季き鏡かがみもややふらついていたが、あいつも自分と同じで体力が底をついたんじゃなくて、頭が疲労したんだと思う。

　セルニアの指示にあたふたと応じ、休きゆう憩けい無しのぶっ続けで練習した結果、自分も四季鏡もなんとか格好がつくくらいには踊おどれるようになったんだから、スパルタだけど教え方は適切だったらしい。

「おかげで助かった。これで恥はじは掻かかずに済む……かもしれない」

　絶対の自信は無いので秋晴がぼかして言うと、前を歩いている真っ白いコートを着たセルニアは顔だけこちらへと向けて、呆あきれか蔑さげすみか分かりづらい視線をくれる。

「この私の教えを受けたんですのよ？　失敗などしたら、後で酷ひどい目に遭あわせますわ」

「……うい、頑がん張ばる」

　覇は気きに乏とぼしい返事になってしまうが、とりあえずは納なつ得とくしてくれたのか、セルニアは小さく鼻を鳴らして前を向いた。

　背は高いのに細くて小さく見える背中を眺ながめつつ、秋晴は頭を掻かく。疲れた体に冷えた外の空気は心地良くて、それなりの達成感も手伝って薄うつすらと眠ねむ気けが躙にじり寄って来るが、まだしばらくは眠れない。この後、白はく麗れい陵りようから出る用事が一つ入っているので、ゆっくり風ふ呂ろに浸つかれるのも夕食の後になりそうだ。

　出先で甘あまい物でも食べようかなぁ、と考えながらてくてく歩いていると、気が付けば上育科と従育科の寮りようへと続く分かれ道の近くまで来ていた。

「──そういえば」

　最後にもう一回礼を言っておこうかと思う秋晴の前で、突とつ然ぜんセルニアが足を止める。

　釣つられて秋晴も足を止め、ちらりとこちらを振り返って見ているクラスメイトの顔を注視していると、一つ質問が飛んできた。

「明日あしたは誰と試験を受けるか、もう決めましたの？」

「あー……」

　予想外の問いだったが、まあ考えてみれば興味を持つのが普通か。だって今の今までやっていたのは、その試験の為ための練習だし。

　……でも、正直かなり答えにくい。今いま更さら何を言うんだ、って呆あきれられるのは必至だから。

　とはいえ答えない訳にもいかないので、秋あき晴はるは気まずさを噛かみ殺し、右耳の安全ピンに手をやりながら口を開いた。

「それが、まだ決まってない」

「迷っている、という訳ですの？　粗そ雑ざつな庶しよ民みんの癖くせに、随ずい分ぶんと偉えらいものですわね」

「いやいや、そうじゃなくて」

　どうも誤解してしまったらしいドリルさんに向けて手を横に振ると、何やら怪け訝げんそうな表情になられた。

　勘かん違ちがいを正す為ため、秋晴は小さく息を吐ついた後で、

「まだ誰からもカードを貰もらえて無いから、このままだと参加出来ないかもって意味だ」

　不ふ甲が斐いないなー、と思いながら口にする。

　何人かにアプローチはしてみたが、結果はまるで実っていない。あまり親しくない上育科生にも声を掛けてみたが、悲鳴を上げて逃げられたり泣き崩くずれられたりと相変わらずな反応だったので、どうにも上う手まくいかなかった。

　一応、タイムリミットの明日あしたの舞ぶ踏とう会かい開始まで手は尽つくすつもりだが、この調子だと参加は難しいかもだ。

　まあ、試験は受けられなくても踊おどりの相手を務めることに変わりはないので、練習が無む駄だになることはないはず。……いやまあ、殆ほとんどの上育科生に避さけられるのは目に見えているから、良くて数人の相手が出来るかどうか、って感じだろうけど。

　だから秋晴としては、明日の試験も大事だが、早急に訊きいておかないといけない事こと柄がらがあるので先にそっちをどうにかしたかった。今日きようの朝から訊くタイミングを窺うかがっていたけど、ずるずる訊けないまま夕方近くになってしまったので、もう時間が無い。

　今ならダンスレッスンが上手くいった達成感が指導役のセルニアにもあるだろうし、別に大した内容じゃないから気軽に答えてくれるはず。

　そう思っていた秋晴は、いざ質問を口にしようとして……ようやく、気付いた。

　──目の前にいるセルニアの様子が、おかしい。

　やや俯うつむいているから顔はあまり見えないが、固く結ばれた唇くちびると怒いからせた肩かたから剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが出まくっている。強く握にぎられた拳こぶしは震ふるえているし……これは間違い無く、噴ふん火か寸前の危機的状況だ。

　でもどうして、何が切っ掛けだったのかが分からない。

　狼狽うろたえてしまい言うはずだった質問を出せずにいる秋晴の前で、セルニアが微かすかに唇を開き、そこから白い吐と息いきが漏もれる。

「まだ、貰えていない…………ですって……？」

　……なんだか様々な負の感情をすり潰つぶした音みたいな響ひびきの呟つぶやきが聞こえて来て、秋晴は思わず一歩後ずさる。

　そこに顔を上げたセルニアの鋭い眼光が突つき刺ささり、




「──ならどうしてこの私に、カードが欲しいと言って来ないんですのよっ?!」




　怒ど鳴なり声と悲鳴が綯ない交まぜになったような強きよう烈れつな声が、追い打ちで耳に飛び込んで来た。

　その迫力と込められた怒いかりに秋あき晴はるは頬ほおを引き吊つらせる……けど、よくよく考えてみたら、今の発言はちょっと妙みようだ。

　だって、その言い方だとまるで、

「……え？　欲しいって言ったら、くれたのか？」

「ッ、考えなくもないということですわ！　誠意次第では温情の一つや二つを与えるだけの度量は持ち合わせているつもりですわよ！」

「や、でも、試験って明日あしただぞ？　二十四日だぞ？」

「そんなことは分かってますわよっ。ああもうっ、一体何が言いたいんですのよこのボンクラ庶しよ民みんは!?」

　力一杯に罵ば倒とうされるが、それも気にならないくらい大きな疑問が頭の中に浮かんでいる。

　……ひょっとして、自分は思いきり早合点がてんをしてしまっていたんじゃないのだろーかという、大きすぎる疑問が。

　無意識の内に唾つばを呑のみ込んでから、秋晴は恐おそる恐る怒れるセルニアに、今いま更さら感かんが漂ただよいまくりな質問を投げ掛けてみた。

「……もしかしてお前、明日の舞ぶ踏とう会かいに出るのか？」

「出ますわよっ！　なんですの、私が出たらいけないとでも言うつもりですの?!」

「いやいやそうじゃなくて……だって明日、誕生日だろ？　冬休みだし、家に戻ってパーティーか何かするんだろうと思ってたんだが……違うのか？」

　従い姉と妹この棗なつめに送る誕生日プレゼントを選ぶのを手伝って貰もらった時、セルニアの誕生日も本人から教えられたのでちゃんと覚えていた。クリスマスと同日なんだから、忘れろっていう方がちょっと難しいし。

　何回かテレビで見た欧おう米べいでのクリスマスの過ごし方は、恋人同士で過ごすよりも家族で一いつ緒しよに祝うとか、教会に行ってお祈いのりをして……みたいな感じだった。

　そのイメージが強くて、おまけにセルニアは年頃の割に父親と仲が良いし、当然クリスマス兼誕生日なんて特別な日は家に戻って過ごすものだとばかり思っていた、けど……

　再度窺うかがいの視線を送ってみると、まだまだ怒おこり足りないと言わんばかりの表情をした貴族令れい嬢じようさんは、歯を剥むき出しにして答えた。

「舞踏会が終わってから戻りますわ！　去年もそうしましたし、お父とう様さまが白はく麗れい陵りようまで迎えに来て下さる手て筈はずになっていますわよ！」

「あー……じゃ、俺おれが勝手に思い込んでいただけか」

「……つまり、秋あき晴はるは私が舞ぶ踏とう会かいに参加せず熱海あたみの別宅に戻ると思って、カードを要求してこなかったと言う訳ですの？」

　ジロッと睨にらむように見ながらの問い掛けに、秋晴は気まずさを感じつつ「ああ」と頷うなずく。ただ……どうしてこんなに怒いかりを買っているのか、それがちょっと分からない。

　何がこのドリルのプライドに触ふれたんだろうかと考えるけど、思考がまとまる前にセルニアは腰こしに手をやり、前まえ屈かがみ気味になって顔を近付けてきた。

　至近距離で、ダンスの時とは違い威圧感を全開にした瞳ひとみに覗のぞき込まれた秋晴が息を呑のんでいると、

「……私の予定を訊ききもせず勝手に決めつけ、練習を頼んできたかと思えば予定外の人まで連れて来て……これはもしかして、わざとですの？　だとしたら随ずい分ぶんと嫌きらわれ、そして侮あなどられたものですわね……！」

「いやいや違うって！　わざとじゃないし、悪気だって──」

「余計な言い訳は要いりませんわ」

　こちらの言葉を遮さえぎっての一言に、秋晴は思わず口を噤つぐんでしまう。怒ど鳴なるような大声じゃないっていうのにやたら迫力があって、そんなはずはないけど『逆らうと殺やられる』と思うくらいの感情が込められていた。

　ビクつくことすら不可能で完全に硬こう直ちよくしてしまったこちらを、セルニアは刺さすような冷ややかな目で見て、

「……色々と言いたいことは有りますわ。それはもう山程、マリアナ海かい溝こうが埋うまる程の量の文句が胸の中に渦うず巻まいてますが、全すべて呑のみ込む代わりに一つだけ訊きかせて貰もらいますわ……！」

「…………な、何でしょうか……？」

　思わず敬語になってしまう秋晴に、セルニアは更さらに顔を近付けてきて、それこそ鼻と鼻がくっついてしまいそうなくらいなほぼ零ゼロ距きよ離りで、




「秋晴──貴方あなた、私が試験の相手を務めることに不満がありますの？」




　……全く予想していなかった質問に、動揺が全てどこかに吹き飛んでいってしまった。

　ショックが過ぎるとこういうことになるもんだな、とどこか冷静に考えられる一方で、頭は殆ほとんど働いてくれない。

　目と目が合ったまま、息遣づかいどころか触ふれてもいないのに微かすかに体温が感じられる距離で、ちょっと押されたら無ぶ様ざまに倒れてしまいそうな状態の秋晴が出来ることといえば、

「ふ……不満なんて、どこにもない……」

　言ってしまってから、頭を抱かかえたくなる。もっとマシな返しがあっただろうし、そもそも相手がどんな意味で、どういう意図で訊きいてきたのか、ちっとも理解出来てない状態で何を答えているんだ。

　けど実際には蛇へびに睨にらまれた蛙かえる状態が続行中で、無言のまま真しん偽ぎを窺うかがうような鋭い視線を受けていて、冷や汗あせが出そうになる。

　体感時間だと一分は軽く超える長い時間が過ぎ、息苦しさがえらいことになってきたところで、ようやくセルニアは顔を遠ざけてくれた。

　そしてこれ見よがしにため息を吐つき、

「……全く、馬鹿馬鹿しいにも程がありますわ…………プライドが粉々に砕くだけるというのは聞いたことありますけれど、まさか泥どろ沼ぬまに沈むようなことがあるだなんて……」

　俯うつむきながらぶつぶつと何やら言い始めるが、どういう意味か分からなかった。かといって突つっ込んで訊けるはずもない。まだ死にたくないし。

　なので秋あき晴はるは崩くずれそうだった体勢を立て直すと、無難に向こうの出方を待つことにした。

　これからどうなるんだろうと不安に駆かられながら、身を縮こまらせること十数秒。

　顔を上げたセルニアの目が再びこちらを捉とらえるが……何な故ぜか少し疲れたような感じになっているのは、気のせいなのかどうなのか。

「……もういいですわ。秋晴が粗そ野やで雑な神経でどうしようもない庶しよ民みんだということは、とっくに理解していますもの。ああもう、諦あきらめましたわよ。意地を張るだけ余計に馬鹿馬鹿しくなるだけですわ」

「…………えーっと……何が……？」

　ちっとも要領を得ない言葉に恐おそる恐る訊たずねるが、セルニアは答えてくれない。

　代わりにコートのポケットに手を突っ込んで、取り出した何かをこっちへ差し出してくる。

　胸に突き付けられる形になったそれは赤い名めい刺しサイズのカードで、秋晴もよく見知ったものだった。

　けど、この場で見ることになるとは思ってもみなかったので、何度も瞬まばたきをして呟つぶやく。

「これ……パートナーカード……？」

「それ以外の何かに見えまして？　それとも、やはり要いらないといいますの？」

「いやっ、いるいる！　いる、んだけど……」

　いることは間違い無いが……どうして、こんな展開になっているんだろーか？

　それが気になって秋晴がカードに手を延ばせないでいると、ふとセルニアの眉まゆ尻じりが下がった表情が見えた。

「……なら、私から受け取らない理由がありますの？」

　普段と違ってどこか弱々しさを感じさせる声こわ音ねに、秋晴はまたもしきりに瞬まばたきする羽は目めになった。

　……だってこれ、あのドリルさんですよ？　強気でプライド高くて田舎いなかの不良でもそこまで血の気け多くないだろってくらいに好戦的なセルニアが、こんな姿を見せるだなんて。罠わなじゃなければ鬼おにの霍かく乱らんって言葉がピッタリ来る。

　けど、現実に目の前にいるセルニアから悪わる巧だくみのような感じはないし……何より、こんな表情をされていて疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられ続けられるなんてこと、よっぽど心無い人間にしか出来ないと思う。

　だから秋あき晴はるは上う手まい言葉を紡つむぎ出せないまま、行動で示そうと差し出されたカードを受け取ろうと手を延ばし、

「…………ぁ？」

　指先が紙面に触ふれる前にあることに気付いて、動きを止めてしまった。

　──視界に、ちょっと有り得ないものが映っている。

　別に幽ゆう霊れいとかコスプレをこじらせたピナとかじゃなくて、普通に上育科制服を着た人間なんだけど……だからこそ有り得ない。

　名家のお嬢じよう様さまばかりの上育科の制服を着ている人間が、えらいスピードで走っていた。

　しかも自分やセルニアのいるこっちへ向かって、遠くからぐんぐん近付いてきている。

　……おまけに、その人物がどうにも知り合いに見えるんだけど……きっと何かの間違いとかそういうのだよなぁ……？

「……秋晴？　どうし──」

　停止状態になったこちらの様子に、セルニアは怪け訝げんな顔をしてから、目線を辿たどるように振り向いて……やっぱり、固まった。

　そしてぽつりと、小さな唇くちびるを動かして一言。

「あれは…………朋とも美みさん……？」

「……あー……やっぱそう見えるのか……」

　残念ながらセルニアが言う以上、本物の彩さい京きよう朋美なんだろう。

　でも、だからこそ有り得ないと秋晴は思う。

　自分と同じく一般家庭の出しゆつ自じなのに、努力と無理を重ねた結果、他ほかの生徒と遜そん色しよくない立派なお嬢じよう様さまを演じている朋美が、終業式は終わったとはいえ人目につく時間帯に走り回っているって。急ぎの用があるにしても、この寒い中をコートも着ずに出歩いているのはどーいうことなのか？

　秋晴が混乱している間にも朋美は距きよ離りを埋うめてきていて、しかも目を見れば間違いなくこっちを目標に定めて走っているのがすぐに分かる。

　一体何があったんだと考え始めた矢先、あと三十メートルくらいの位置まできていた朋美が大きな声で、

「そこの二人、そのままっ！　動かないで！」

　切せつ羽ぱ詰つまった響ひびきに、秋あき晴はるだけでなくセルニアも固まったまま動けない。これって、本当に何が起こっているんだ。

　訳が分からないままいると、すぐ近くまで辿たどり着いた朋とも美みは急ブレーキをかけるように足を止めて、

「はっ、ぁ…………んっ……間に合った、みたいですね」

　肩かたを弾はずませて荒い呼吸のまま、やたら爛らん々らんと目を輝かせて朋美が言う。何にどう間に合ったのか不明だけど、そこに突つっ込めないくらい、額ひたいに汗あせを浮かべた幼おさな馴な染じみの迫力は凄すごいものがある。

「ようやく踏ん切りをつけて出て来たら、特徴的な二人の姿が見えて……まさかと思いつつ走ってみましたけど、どうやら正解だったみたいですね」

「…………いや、意味不明にも程があるんだけど……？」

　独り言かも知れないが、流石さすがに放置するのも厳しいので敢あえて秋晴が訊たずねると、走ったせいか赤くなった顔で朋美が笑った。やけに活いき活きとしているように見えるけど、テンションの上がる理由がちっとも分からない。

　胸に手を当てて深呼吸をした朋美は、驚きのまま硬こう直ちよくしているセルニアをちらりと見てから、改めて秋晴の方を向き……そして、すっとスカートのポケットから何かを取り出し、こちらへと差し出してきた。

　ついさっきも同じことがあったが、やっぱりというか出されたのは──赤い、パートナーカード。

「──はい、秋晴くん。受け取って貰もらえますよね？」

「ちょっと?!　お待ちなさい！」

　にこりと柔やわらかく笑った朋美の言葉に、自分より先にセルニアが反応して、

「いきなりやって来て、どういうつもりですの?!　私が今、秋晴に、」

「あら？　でも、まだ渡した訳じゃないんですよね？　それに、カードを先に渡した人がいたとしても、後から他ほかの人が追加で渡しても大だい丈じよう夫ぶだとセルニアさんも知っているでしょう？」

　しれっとした顔で朋美は言う……けど、ならどうしてこいつはさっき待ったを掛けたのか。分かっているならもっとゆっくり、あんな息を切らせるまで走って渡しに来る必要なんてないはずなのに。

　首を傾かしげたくなるが、自分と違って軽く喧嘩けんかを売られた形のセルニアはそれくらいじゃ済まないようで、思いっきり頬ほおを引き吊つらせて朋美を睨にらみ付けていた。

「……随ずい分ぶんな態度を取りますわね……！　ですけど、それならば別に私が先に渡しても構わないということになりますわよ」

「ええ、そうですね。ですがもっと分かり易やすく、後の手間を省く方法もありますよ？」

　頷うなずきながらも挑ちよう発はつ的てきな言い方に、セルニアの眉まゆが苛いら々いらと疑問でピクついているのが秋晴には見えた。そりゃあいきなりこんな展開になれば怒りもするだろうが……なんだろう、目の前で諍いさかいが起こっているのに、それよりも凶きよう悪あくに嫌いやな予感がして落ち着かない。出来ることなら今すぐ逃げるか、ここから消え去りたい……！

　ここが建物の中か密林なら物陰に隠かくれてジリジリ後退も出来るけど、残念なことに開けた場所で、ベンチやモニュメントすら近くになかった。つまり耐えるか、気のせいと信じるしかない状況だ。

　どうか何も起こりませんように、と秋あき晴はるは祈いのって──




「明日あしたまで待つまでもありません。今、この場で秋晴くんに、誰をパートナーに選ぶか決めて貰もらえばいいんです」




　……祈いのりの言葉を捧ささげる暇いとまさえなく、予感的中だった。

　爆ばく弾だんを投げてきた朋とも美みと、その相手をしていたセルニアの視線がほぼ同時に自分に向いて、それだけで秋晴は息が詰つまって気が遠くなる。

　──おかしい、どうしてこんな流れに。試験パートナーを選ぶのは明日で良いはずだし、ちょっと前まで獲かく得とくカード枚数ゼロだったのに、いきなり二に択たく迫られるって意味が分からない。全すべて計算された罠わなだったのかって疑いたくなる。

　でも、ただの罠だった方が千倍マシだ。だって朋美とセルニアに仕組まれたことなら、目の前のやり取りもガチの諍いじゃなくて、半分くらいは遊びってことになるし。

　……現実はというと、どこをどう見ても二人の間にある張り詰めた空気は本気そのもので、こっちにかかるプレッシャーもベンガル虎どらだって逃げ出すレベルで──

「ッ、なんて勝手な……！」

「あら、そうですか？　自信があるのであれば、構わないはずですけど」

「選ばれる自信ならありますわよっ！　いいですわ、分かりましたわよ！　そこまで貴女あなたが仰おつしやるのなら、この場で無ぶ様ざまな負け様を晒さらして貰もらうことになりますけれど宜よろしいんですわねっ!?」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶですよ。だって、結果は見えていますし」

　……しかも、勝手に事態が進行しているし。当事者なのに完かん璧ぺき置いてきぼりを食らってるなー、これは。

　どうせなら最後まで放っておいてくれればいいのに、と秋晴は強く願う……けど、二人の視線が外れてくれないので、どうにも無理っぽい。

　微笑ほほえんでいるのに目が怖こわい朋とも美みと、全身から怒いかりのオーラを立ち上らせているセルニアの両者から睨にらまれる形で、秋晴は二人から差し出されたカードを交こう互ごに見る。

「……今、決めるのか？　二学期最後の大事な試験だし、もう少しゆっくりじっくり考えたいんだけど……」

　せめてもの抵抗、というか時間稼かせぎを試みたものの、笑みを浮かべた朋とも美みは無情にも首を横に振る。

「駄だ目めです。この場で選ばないのなら、私がカードを渡す話は無かったことにしますから」

「え？　なら、結果的にセルニアからだけに──」

「そんな過程で試験のパートナーになるなんて冗じよう談だんじゃありませんわ！　でしたら私もこのカードを渡しませんわよ！」

「なんだそれ!?　お前等、そもそもカードをくれるつもりでいたんじゃ?!」

「もうそんな段階はとっくに過ぎているんですよ。さあ秋あき晴はるくん、どうするんですか？」

　言って、朋美がにじり寄ってくる。

　そもそも近くにいたセルニアは動かないが、代わりにカードを握にぎったまま腕うで組ぐみをして、強きよう烈れつな目つきで視線を飛ばしてきた。

　こんな脅きよう迫はくするような雰ふん囲い気きを纏まとっている相手から二に択たくって、どっちを選んでも厄やつ介かいかつ身の安全が保証されない事態になるのがほぼ確実じゃないだろーか？　少なくとも『残念だけど今回は諦あきらめるかな』みたいにあっさり終わる可能性は、商店街の福引きで特賞を引き当てるくらいの確率しかないと思うし。

　退路は完全に断たれていると感覚で理解した秋晴は、眉まゆを顰ひそめて考える。覚かく悟ごは出来ていないけど、ここで決めるしかなさそうだ。でないと最悪、カードは貰もらえない上に評価もどん底まで下がるってところまで有り得る。

　……問題は、

「いきなり選ぶっていっても、何を基準にすればいいんだか……」

「簡単なことですわ。試験相手に相応ふさわしいと思うパートナーを選ぶだけ、それだけで十分……いいえ、それ以外の理由なんて要いりませんわよ」

「珍めずらしくセルニアさんの言う通りです。秋晴くんがどちらと組んで試験を受けたいか、それだけで選べばいいんですよ」

　答えてから睨にらみ合いへと発展した二人を前に、秋晴は右耳の安全ピンを指先で弄いじりながら思考をフル回転させる。

　セルニアは勿もち論ろん、朋美だってダンスくらい問題無く出来るはず。しかも競技じゃないから、上う手まい方と組むって必要はあんまり無い。

　つまり、本当に自分の気持ち次第で決めてしまっていい、ということになる訳だ。正直、条件が難しくて、どちらかは仕方なしに落とすしかない要因があってくれた方が、選ぶのが楽で良かったと思う。

　よく分からないけど、朋美もセルニアもただの余よ興きようって雰ふん囲い気きじゃない。理由は分からないが、こっちも真剣に考えて選ばないといけない気がする。

　二学期最後の従育科試験で、舞ぶ踏とう会かいで一いつ緒しよに踊おどることになる相手。

　ここ最近避さけられていたみたいだけど、最後にはこうして助けてくれる幼おさな馴な染じみの朋とも美み。

　今日きようの練習にも付き合ってくれた、華はな々ばなしい舞台の似合うセルニア。

　……どちらでも文句は無いけど、強しいて選ばなくちゃならないとなれば……

　たっぷり数十秒は考え込んで、やっとで出した結論を言うべく秋あき晴はるは口を開いた。

　するとまだ睨にらみ合っていた二人が、こちらの雰ふん囲い気きに何かを察したらしく、ほぼ同じタイミングで視線を向けてくる。

　それだけで決めた答えが喉のどに詰つまりそうになるけど、秋晴は何とか堪こらえて、

「あー……次の試験のパートナーを頼みたいのは──」

　考えに考えた末に出た、名前を呼んだ。
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　舞ぶ踏とう会かい用にセッティングされた燕えん翠すい楼ろうは、普段並んでいるテーブルの殆ほとんどが片付けられていて、もう見慣れていたはずなのにかなり広く感じる。

　それでも二十組以上が同時に踊おどるとすぐにあちこちからぶつかりそうになる声や、謝罪の言葉が聞こえてきた。

　オール外国人の弦げん楽がく四し重じゆう奏そうがゆったりとした音色ねいろを響ひびかせているから、ハプニングを知らせる声は余計に気になる……けど、こっちも目の前の相手と踊るので手一杯だから、他ほかの連中が大変でも助けるなんて無理だ。

　ステップは意識せずに踏ふめるようになったものの、まだまだパートナーを導いたり周囲の流れを掴つかんだりは出来なくて、曲が中ちゆう盤ばん辺りまできても余よ裕ゆうは無いままだった。

「……もしかして、まだ緊きん張ちようしてるの？」

　密着している秋晴にだけ聞こえる小さな声で訊きいてきた朋美は、

「練習の成果は出ているから、もう少し楽に構えて大だい丈じよう夫ぶよ。試験である前に、これはダンスパーティーなんだから。もっと楽しんだ方がいいわよ」

　そう言う本人は流石さすがに危なげない動作で踊るし、優等生の仮面もしっかり被かぶってすれ違い様ざまに友人へ目配せを送ったりなんかもしている。白い優ゆう雅がなドレスにピンヒールの靴くつと動き難にくそうな格好なのに、全然それを感じさせない。

　余裕があるのはとてもいいことだ。

　……そう、余裕はあるはずなのに、

「そっちこそもう少し楽しそうにしたらどうだよ？　愛想あいそ笑いしながらつまらなそうな感じってのは、流石にどうかと思うぞ」

　ある程度付き合いが深いから、それくらいは分かる。普段の優等生なお嬢じよう様さまぶった演技に比べると何段か落ちるし。

　自分の踊おどりが下へ手ただから、って理由ならまだ分かるけど、何となくそうなんじゃないかなー、と雰ふん囲い気きで察したのは踊る前の段階からなので、原因は他ほかにあるはずだ。

　一体何が──と気になったところで、すぐ後ろを他のペアが通る気配があったので、秋あき晴はるは慌あわてて周囲に注意を向ける。ちょっと油断するとリズムも崩くずれて、付け焼き刃ばのステップを忘れてしまいそうになるから、やっぱりもっと集中しないと。

　そう思った矢先に、

「……つまらない訳じゃないわよ。楽しめているかどうかって訊きかれたら、確かに微び妙みようだけれど」

　ターンしながら呟つぶやいた朋とも美みの顔を見ると、貼はり付けていた笑みは消えていて、どうしてだか拗すねたように唇くちびるを尖とがらせていた。

「今いま更さら、って言われるかも知れないけれど、気になってるの。どうしてセルニアさんじゃなくて、わたしをパートナーに選んだのか、って」

「何だよ、選ばれて不満なのか？」

　カードをくれたのは朋美の方からなのに、理り不ふ尽じん過ぎる。

　だけど思い返すと、確かに昨日きのう──朋美とセルニア、二人からカードを渡されそうになって、どちらかを選べと半強制的に決めないといけなくなった時も、この幼おさな馴な染じみは微妙な表情だった。喜ぶでもなく、優越感に浸ひたるでもなくて、何な故ぜか驚おどろいていた気がする。

　一方、悔くやしさを押し殺したような表情をしていたセルニアは、特に何も言わずに寮りようへと戻っていって……壁際で鳳フオウを含む数人の上育科生と一いつ緒しよにいるのを、さっき見かけた。燃えるように赤くてスカート丈たけの長いドレスを着ていたけど、何だか怒おこっているようにも見えたので、まだ声を掛けていない。

　まあ、断ることになったセルニアの方はまだ分かるが、朋美までこんな調子だと少し気が滅入る。昨日の勝負めいたやり取りは何だったのか。

　げんなり気分を思いっきり込めた目で幼馴染みを見ると、朋美は微かすかに首を横に振って、

「あるのは不満じゃなくて、疑問よ。……さっき四し季き鏡かがみさんに聞いたの。昨日、セルニアさんにダンスを教えて貰もらったって」

「それが、どうかしたのか？」

「……するわよ、普通。昨日は知らなかったからあんな出過ぎた真ま似ねをしちゃったけど、前まえ以もつて知っていたら流石さすがに遠えん慮りよしたわ。人に材料の準備から調理までさせておいて、出来上がった物を横から食べるようなものじゃない」

　はしたないことをしちゃった、と朋美は呟つぶやくが、秋晴にはいまいちその意味が分からない。確かにこうして踊れるのはセルニアのおかげって部分が大きいが……それと試験のパートナーがどう繋つながるんだろーか？

　意見に共感出来なくて秋晴が頷うなずけずにいると、朋美は踊りながらため息を吐つくという器用な真ま似ねをして、

「だからね、どうして秋あき晴はるがセルニアさんを選ばなかったのかが不思議で仕方ないの。どういう基準でわたしにしたのかな、って」

「どういうって……」

　面と向かってそれを訊きいてくるか。選んだ理由を言えって、軽い辱はずかしめに近いと思う。

　誤ご魔ま化かして終わりにしたい質問だけど、くっついて踊おどる相手の目がかなり真剣なので、どうやらそれも無理っぽい。これを茶化せる器用な人間なら、もっと気楽な高校生活を送れていたに違いないし。

　そろそろ曲も終わるし、朋美の視線も外れてくれない。時間切れを狙ねらえるタイミングではあるが、この様子だと後でしつこく追及されることになりそうだから、済ますなら早い方が良さそうだ。

　なので秋晴は気き恥はずかしさを堪こらえて、最小限の言葉にまとめて口にした。

「ちゃんと考えて、今回は朋美の方が合ってると思ったから選んだんだよ」

「セルニアさんと比較して、わたしの方が？　本当？」

「バレそうな嘘うそ吐ついたって仕方ないだろ……っと」

　答えたところで近くを踊っていた三さん家けとぶつかりそうになって、呑気のんきに話もしていられないなと秋晴は周囲に注意を払はらい──

　そこに、どこか今までとは違う響ひびきの声が聞こえてきた。




「……もう……そんなこと言われると、期待したくなっちゃうじゃない」




「あ？　何を──」

　何をだよ、と訊こうとしたところで、余よ韻いんを残しつつ演奏が止まった。

　自然と足を止めた秋晴から、同じく踊り終えた朋美が一歩体を退ひいて、どこぞの令れい嬢じようにも劣おとらない優ゆう雅がな仕種しぐさで頭を下げる。

「残念、時間切れね。続けて踊るのはマナー違反だし、従育科の女の子からの予約も入ってるから、続きはまた今度……来年になるのかな」

「続きって、もうダンスの機会なんて無いだろ。来年のクリスマスにも踊ろうってことかよ？」

　だとしたら随ずい分ぶん気の早い話だと言いたい。丸一年後の予約って、モナコ市街を使ったカーレースが窓から見えるホテルか、屋や形かた船ぶねから見る花火大会くらいしか聞いたこと無いし。

　ただ、クスクス笑う朋美の様子からすると、どうやらそうじゃないらしかった。

「いいの、こっちの話だから。……でも、そうね。どうなるにしたって、やっぱり自分らしくやらないとね」

「……どっちの話か知らないけど、本格的に意味不明だぞ」

「気にしないで。それじゃ、踊おどってくれてありがとう」

　そう言うと、朋とも美みは笑顔を見せて踵きびすを返し、向こうへと行ってしまった。

　色々と訳が分からないし、礼を言うべきなのはこっちのはずなのに。今日きようの……というか、最近の朋美は何だか変で、調子が狂う。

　どうしたのか気になるところだけど、ホールにいた他ほかの連中も動き出しているので、ぼんやり突つっ立っている訳にもいかない。

「さて、と……試験は終わったが、どうするかなー……」

　雑談で騒さわがしくなり出したホールを、とりあえず壁際に捌はけようと移動する。そうしながら、秋あき晴はるは踊る前にセルニアがいた辺りを眺ながめる……が、目立つはずなのに見つからない。

　金きん髪ぱつドリルと赤いドレスなんて組み合わせで、しかも身長まで高いんだから見つからない方が難しいはず……なのに、どこを見ても姿がなかった。

　一いつ緒しよにいた鳳フオウはさっきと同じような場所にいるのを発見済みなので、どこに行ったのか訊きいた方が早そうだ。

　どうせ知り合い以外の上育科生からダンスの申し込みをされることなんて無いだろうし、帰る前にちょっと話があるのを伝えておきたいので、秋晴はひとまず鳳と接せつ触しよくを図ろうと近付いていき……ふと、変な物を見つけて足を止めてしまった。

　奥にキッチン等があるカウンターのすぐ前に大きなクリスマスツリーがある。運んだのも飾り付けをしたのも従育科なので、初めからあるのは知っているから、これはいい。

　問題はその横に置かれた、大きな箱だ。

　黄色のラッピングがされた、自分の腰こしくらいの高さがありそうなあんな箱、いつの間にあったのか。

　誰が運んで来たのか分からないけど、一番怪しいのは……と考えて、秋晴は特大クリスマスケーキをほくほく顔で眺ながめている楓かえでの傍そばへと寄って行った。

「なあ、あれ持って来たのってあんたか？」

「はい？　あれって……あの箱、ですか？」

　振り向いた理事長は、こちらが手で示したブツをまじまじと見つめる。この反応、どうやら違うらしい。

　じゃあ誰が……と、何かヒントになりそうな物はないかと改めて箱へ視線を移した秋晴は、嫌いやな物に気付いてしまった。

　……箱のラッピングにプリントされているのが、色取り取りの薔ば薇らだということに。

　これはつまり、あれか。中には全く嬉うれしくないサンタからのプレゼントというか、例によって白い衣装に身を包んだ変態ナルシストが入っているってことか。

「あの、秋晴さーん？　何か分かったんですかー？」

「……いや、何も。俺おれは何も見なかった」

　こちらの返しに楓かえでは不思議そうな目をするが、秋あき晴はるはそれに触ふれないことを決め込む。あれだ、世の中には見て見ぬフリが必要な時もあるはず。実害は無いけど絶対に関わりたくないものっていうのは、そっとしておくに限る。

　そうと決めた秋晴は、大きな箱に興味津しん々しんな様子の理事長を残して、静かに距きよ離りを取った。箱から出て来るタイミングはとっくに決めているんだろうが、下へ手たに刺激すると臨りん機き応おう変へんに飛び出してしまうかも知れないから、注目されていると気付かれないように──

「なんや、あっきー？　下着ドロみたいな怪しい動きして、どうかしたんか？」

　……頗すこぶる厄やつ介かいなヤツに見つかってしまった。選よりに選って、火にガソリンを注ぐどころか、火薬庫にロケット花火を喜んで打ち込むような馬鹿に。

　げんなりして寄って来る轟とどろきを見ると、どうやらすぐに謎なぞの箱に気付いてしまったようで視線がそちらを向き、

「おおう？　なんやこれ、サプライズプレゼントっちゅうヤツか？　クリスマスやし、ケーキが入っているとか？」

「……俺は知らない。興味あるなら深み閑かんに訊きくなり、そこの理事長に──」

「いやいや何を言うとるんや。ここまで不自然なモン、自分の手で解き明かさんでどうするっちゅう話やろ？」

「いいから止やめておけって。忠告したからな？」

　じろりと睨にらんで最後の警告をしてみたけど、轟はただでさえにやけた顔をより酷ひどくして、

「あれか、『押すなよ、押すなよ』ってヤツやな！　やー、そこまで請こわれるとやらん訳にはいかんなぁ。でないと男が廃すたるわ！」

　……うん、まあ、いつもながらに馬鹿だった。空気の読めなさは一流だと真剣に思う。

　一いつ瞬しゆん、殴なぐり倒して止めさせようかとも考えたけど、無む駄だに丈じよう夫ぶなヤツだし素直に気絶してくれるとも限らない。となると、取れる手段は一つだけになる。

　思考がまとまったところで秋晴は小さく頷うなずき、

「何が起きても俺は責任取らないからな。それじゃ、ちょっと用があるから行くわ」

「なんや、見ていかんのかいな。こないな怪しい箱を無視するなんて、あっきーは相変わらず淡泊やなぁ」

　肩かたを竦すくめてイラっとさせるポーズを取る轟を尻しり目めに、秋晴は当初の目的だった鳳フオウのいる場所を目指して早足で歩き始める。こうなったら少しでも早く離はなれて、巻き込まれないようにしないと。

　そろそろ二曲目が始まりそうで、ホールにはペアになって向かい合うドレス姿の女子と、男装をした従育科連中が小声で談笑していた。自分と轟がいないから、パッと見だと燕えん尾び服ふくを着ているのは全員女子と錯さつ覚かくしてしまいそうな感じだ。

　ただ──その中にもやっぱりセルニアの姿はなくて、鳳フオウの近くにも戻っていない。

　服装や髪かみ型がただけじゃなく、いるだけでその場の中心になるくらいに目立つ、稀まれな雰ふん囲い気きのあるヤツだから、華はな々ばなしい空間にいないだけで妙みように違和感があった。

「……あいつ、どこに消えたんだ……？」

　秋あき晴はるはぽつりと呟つぶやいて、たぶん行方ゆくえを知っている鳳に確認を取ろうと決め──




「さぁて中身は…………んん？　中から音がして──ぅひょあっ?!　な、なんや飛び出して来おったぁ!?」

「ふっ……美の奇き跡せきと謳うたわれる風かざ祭まつり灯とう一いち郎ろう、皆の期待に応こたえて華か麗れいに推すい参さんといこう！」

「だ、大だい吉きちやと!?　姿を見んと思っとったら、こないな所に……こないな美お味いしい展開を企んでおるなんて……！」

「予定より少し出番が早くなってしまったが、待ちきれないと訴える声が聞こえて来た以上、それに応こたえるのが主役の務め。さあ、聖夜の奇跡に等しい僕ぼくの美しさをたっぷり堪たん能のうし、盛大に崇あがめるといい……！」

「えっ、えっ？　箱の中から風祭さんが……み、深み閑かんちゃんはっ？　この場をどうにか出来る深閑ちゃんはどこ!?」




　……後ろの方がとても喧やかましくなってきたが、敢あえて見ない。絶対見ない。というか、後ろでは何も起きていないってことにする。轟とどろきや理事長、そしてもう一人のさっきまで姿は無かったはずの馬鹿の声も、幻げん聴ちようってことで決定。

「世の中、妥だ協きようと見て見ぬフリが必要な時もあるってことだよな……」

　強い心で背後の騒さわぎを無視した秋晴は、突とつ然ぜんの事態に目を丸くしている鳳に、早足で近付いて行った。
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「…………全く、騒がしいですわね……」

　小さく口の中で呟つぶやいて、セルニアは振り返ると燕えん翠すい楼ろうを見上げた。

　明かりが漏もれているフロアでは、舞ぶ踏とう会かいが盛り上がりだした頃合いだろう。そろそろ二曲目か三曲目、従育科の生徒も慣れてきたはずで、上育科生達も普段とは勝手の違う相手に対応出来るようになっているはずだ。

　一時間半の間続く舞踏会は、まだまだ始まったばかり……だと、いうのに。

　セルニアは会場の燕翠楼を後にして、正門へと向かうところだった。

　結局、一度も踊おどっていない。一曲目が終わる前にホールを抜け出し、預けておいたコートとバッグを返して貰もらい、既すでに携帯電話で父親に連れん絡らくを取り、迎えの車を早めにして貰うよう頼んだ後だ。

　本当は少なくとも何曲か踊おどり、今年最後の顔合わせになる友人達と談笑を楽しんで、舞ぶ踏とう会かいの終しゆう盤ばんに振る舞われるケーキを食べてから帰る予定だったのに。

　その予定が狂ったのは、全すべて──

「…………いえ、八つ当たりは淑しゆく女じよらしくありませんわね……」

　湧わき上がってきた様々な感情を噛かみ殺し、セルニアは小さく息を吐ついた。

　誰が悪い、と言うのはおかしい。こうして舞踏会を途と中ちゆうで抜け出してしまったのも、最悪な気分なのも、別に誰かのせいではなくて自分の気持ちの問題だ。

　こうなればいい、こうなるはず──と、勝手に想像を膨ふくらませていただけで、実際にそうはならなかったというだけの話。

　それなりに努力はしたつもりだけれど、全力だったかと訊きかれれば……頷うなずけない。本当に想像通りの未来を掴つかみたかったのなら、もっと形振なりふり構わずに動くべきだったと思う。

　最善を尽つくせず、プライドを優先してしまった自分には、誰かを非難することも、悲劇のヒロインじみた哀あい愁しゆうに浸ひたることも出来ないはずだ。

　だから、自分が選ばれなかったのも甘あまんじて受け止めるしか……

「……駄だ目めですわね。どうも思考がマイナス方向になっていますわ……」

　また小さく息を吐はき、セルニアは燕えん翠すい楼ろうから目を背そむけるように踵きびすを返して歩き出す。

　迎えの車が着くまではもうしばらくかかるだろうが、ここから一刻も早く離はなれたいという気持ちに押されて速度を上げ、




「──っと、いたいた」




　……今一番聞きたくない声を耳にしてしまい、足を止めることになった。

　振り返れば、そこには間違えようもなく日ひ野の秋あき晴はるの姿があって、軽く走って近付いて来る。この寒いのにコートも着ずに、小さなトートバッグを手に持っていた。

　何をしに来たのか知らないが、セルニアとしては顔を合わせたくない……のに、負けた気分になるので逃げることも目を逸そらすこともしない。

　我ながら損な性分だな、と思っていると、白い息を弾はずませた秋晴がすぐ近くまで来て、呑気のんきに不思議そうな顔をしてくれた。

「舞踏会が始まったばかりだっていうのにもう帰るのか？　鳳フオウも驚おどろいてたぞ？」

「……フン。秋晴には関係の無いことですわ」

　本当は関係無いどころか、目の前にいる当人が原因だなんてことは、絶対に言わない。

　まるで気付いていない呑気な顔を見ているとムカムカしてくるので、セルニアは腕うで組ぐみをしてそっぽを向き、

「それで貴方あなたは、何をサボっていますの？　もう試験は終わったのかも知れませんけれど、従育科としての務めはまだ残っているのでしょう？」

「あー、うん。でもまあ、どうせ俺おれと踊おどりたいだなんて酔すい狂きようなヤツはいないだろうし、深み閑かんにはちょっと抜けるって言ってきたし……それにあの状況なら、すぐにダンス再開にはならないだろうしな」

「……言っている意味が分かりませんわ」

　今も燕えん翠すい楼ろうからは賑にぎやかな声が聞こえてきているというのに、この男が言う『あの状況』とはどういうことなのか、まるで理解出来ない。……確かに、社交ダンスで盛り上がるにしては、多少騒さわがしすぎるかもしれないけれど。

　そんなことより問題なのは、

「大体、何をしに来ましたの？　こちらの気分を害するような理由でしたら……遠えん慮りよ無なしで叩たたきますわよ」

「なんつー横暴な……そもそも遠慮するようなキャラじゃないだろ」

　ぶつくさとぼやいて、秋あき晴はるは持っていたバッグに手を入れる。

　セルニアはそれを睨にらみつけながら、少しでも苛いら立だち度数を上げることをしたら本気で暴れてやろうと決めた。貴族でも時に苛か烈れつな制せい裁さいを、自らの手で与えなければならないこともあるはず。淑しゆく女じよらしくない振る舞いだけれど、貴族としてなら仕方がない。

　仕方がないから……全力で感情をぶつけてしまおう。

　もう叩くか蹴けるかの二に択たくしかないと半ば決めていたセルニアの前で、秋晴はバッグから何やら取り出して、

「ほら、これ」

　それを、こちらへと差し出してきた。

　何かと思えば参考書が入りそうなサイズの、リボンがラッピングされた袋で、
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「……なんですの、これは？」

「え？　いやだから、あれだよ。誕生日プレゼント」

　──さらりと言われてしまった言葉に、怒いかりも苛いら立だちも全すべて吹き飛ばされてしまった。

　セルニアは差し出された袋と秋晴の顔を何度も往復させて、

「…………ぁ、の……どうして……？」

　思わず出た声に、自分がどれだけ動揺しているのかを知る。

　そんなこちらの醜しゆう態たいに気付いていないのか、秋晴は呆あきれたような顔をして、わざとらしく肩かたまで竦すくめてみせた。

「あのな、お前が誕生日プレゼント寄よ越こせって言ったんだろ？　……まあ、その場のノリもあったんだろうけどさ」

「…………」

　確かに言った。それはセルニアも覚えている。

　秋あき晴はるが従い姉と妹この棗なつめさんの誕生日プレゼントを買うので選ぶ手伝いをした時に、自分の誕生日を告げてプレゼントの要求までしたことは、ちゃんと覚えている。

　ただ、それが果たされるとは思っていなかっただけだ。

　動揺が収まらないまま、セルニアは差し出された袋を受け取る。軽くて薄うすい、それでいて指先に硬かたい感かん触しよくがあった。

「それな、最近気に入ってるバンドのＣＤ。大だい地ちに手伝って貰もらって色々と探したんだが、上育科の生徒なら欲しい物は大抵自力で手に入れるだろうからってことで、押しつけがましいけどこっちの趣味で選んだ」

「音楽の……ＣＤ……」

「ああ。本当は帰りがけに渡そうと思ってたんだけど、早々と帰りやがるから焦あせったぞ」

　視線を逸そらして口早に言うのは、ひょっとしたら照れているのかもしれない。

　いつもの自分ならここぞとばかりに立場の違いを思い知らせようと、高々度から見下ろす態度で接するところだけれど……今ばかりはそうする気にはなれなかった。

　──誕生日プレゼントを貰もらえるだなんて、何かの間違いじゃないかとさえ思う。

　秋晴が白はく麗れい陵りように来てから今日きようまでの付き合いで、この庶しよ民みんが外見と態度の割に気配りが出来る男だというのは理解していた。その代わり最悪なくらい女心が分かっていないが、友人と思われているのなら誕生日プレゼントくらいくれてもおかしくない。

　なのにセルニアが予想外だったのは、

「……お礼の前に、一つ訊きかせて貰もらいますわ」

「あ？　何だよ？」

「昨日きのう、私ではなく朋とも美みさんを選んだのは……どうしてですの？」

「どうしてって……お前もそれを訊くのか」

　他ほかにも誰かが質問したと分かる言葉だったが、『誰か』なんて訊かなくても分かる。

　そんなことより肝かん心じんなのは、選ばれなかった理由だ。

　セルニアが思っている通りなら──好意を抱いだいている相手を選んだ、ということなら、このプレゼントも友ゆう誼ぎ以外の意味は含まれないと確定する。

　もし、そうだとすれば……

「…………ッ」

　先程見た、秋あき晴はると朋美が寄り添って踊おどる姿が脳裏に浮かんできて、セルニアは唇くちびるを噛かむ。

　けれど、もう訊いてしまった後だ。引き下がれない。

　それに──ここで引くような、逃げるような生き方なんて、自分の血と名に掛けて絶対に出来ない。

　顎あごを引き、覚かく悟ごを決めて、それでも不安に押し潰つぶされそうな胸に手を当てて、セルニアはじっと秋晴の言葉を待つ。

　あまり気が進まなさそうな表情をしていた秋晴は、小さく息を吐はいた後で、

「……試験内容をよく考えて、どっちが合っているか俺おれなりに選んだんだよ」

「だからっ、その『俺なり』という基準は何なんですのよ?!　少なくともダンスなら私の方が上手じようずですわよ!?」

「あー……つまり、あれだ」

　どうにも煮にえ切らない態度に、セルニアの不安と苛いら立だちがどんどん増していき、睨にらみ付けるだけでは気が済まなくなってきた。

　いっそ二、三発平手打ちでもすれば話し易やすくなるんじゃないかとさえ思い、実行に移すか真剣に検討し始めた時、

「正確には、『主人のダンス相手の名めい誉よを授さずかること』って試験内容だっただろ？」

　気まずそうに視線を逸そらしたまま、秋晴は右耳の安全ピンを触さわり、




「お前と朋美の二人だと、主人……というか、リアルに雇やとわれるのを想像出来たのは朋美の方だったんだよ。だから、朋美にした」




　──想像とは全く違う答えに、セルニアは受け取ったばかりのプレゼントを取り落としそうになった。

　今の言葉が本当なら……いや、この期ごに及んで嘘うそを吐つくような相手じゃないので、きっと本当にその基準で選んだのだろう。

　……だとすると、選ばれた方が好かれている、ということではなくて。

　選んだのは、仕事を受けたいと思う相手だった、ということになる。

　勿もち論ろん、そこには好意や厚意も決め手としてあったには違いないだろうけれど、それが絶対ではないはずだ。

　つまり──

「…………チャンスは……まだ残っていますのね……」

　口の中で小さく呟つぶやいた声は綿わた菓が子しのように溶とけて消え、秋あき晴はるの耳には届かなかったはずだ。

　それでいい。自分に言い聞かせただけだから、役目は果たせている。

　──まだ、全すべてが決まってしまった訳じゃ無い。

　秋晴が誰のことが好きなのかは、明示されていないまま。

　ハッキリと想おもいを伝えないままゲームセットになった、と思い込んでいたのは、ただの早合が点てんだったらしい。

　そんな勘かん違ちがいをしてしまったのはかなり恥はずかしい……けれど、おかげで肝きもは据すわった。

　胸の中で燃えるように熱い想いが浮かび上がってきているのを自覚して、セルニアは改めて秋晴を見る。

　見つめる、というよりは、睨にらみ付けるように。

「え、と、何だ？　礼を言われるならまだしも、どうしてそんな攻こう撃げき的てきな目を……!?」

「……秋晴。貴方あなたに一つ、尋ねますわ」

「な、何だよ？」

　あからさまに秋晴は戸と惑まどうが、敢あえて訂てい正せいする気は今のセルニアには無い。

　誕生日で、クリスマスイヴで。

　月と星が望める夜と、流れ聞こえて来る弦げん楽がく演奏を背景にして。

　そして駄だ目め押おしのように、諦あきらめかけたことで自分の気持ちが明確に分かった直後だ。

　これ以上のシチュエーションは望めないだろうし、もっと良い状況があったしても、今以上に気持ちが昂たかぶっていることは無いと思う。

　だから今、この場で。

　ここで決めてしまうつもりで、セルニアはギュッと手を握にぎり、

「もし、試験でのダンスの相手が主人という設定ではなくて、」




　──恋人だったとしたら、どちらを選びましたの？




　そう訊きこうとした瞬しゆん間かん、セルニアのコートのポケットから明るい音楽が流れ出した。

「ッ、着信?!　この大事な時に……」

　水を差され無視してしまいたい気持ちに駆かられるが、メールではなく通話のコールなので、舌した打うちしたいのを堪こらえて携帯電話を取り出し……思わず、セルニアは天を仰あおいだ。

　そこに、遠えん慮りよがちな秋あき晴はるの声が聞こえてくる。

「なあ、出なくていいのか？　誰からなんだよ？」

「…………お父とう様さまですわ」

　出るまでもなく、用件は分かっている。もう白はく麗れい陵りように着いたか、すぐ近くまで来ているから、連れん絡らくをくれたに違いない。

　選よりに選って最愛の父親に邪じや魔まをされるだなんて、思ってもみなかった。

　しかもただ邪魔をされるだけならまだしも、情熱に水を掛けられ、奮ふるわせていた勇気も吹き飛ばされて、手早くリトライする気になんてとてもなれない。

　盛大に肩かたを落としたセルニアは、

「……呼んでおいて待たせる訳にもいきませんから、もう行きますわ」

「……おう。なんかよく分からないけど、了りよう解かいした」

　どこか納なつ得とくいかないような声音こわねで返されるが、それはこちらも一いつ緒しよだとセルニアは言いたくなる。むしろこちらの方が、秋晴の百倍も千倍も、叫び出したいくらいに腑ふに落ちない思いをさせられていると訴えてしまいたい。

　そんな衝しよう動どうをぐっと堪えると、セルニアは背筋を伸のばして秋晴を見た。

　肩を落としたまま少しでも早く背を向けてしまいたいが、礼れい儀ぎとしてそんな自分は許せないので、気力を振り絞しぼってシャンとする。

「バースデープレゼント、ありがたく頂きますわ。このお礼はいつか……来年になるでしょうけれど、必ずしますから」

「や、別にいいって。タイミングの問題だし、そんな堅かた苦くるしく考えなくても」

「そんな訳にはいきませんわよ」

　フレイムハート家の息そく女じよとして……ではなくて。

　セルニア自身の気持ちが、このままでは収まらない。

　だから最後に絞しぼり滓かすのような勇気を乗せて、言い放った。




「近いうちに必ず、今日きようのリベンジを果たしますわ。覚かく悟ごしておきなさい」




　宣せん戦せん布告のつもりで言った言葉に、秋晴が驚おどろいた顔をして、

「ちょっ、リベンジって何だよおいっ!?　プレゼントあげてリベンジって……おかしいだろ、どう考えても！」

　予想以上の反応に、セルニアは少しだけ気分が良くなる。繊せん細さいな女心を揺さぶった罰ばつ、ということにしておこう。

「それでは、さようならですわ。良い年末を」

　淑しゆく女じよらしく丁てい寧ねいな挨あい拶さつで締しめて踵きびすを返し、返事を待たずに歩き出す。

　何やら後ろで騒さわいでいる声を背中で聞き流しながら、セルニアは手に持った誕生日プレゼントを胸に抱いだき、小さく笑った。

　全体的に見れば、これまでで最悪な誕生日だったかもしれない。

　けれど最後に、ほんの少しだけ良いことがあったから、まあ良しとしておこう。

　それに……一つ、分かったことがある。

　とてもとても残念なことに、どうやら自分はあの男のことが好きらしい。少なくとも、他ほかの誰かを好きになられるとショックで気が滅め入いるくらいには。

「全く……最悪ですわね」

　前に懸け念ねんしたこともあったけれど、こうして実感させられると、いよいよ自分が信じられなくなる。

　それでも、もう認めるしかない。

　自分は日ひ野の秋あき晴はるのことが嫌きらいで──嫌いな以上に、好きだということを。

　父親からの電話さえ入らなければ、あのまま告白してしまっていたかもしれないくらいの好意を抱いてしまっていることを。

「……冬休みの間に、上う手まく冷れい却きやくされればいいのですけれど……」

　次に会う時までに少しは気持ちの整理がついていればいいが……それで収まりそうもないと何となく分かっているので、セルニアはため息を吐つき。

　頬ほおに当てた手から伝わる熱で、自分の顔が火ほ照てっていることに今更ながらに気づいた。
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　春は出会いと別れの季節──なんて言うけど、やっぱりそれにも前置きというか、いくつかの段階がある。

　もう一月も終わりになるとはいえ卒業式まではだいぶ時間があるが、外部受験をする三年生が何人もいるようで、毎日どこかから応援する励はげましの声が聞こえて来た。そのまま進学する人達も試験はあるとのことで、図書館には毎日多くの人が入って行くし、カフェテラスでは単語帳を手に甘あまい飲み物やデザートを注文する客が増えている。

　今もそんな忙せわしない光景が視線の先にあるので、日ひ野の秋あき晴はるはテーブルに片肘ひじをついて眺ながめていた。

「なんっつーか、師走しわすよりも睦月むつきの方がよっぽど慌あわただしいな」

　掃そう除じや奉ほう仕し活動の中で実感した思いを口にすると、

「まあ、そんなものよね。歳さい末まつに忙いそがしいのは主に大人おとなで、子供にはあまり関係ないもの。受験生にとってはセンター試験も終わった今が、最後の気合いの入れどころでしょうし」

　向かいの席から的確なコメントが来たので、なんとなしに正面に顔を向ける。

　いかにも優等生らしい穏おだやかな笑みを浮かべた幼おさな馴な染じみは、それなりに暖房の効いたカフェテラスとはいえアイスレモンティーなんて冬には厳しい飲み物を口に運びつつ、

「そろそろ二月だもの、いくら温室育ちのお嬢じよう様さまでも焦あせりもするわ。白はく麗れい陵りようの外に出ようって気き概がいのある人なら、尚なお更さらかな」

「そういうもんか？　というか、わざわざ外部受験する生徒が少なからずいるっていうのが、俺おれとしては驚きなんだが」

　秋晴としてはそこがいまいち分からない。狭き門のエスカレーター式私立に入ったんだから、わざわざ無理をしなくてもそのまま内部試験を受けて進学してしまえばいいのに。

　こちらの疑問に、アイスティーのグラスに刺ささったストローをくるくる弄もてあそんでいた朋とも美みが、苦笑するように眉まゆ尻じりを下げた。……いや違う、あれは軽く馬鹿にしている顔だ。人目がない所なら、思いっきり呆あきれ顔をされていたに違いない。

　そんな秋晴の予測を証明するように、朋美はやや声を落として言ってきた。

「ただ大学を卒業するだけならそれで十分でしょうけど、白麗陵に通う間にやりたいことが見つかる人だって多いはずよ？　専門分野を目当ての教授の下で学びたいって人もいるし、音大や芸大に進む人だっているしね」

「あー……なるほどな」

　言われてみれば、確かに納なつ得とくだ。レベルの差はあれ、基本的には同じ内容を学ぶ高校までの授業とは大きく違う点があるのを、ちっとも考えてなかった。

　同い年なのによくもまあ気付くもんだなー、と秋晴が感心して幼馴染みを見つめていると、珍めずらしいことに朋美は照れ笑いを浮かべ、

「尤もつとも、今年は芸大を希望する三年生はいなかったみたい。もしかしたら、来年もいないかも知れないわね」

「へ？　どうしてだよ？」

「身近に凄すごい人がいると、才能の差を感じちゃうもの。刺し激げきも強すぎると劇薬を飲むのと変わらないってこと……かな？」

　そこまで言われて、ようやく秋あき晴はるも思い当たることが出来た。あれだ、高校球児が甲こう子し園えんで大活かつ躍やく間違いなしな超高校級ピッチャーを前にして、自分の限界を感じてしまうのと同じかもだ。大学では違うサークルに入って、野球は趣味の草野球か何かでやればいいかなー、くらいに諦あきらめる流れだと思う。

　その超高校級ピッチャーに当て嵌はまる人物にも、心当たりがある。色々と規格外な生徒が多い白はく麗れい陵りようだけど、芸術系なら真っ先に思い当たるはずの人だし。

　……というか、これから会う予定の相手でもあるんだから、気付いて当然だ。

「そろそろ先せん輩ぱいが来てもおかしくない頃合いなんだから、滅めつ多たなこと言うなよ？　生まれたてのハムスターを扱うつもりでいてくれな？」

「……あのね、桜おう沢さわさんとの付き合いは秋晴よりわたしの方が長いのよ？　全く、ちょっと仲良くなったからって……」

　ぶつぶつと不満げに呟つぶやく朋とも美みだけど、いちいち聞いていられない。

　肝かん心じんなのはただ一つ、

「頼むから先輩の機き嫌げん損ねるようなこと言わないでくれな。こっちは試験が懸かかってるんだ、失敗したくないんだよ」

「酷ひどい言い草するわねー……秋晴ったら、随ずい分ぶんと生意気になっちゃって」

　同級生が言うにはかなりおかしいセリフを口にした朋美は、すぅ──と目を細めてこちらを見てくる。

　ただそれだけで背筋にぞわぞわと嫌いやな予感が走ってしまい、秋晴は頬ほおを引き吊つらせた。相変わらずこの腹黒さんのプレッシャーはとんでもない。どうすればあんな、目を見るだけでトラウマが刺激されるような生き物に育つんだろーか？

　ともあれ、子供時代の思い出したくないあれこれを刻み込んだ張本人が相手では分が悪い。勝ち目を探すよりいかに浅い傷で済ませるかを考えた方が建設的だ。

　そんな情けない打開策……というか、どのタイミングで謝ろうかと秋晴が敗者の思考をしていると、

「──もう、冗じよう談だんよ」

「…………へ？」

「だから、冗談だってば。これを飲んだらもう行くから、心配しないでも平気よ」

　思わず変な声を出してしまったけど、これは仕方ないはず。だってあの朋美が、傷口には丁てい寧ねいに唐とう辛がら子しエキスを塗ぬり込んでからギプスで固めて洗うことさえ出来なくするような腹黒幼おさな馴な染じみが、白旗を挙げる前に慈じ悲ひをかけてくれるだなんて。

　これは、つまり…………罠わなの可能性が……！

「……疑うようなら、お望み通りにしてあげましょうか？」

「いやそんな滅めつ相そうもない！　当然俺おれは朋とも美みを信じる！」

　底冷えする響ひびきに、秋あき晴はるは瞬しゆん時じに潔白を訴える。本当は白どころか黒ずみまくっていたけど、我が身が可愛かわいいので。

　ドキドキしながら幼おさな馴染みの様子を窺うかがうと……うん、明らかにこっちの言葉を信じていない表情だ。白々しいと言わんばかりだよ。

　しかしそれを認めれば偉い目に遭あうのは分かり切っているので、秋晴は何としてでも無実を証明し続けようと意気込んで……いた、ものの。

　ふぅ……、とため息を吐ついた朋美が、何な故ぜか困ったような顔をした。

「随ずい分ぶんな反応よねー……まあ、身から出た錆さびなんでしょうけど」

　やや元気なさそうな声で、よもやの反省の言葉が。あの朋美の口から。

　珍めずらしい、なんてものじゃない驚きよう愕がくの事態に秋晴がぽかんとしていると、その間に気を取り直したのか朋美は優等生笑顔に戻し、

「わたしのことはいいのよ。それよりも桜おう沢さわさんへの対応、ミスらないよう気を付けてね？」

「……あー、そこは大だい丈じよう夫ぶだと思う。元々、嫌いやそうなら無理に頼むつもりもないし」

「試験だっていうのにそんな気構えで──と言いたいところだけれど、わたしもそれでいいと思うな」

「そうか？　同意して貰もらえると安心するけど、朋美にしては甘あまいな」

「前回の舞ぶ踏とう会かいみたいにわたしが協力出来るのだったら、パートナーカードをあげるのに色々と駆かけ引きして楽しめたけど、無理じゃ仕方ないでしょ？　それに条件が条件だし、今回は無理することも無いわよ」

「最悪、カードを貰う当てはまだ一つ残ってるしな。……後で何を要求されるか分からないから、出来れば頼みたくないけど」

　脳裏に浮かぶのは、神秘的で可か憐れんな主人と万能で危険な従者の中東コンビの顔。アイシェのことだから、きっと快く受け入れてくれて、パートナーカードを渡してくれるに違いない。ただしその前後でヘディエから怒ど濤とうの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられて、おまけにこれを貸しとして良からぬ企くわだてに強制参加させられるかもしれないから、なるべく避さけたい相手でもある。

　とはいえ、だ。今取れる選せん択たく肢しはみみなかアイシェ、どちらかに頼むしか無いんだから、あの小さな先せん輩ぱいが駄だ目めだというなら、もう主従コンビしか残らない。

「はー……ったく、面倒な条件出してくれるよなぁ……」

　気が重くなって思わずぼやき、秋晴は小さくため息を吐いた。

　そして自然と、発ほつ端たんになった今け朝さのことを思い返し──
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　従育科の寮りようは原則として、一部屋に二人の生徒がルームシェアする形になっている。

　なので、特に約束なんかしなくても自然の流れでルームメイトと一いつ緒しよに登校することが多くなるけど、大だい地ちだけでなく轟とどろき達とも連れ立って行くのが習慣になっていた。

　校舎までの道筋は一緒、しかも数少ない男が一人を除いてまとまって暮らしているんだから、まあそうなるのも当然かもだ。……や、大だい吉きちなら同じ屋根の下で寝泊まりしても一人暴走を続けそうな気もするけど。

　ただ、今日きようは大地の姿は無い。何か考えたいことがあるとかで先に登校したので、ここにいるのは轟と三さん家けを合わせた三人だけだ。悩みがあるなら相談に乗ってやりたいところだけど、向こうが求めていないのに差し出がましいことをするのも良くないので、とりあえずはそっとしておくことにした。

　いつもより一人少ない面子メンツで、秋あき晴はる達は従育科の寮を出ようとロビーの前を通り過ぎ……ようとしたところで、不意に轟が足を止める。

「おう？　四し季き鏡かがみのヤツ、何をしとるんや？」

「あ？　四季鏡がどうしたって……」

　聞き返しながら、秋晴は轟の視線を追って振り向く。

　女子にしては背が高い方に入る四季鏡はすぐに目に止まったが、ロビーの入り口近くの壁に備え付けられた掲示板の前で、何やら青ざめた顔をしていた。

　どうしたのかと声を掛けようとして──その前に、秋晴は四季鏡が見ている張り紙に気付いて、まずはそれの内容を確認しようと目を向け、

「…………『一月の従育科試験に関するお知らせ』？」

「え、どれどれ？　……あ、本当だ」

「張り紙とは珍めずらしいパターンやな。後で深み閑かんセンセから直接言うてくれるとは思うけども」

　三家と轟も集まって、問題の告知を読み始める。

　一足先に読み出した秋晴はもう終わりの方まで辿たどり着いていた。大体の内容は把は握あくしたが、そりゃあ四季鏡も青くなるはずだ。

　今回の試験で具体的に何をやるかは書かれていないけど、一つだけとても大事なことが載のっている。

「『今回に限り、パートナーは高等部二年生のみを対象とする』、か。厄やつ介かいな条件が付けられたもんだな」

　呟つぶやきながら、秋晴は四季鏡の様子がおかしかった理由を悟さとった。

　四季鏡は姉にカードを貰もらうことが多かったのに、肝かん心じんの沙さ織おりさんは三年生で、今回の試験は参加出来ない。つまり一番のアドバンテージが初しよ手ての段階で使えなくなった、と。

　少し同情したくなるが……問題があるのは四し季き鏡かがみだけじゃない。

「二年生限定かぁ……どうしよう、カード貰もらえるか不安だよ」

「せやなぁ。オレ、二年に知り合いなんておらんで？　顔とスタイルの良い人なら何人か知っとるけども」

　三さん家けと轟とどろきも表情を曇らせているし、秋あき晴はるだって自分が浮かない表情になっている自覚がある。というか、喜ぶ従育科生なんていないはずだ。

　一年生なら上育科の生徒でもクラスメイトもいるし同じ学年で接する機会はいくらかあるけど、二年生以上は奉ほう仕し活動くらいでしか接点がないっていうのが殆ほとんどだと思う。

　それでもまだマシなのは、

「……一応、当てはあるから訊きいてみるかな。最悪、一度くらい試験に出られなくても大だい丈じよう夫ぶだろうが」

「私も中等部の時にお世話になった先せん輩ぱいに頼んでみることにします、けど……やっぱり不安です……」

　自分と四季鏡はまだ良い方だろうな、と秋晴は思う。自分は二年の先輩に二人……というか一人と一組心当たりがあるし、四季鏡は元々白はく麗れい陵りように通っていた生徒だから、何人か上級生に知り合いがいるはずだ。

　問題なのは他ほかの従育科生で、これはご愁しゆう傷しよう様さまと言うしかない。

　まあでも、自分がみみなやアイシェ達と会ったように、三家や大だい地ちなら上級生に伝つての一つや二つあるかもだ。轟は良く知られているだろうけど、アウトな確率が高すぎるのでこの際見捨てることにする。

　考えをまとめ終えると少し冷静になれたので、秋晴は不安げなままの四季鏡の肩かたを軽く叩たたいてやり、

「ま、何とかなるだろ。もし不参加でも、これまで毎回参加出来てるんだから、一度くらい気にするなよ」

　告知にある試験日まであと四日あるし、朋とも美みやセルニアの感じからすると四季鏡は同性に好かれているみたいだから、普通に頼んでいけばいけるはずだ。

　だから気休めにでもなれば、と掛けた言葉に、四季鏡はこくんと頷うなずく。

「は、はい……あのっ、ありがとうございますっ」

　礼を言われるほどのことはしていないけど、まあ少しでも元気が出たのなら良かったと、秋晴は笑って返す。

　そしてちらりとロビーを見て、

「っと、そろそろ出ないと遅刻しかねないな。試験のことはまた後で考えるとして、さっさと行くぞ」

「うん、そうだね。ここであれこれ言っていてもどうにもならないし」

「ミケは淡たん泊ぱくやなぁ。折せつ角かくやから、四し季き鏡かがみにあれこれ言わせてテンション上げるっちゅう手もあるやぶふぅっ!?」

　またセクハラ発言をしていたみたいなので、秋あき晴はるはフルスイングした鞄かばんで轟とどろきの横よこつ面つらを張り倒してやった。

　感かん触しよく以上の勢いで吹っ飛んで行く馬鹿を見て、いつものことながらやれやれだと疲れを感じ……ふと、思う。

　いつもと違う、ということは、何か特別なことをやるってことなのかもしれない。

　だとすると今度の従育科試験は、これまでとは違う特別な形式になる可能性もあるってことを、少なくとも頭の片かた隅すみくらいには置いておいた方がいいかもだ。まるで予想がつかないから対策なんて練れないけど、少しでも心構えをするのとしないのでは当日のショック度合いが違ってくるし。

　……とはいえ、それもこれも試験に参加出来たらの話だ。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替えながら、秋晴はまず誰に当たるべきかを考え──答えはすぐに出た。

　パッと見は小学生で年ねん齢れいはとっくに高校卒業していい歳としだけど、それでも歴れつきとした二年生で、しかも世界規模で大評判の天才画家に頼むのが一番良い。ほぼ二択たくで片方が地じ雷らいを抱かかえている以上、それが妥だ当とうだ。

　ただ、問題なのは、

「……あの消極的な先せん輩ぱいが、引き受けてくれるかだな……」

　思わず呟つぶやいてしまった自分の言葉に、秋晴は憂ゆう鬱うつな気分になってしまった。
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「…………試験の、相手役……」

　一通り説明した後、たっぷり間を置いてからみみなが呟いた声は、どこをどう聞いても気乗りしているような感じじゃなかった。

　テーブルの向かいでホットココアのカップを両手で包むように持った小さな先輩は、浮かない顔でちらちらとこっちを見てくる。……うん、やっぱり諸もろ手てを挙げて受け入れてくれる感かん触しよくじゃない。

　さてどう説得しようかと秋晴が考え始めた矢先、みみなはココアのカップから手を離はなし、

「その……やってあげてもいいんだけど……」

「え、本当か？　日曜だけど、いいのか？」

「うん。それはいいんだけど、ね……？」

　よもやの前向きな返答があっただけに、その後の煮え切らない態度が余計に気になる。巣から出ようか出まいか迷う子リスみたいなあの様子、原因は何なのか。

　そして先せん輩ぱいがもじもじしだしたせいか、テーブルの空気がちょっとぎこちなくなって、それを敏感に察した他ほかのテーブルにいた生徒がひそひそ声で話し始めたし……また妙みような噂うわさが流れ出すんだろーか……

　秋あき晴はるがしんみり気分になっていると、みみなが上うわ目め遣づかいでこちらを見たまま小さな口を開き、ぽつりと呟つぶやいた。

「試験って、何をするか分からないんだよね？　みみな、体力無いし……それに、お嬢じよう様さまっぽいこととか無理だよ？」

「あー……」

　確かに、基本的に従育科試験は直前まで内容が分からないことが多くて、今回もそのパターンだ。過去のケースからすると体力勝負にはならないだろうけど、次はどうなるか分からないし、お嬢様スキルが必要な内容かも知れない。

　ただまあ、

「実際にどんなことやるかって分かってから、参加するかしないかを決めて貰もらって全然構わないぞ。誰も捕まらなくてカードが貰えなかったらそもそも参加出来ないんだし、そこまで気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだから」

「そう、なの？　だって、他にちゃんと出来る人がいるんなら、みみなじゃなくてそっちの人に頼んだ方が……」

「二年生縛しばりじゃなければそれも考えるけど、今回は条件が厳しいから先輩が無理なら諦あきらめるよ。一回くらい試験に参加出来なくたって、次回頑がん張ばればいいだけだし」

「うー……でも、ハディムさんがいるよ？」

「そこは最終手段だ。あんまり借りを増やすと、あの侍じ女じよが何を要求してくるか分かったもんじゃないからな」

　去年の十二月に半ば騙だまされかけたことはまだ記き憶おくに新しい。

　だから始業式で二年生の列に試着室みたいな目立つ隠かくしを見つけた時は、ちょっと文句でも言ってやろうかと思ったけど、考えた末に自じ重ちようした。主人のアイシェは何も悪くないし、あの毒どく舌ぜつ侍女なら『勝手に思い込んだこっちが悪い』と千の言葉で詰なじり倒してくれそうだったから。あと、刃物出される危険性も高かったし。

　そんな相手に借りを作り続けると、体で返すことになりかねないから本気で怖こわい。肉体労働的な意味じゃなくて、戸こ籍せきを相手の籍に入れる意味で。

　わざわざ荒れた海に釣つりに出ることもないだろう、ってことで、秋晴は苦笑気味に笑い、

「だからまあ、先輩に無理してくれなんて言わないから。正直、カードくれるってだけでもありがたい」

　本心を率直に告げてみたところ、みみなはまごまごと肩かたを揺らして、息を詰つまらせたみたいに頬ほおを赤くする。

　それからもう冷めてしまったココアを飲んで、改めてこっちを見てきた。

「それなら……いいよ。みみなの、あげるね」

「助かる。ありがとな、先せん輩ぱい」

　ホッとして礼を言うと、みみなはさらに顔を赤くしてココアを飲み始めた。なんかこう、微笑ほほえましい光景だよ。三つも年が上な相手にそんな感想抱いだくのはおかしいけど、相手が相手だから違和感ゼロだ。

　秋あき晴はるが縁えん側がわに遊びに来た馴な染じみの子猫ねこを見つめる爺じいさんみたいな心境になっていると、飲み終わったのかみみなはカップを置いて、紙のナプキンで口元を拭ぬぐう。

「あの、カードなんだけど、持って来てないの。だから今から取りに戻るか、明日あした渡すかになるよ」

「それじゃ俺おれも寮りように戻るついでだから、上育科寮に寄って行くよ。明日は昼も放課後も奉ほう仕し活動入ってるし」

　言って、善は急げと秋晴は立ち上がる。あんまりゆっくりしていると日が暮れるし。それに他よ所そのテーブルから「……桜おう沢さわさんの身に危険が」とか「……騙だまされて……」とか聞こえて来て、とんでもなく居心地いごこち悪くなってたので。

　みみなも小さく頷うなずいて、隣となりのイスに立てかけて置いていたスケッチブックを抱だき抱かかえるように持って席を立つ。

　行くのは上育科の寮だから先導してくれるのか、と思いきや、その場で動かないままこっちを見上げてくるので、秋晴は意図を察して歩き出した。すぐに後ろからみみなが付いて来る気配があって、思わず口元を緩ゆるめてしまう。

　本当にこの先輩は消極的というか、一人で生きていけるのか心配になる。ただまあ、これだけ愛らしい生き物なら、つい手助けしたくなる人が続出するはずだから大だい丈じよう夫ぶか。

　秋晴自身もその一人の自覚があるので、文句もからかうこともしないで、カフェテラスを出て上育科寮へと続く道を歩く。

「そういやピナが来年度から寮を移るって言ってたけど、あれは先輩絡がらみか？」

「うん、そうみたい。折せつ角かく日本に来たから和風な建物に住んでみたかったらしいのに、作業や遊ぶのに楽だから同じ寮へ来るって……」

「……あいつ中等部に友達いないままらしいからなぁ……」

「でもね、四し季き鏡かがみさんがいるから不安だって言ってたよ？」

「あの猫可愛かわいがりにはまだ慣れてないのか。まあ、悪気はないって分かっててもピナみたいなタイプにはキツいのかもなぁ」

　斜ななめ後ろのポジションを確保したみみなと他愛たわいもない話をしながら歩いていると、五分程で西せい欧おう風ふうの城という日に本ほんっぽさをどこにも感じられない建物の前に着いた。

　これが寮りようっていうのは絶対に間違ってると思うけど、もう日常風景なので違和感がどこにもない。慣れっていうのは恐ろしいものだよ。ほんの一年足らずでこれなんだから、人間の適応能力って大したものだと思う。

「それじゃあ、急いで取ってくるね」

「や、別に急がなくていいから。こけるなよ、先せん輩ぱい」

「みっ、みみなはそんなおっちょこちょいじゃないもんっ」

　頬ほおを膨ふくらませて寮へ入って行くみみなの後ろ姿を見送って、秋晴は「さて」と呟つぶやき外壁に寄りかかった。

　この場所なら、たぶん寮の中からは見えないはずだ。あとは出入りする生徒に見られて騒さわがれなければ、先輩が戻って来るまで問題なく過ごせる。

　……しかしなんでこう、通っている学校の敷地内で、しかも建物の外にいるっていうのにここまで気を張らないといけないんだろうな？　こっちが慣れたんだからお嬢じよう様さま連中も自分に慣れてくれてもいいと思うのに、未いまだに警けい戒かい心しんは野生のシベリア虎とらに対するそれと変わらない気がする。ままならない世の中だよ。

　急がなくていいとは言ったものの、出来るだけ早くみみなが戻ってくれるのを祈いのりつつ、秋あき晴はるは茜あかね色いろに染まり始めた空をボーッと見上げ……

　そこに、寮の中から誰かが出て来る物音が聞こえてきた。

　みみなにしては早すぎるので、他ほかの上育科生ならちょっと距きよ離りを取っておこうかと秋晴がその場から背を向けた矢先、

「秋晴？　貴方あなた、こんなところで何をしていますの？」

「ん……なんだ、セルニアか」

　良く知っている声だったので振り返ってみれば、やっぱりそこには同級生のセルニアの姿があった。ただ、ちょっと気になる点があって、秋晴は眉まゆを顰ひそめてしまう。

　いつも通りに見事な金きん髪ぱつドリルっぷりで、制服の上から暖かそうなファー付きのコートを羽は織おっていて……そこまでは分かる。

　問題は、手で引いているキャリーバッグだ。随ずい分ぶん大きくて、人一人くらいなら縮ちぢこまれば入るだろうってサイズに見える。

「……何だ？　どっか旅行にでも行くのか？」

　こんな物を持って散歩ってことはまずないだろうし、それが妥だ当とうだとは思う。

　ただし今日きようは平日ど真ん中で、明日あしたも明後日あさつても普通に授業がある。いくら何でも学校をサボッて旅行するなんてことは、上育科生でもそうそうしないはず──

「旅行ではなく、帰き省せいですわ。戻って来るのは日曜になりますわね」

　……かと思ったら、似たようなものだった。

　いやでも遊びに行くのと家に戻るのだと違いは大きいか、と考え直しつつ、秋晴はセルニアの荷物に視線をやり、

「熱海あたみに行くだけでそれは、ちょっと大おお袈げ裟さすぎないか？　向こうには服だって置いてあるんだろ？」

「どうして帰き省せいなのに熱海の別宅に戻る話になるんですのよっ。イギリスにある本宅に決まっているでしょう?!」

「……あー。そういやそうか……」

　もうすっかりセルニアの家と言ったら熱海のイメージがあったので、帰省先もそっちだと思い込んでいた。クォーターとはいえ、こんなに欧おう米べい人じんっぽい見た目なのに。やー、慣れって凄すごいな。

　秋あき晴はるが妙みような感心の仕方をしていると、不満げに眉まゆを怒いからせたセルニアが睨にらみを利かせて口を開いた。

「全く、これだから……大体貴方あなた、まだ私の質問に答えていませんわよ」

「え？　……ああ、ここにいる理由な。みみな先せん輩ぱいにパートナーカードを貰もらえることになったから、戻って来るのを待ってるんだよ」

「桜おう沢さわさんが……一応言っておきますけれど、あの人に何か不ふ埒らちな真ま似ねをしたら世界中の絵画を愛する人達から一生恨うらまれると肝きもに銘めいじておくことですわ」

　脅おどし文句と共に、さらに目を細めて威い圧あつしてきた。

　そんなことを言われなくても、秋晴だって気を遣つかうつもりは十分ある。あと絵画好きより、むしろロリコンな人から多く恨まれそうな気がするけど、それは口にしない。言っていいことと、言ったら殴なぐられることがあるのは理解しているので。

　余計な発言を控ひかえた秋晴はひらひらと手を振り、

「忠告はありがたく聞いておくが、何でまたこんな時期に帰省するんだ？　法事か何かか？」

「違いますわよ。本当は冬休みの間に行う予定だったのらしいですけれど、都合が合わず遅れてしまったのですわ」

「へぇ……にしても、平日とかお構いなしなんて、随ずい分ぶんと大事な用なんだな」

「内容は知らされていないから分かりませんわ。お祖じ父い様から直じき々じきの呼び出しですし、それだけで帰る価値はありますもの」

　胸を張って答えるセルニアだが、秋晴にはちょっと分からない感覚だった。祖父母に会えるのを嬉うれしく思うっていうのならまだ分かるけど、あのキラキラした目とか見る限り、なんか光栄に感じてるっぽいし。

　こういうのも貴族特有のものなんだろーか、と秋晴は首を傾かしげたくなるが、

「飛行機の出発時刻に遅れたら大変だし、そろそろ行った方が良いんじゃないか？」

「……そうですわね。私がいないからといって、白はく麗れい陵りようの風ふう紀きを乱すような真似をしたら承しよう知ちしませんわよ」

　知らない人が聞いたらえらい誤解を招きそうな言葉を残し、セルニアはキャスター付きのトランクを引きずって去って行く。

　これが人を待っている最中じゃなければ正門まで荷物持ちくらいしてやるところだけど、この場を離はなれられないので、秋あき晴はるは捨て台詞ぜりふを残していったセルニアを黙だまって見送る。

　その背中と特徴的過ぎる金色の巻き髪がみが遠くへ消えた頃、寮りようの方から小走りで駆かけてくる足音が聞こえて来た。

「あのっ、お待たせ。これ、持って来たよ」

　軽く息を弾はずませたみみなが近くまで寄って来て、手に持っていた赤いカードを差し出してくる。急がなくてもいいって言ったのに、結局気を遣つかわせたみたいだ。

　嬉うれしさ半分申し訳なさ半分で、秋晴は笑顔を意識しながらカードを受け取り、

「先せん輩ぱい、ありがとな。出来たらで良いから、試験も頼む」

「う、うん……あの、さっきフレイムハートさんとすれ違ったんだけど、キミは見なかった？」

「あー、ちょっと前に通り過ぎて行った。なんか用があって実家に戻るとか」

「ふぅん……そうなんだぁ……」

　そう呟つぶやいて頷うなずきはするものの、みみなは何か考え込むような表情をする。

　気になった秋晴はパートナーカードをポケットに仕し舞まいながら、

「何だ？　セルニアがどうかしたのか？」

「ええっと、その……フレイムハートさんの実家って、イギリスだよね？」

「ああ、そうだけど」

　数分前にうっかり熱海あたみだと思ってしまった過去があった気もするけど、秋晴はそれをさっくり無視して頷く。

「お休みでもないのにわざわざイギリスまで行くなんて、余よ程ほどの用なのかな……？」

「や、分からん。祖じ父いさんに呼ばれたらしいが……日曜には戻るって言ってたから何日も拘こう束そくされる用件じゃないんだろうけど、それくらいしか」

「すぐに済む用、ってことなの？」

「あー、でも法事じゃないって言ってたな」

　憶おく測そくを話し合っている内に、段々と秋晴の方もその『用件』が気になってきた。

　父親があんな風な、紳しん士しっぽい外見とは裏腹に子供っぽいところを残しまくりで稚ち気きのある人だったから、呼び出したっていう祖父も同系統かも知れない。

　だとすると、サプライズパーティーとか、ひょっとすると一いつ緒しよに舞台を観みに行きたくて呼んでみた、なんてこともあるかもだ。貴族の爺じいさんにどこまで学生の一般常識が通じるかなんて分かったもんじゃないし。

　……と、考えていた秋晴だったが、もう一つヒントがあったことを思い出す。

「そういや、本当は冬休みにやるはずの予定がズレた、みたいなことを言ってたな」

「じゃあ、元々計画されていたことで…………あっ!?」

「ん？　何か閃ひらめいたのか？」

　みみなにしては珍めずらしく大きな声をあげていたし、興奮しているのかちょっと上気した顔になっている。

　一体何を思いついたんだろうと秋あき晴はるがまじまじ見ていると、小さな先せん輩ぱいは両手を握にぎって胸の前でくっつけて、背伸のびするようにこちらを見上げ、




「もしかして、もしかしたら──お見合い、とか？」




　……どこの異次元から降って湧わいたのかって言いたくなる、突とつ拍ぴよう子しもない発言をしてくれました。

　目を輝かせる小さな先輩に、秋晴は思わず『ちょっと待てちびっ子』と言いたくなる。

　どこからそんな、見合いだなんて単語が出て来たのか。しかもこれでもかってくらいに目を輝かせて、夢見がちな乙女おとめみたいな表情をしてるし。

　ショックで軽く目眩めまいを起こしそうになって、秋晴は右手をこめかみ辺りにやり、躊躇ためらいながらもみみなに訊たずねる。

「あー……その、なんだ。どうしてそう思ったんだよ、先輩？」

「だって、家の用事で、延期になってもやるような大切なことで……」

「いやそれで見合いって、無む理り矢や理りな連結だと思うんだが」

「そう、かな？　クラスの子で、お見合いしている人とか許嫁いいなずけがいる人とかいたよ？」

　やや自信が無くなったのか声を小さくするみみなだけど、秋晴からすれば衝しよう撃げきの内容だ。この歳としで見合いだなんて時代錯さく誤ごな展開があるとか、まだ白はく麗れい陵りようを甘あまく見ていた。テレビや本の中に置き忘れてきたはずの許嫁なんて単語まであったし。上流階級って、時代の流れが止まっているんだろーか？

　ただ、そこにセルニアも当て嵌はまるのかというと、ちょっと違う気もする。

「でもなぁ……あいつからその手の話、聞いたこと無いぞ？　考えすぎじゃ……」

　頭を掻かいて秋晴が否定すると、

「いや、そうとも限らんのじゃ」

「へ？　今の声は──」

　背後から全く予想外の声が聞こえて来たので振り向けば、やっぱりというか、銀ぎん髪ぱつツインテールを揺らしたピナが立っていた。私服に着替えているらしく、コートの裾すそから焦こげ茶色のズボンが見える。

　どうしてここに……と聞こうとして、秋晴は出しかけた言葉を呑のみ込む。この小さな王女様がいる理由なんて一つしか思い浮かばない。

「あっ、ピナちゃん？　どうしたの、こんな時間に」

「うむ、夕餉ゆうげまで暇ひまだったのでな。ミミナと次に出す同人誌の打ち合わせを兼ねて、遊びに来たのじゃ」

　やっぱりだった。分かり易やすいというか、もっと友達を作れと言うべきなのか、悩みどころだ。まあこれでも二学期以降、話す相手は増えているみたいだから、野や暮ぼなことは言わないが吉きちか。自分もそう友達多い方じゃないし。

　それよりも気になる発言をしていたのを突つっ込むべきだろうと、秋あき晴はるは改めてピナへと向き直り、

「で、何がそうとも限らないんだ？」

「あのクロワッサンみたいな縦たてロール女は貴族なのじゃろう？　然しからば、許嫁いいなずけくらいおって不思議は無いし、この年頃なら縁えん談だんの二つ三つはあって当然じゃ」

「………………マジで？」

　呆気あつけに取られて聞き返すと、ピナは鷹おう揚ように頷うなずいて、

「かく言う妾わらわにも縁談は持ち込まれておる。婚こん姻いんは政治カードとして未いまだに有効な手段であるから、まあ当然じゃな。尤もつとも、妾には好いた相手と結ばれて欲しいと、父母だけでなく大臣達までもが願ってくれて、全すべて断っておるらしいがの」

「…………はー……」

　流石さすがは王族、と言うべき場面なのかもしれないが、今の秋晴には気の抜けた感嘆を漏もらすのが精一杯だ。

　つまり──本当に見合いも有り得る、と。

　まあ、セルニアの用件が見合いとは限らないし、もし見合いだったとしてもそれを受けるかどうかはまだ先の話で…………いやでも、貴族レベルの見合いって、もう断れない段階まで話が進んでる感じもするし……

「ぬぅ？　アキハル、どうかしたのか？」

「何か考え事してるの？」

「えっ?!　あ、いや、大したことじゃない」

　ちびっ子二人に声を掛けられて、秋晴は慌あわてて顔を上げた。

　無意識のうちに『その可能性』について考え込んでしまったけど、そんなこと気にしてどうするんだか。まだセルニアは空港に着いてないだろうから電話すれば出るだろうが、止められる訳でもないし、そんな権利なんて…………駄だ目めだ、やっぱ思考がおかしくなってる。

　もしかしたら熱でも出たのかも知れない。妙みように動どう悸きが気になるし、逆の上ぼせかけた時みたいに頭がふわふわしてきた。

「あー……悪いけど、そろそろ自分の部屋に戻るわ。先せん輩ぱい、カードありがとな」

「う、うん……あの、大だい丈じよう夫ぶ？」

「そなた、顔色が悪いぞ？　風か邪ぜには気を付けるのじゃぞ」

「ああ、そうする。試験もあることだし、大人おとなしくしとくわ」

　心配そうに見上げてくる二人の気遣づかいをありがたく思いながら、秋あき晴はるは別れを告げてその場を離はなれる。

　胸がもやもやするというか、やけに落ち着かない気分のまま寮りようへの道を歩き……途と中ちゆうで足を止めて、ガリガリと頭を掻かく。

「あー、駄だ目めだ！　こういう時は体からだ動かすか、さっさと風ふ呂ろ入って寝るかだな」

　夜は苦手な古文の勉強をする予定だったけど、変更。どうせこんな状態じゃ頭に入りっこないから、スッパリ諦あきらめる。

　これがもっとまともな悩みなら朋とも美みなり大だい地ちなりに相談出来るのになぁ……と思いつつ、秋晴は頭を振り。

　とりあえずさっさと部屋に戻ってしまおうと、暗くなり始めた空の下を走り出した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　日曜の昼過ぎ。従育科試験の集合場所に指定されていた教室で、周囲を見回しながら秋晴は小さな声で呟つぶやいた。

「ん……やっぱ今回は集まりが悪いな」

　予想はしていたが、自分を含めて七組しかいない。四し季き鏡かがみは無事に知り合いを捕まえることに成功したらしく参加しているが、轟とどろきだけでなく三さん家けの姿も無かった。流石さすがというか大だい地ちはいるけど、やっぱりいつもより苦戦して二枚しかカードを貰もらえなかったみたいだし。ただ、相変わらず大地は悩みがあるのか、どこか上うわの空な感じになることが何度もあったので、あまり積極的に動かなかったからかも知れないけど。

　どうにしても、改めて今回の試験に参加する難なん易い度どの高さと、たまたま知り合いがいた自分の運の良さを再認識する。

　だからこそ、参加出来る以上は頑がん張ばらないとだ。一時期気になっていたどこぞの金きん髪ぱつドリルのことも、一晩経たったら綺き麗れいさっぱり……じゃないけど、ある程度考えずに済むようになっていたし、今頃はとっくに帰国する飛行機の中にいるはず。夜には戻って来るだろうし、そのタイミングでメールするなり、明日あした改めてどんな用だったのか訊きけばいい。

　今はこっちに、試験に集中して──と、いきたいところだが。

「……なあ、先せん輩ぱい」

「な、何？　もう始まっちゃうの？」

「まあ、そろそろだろうけど……そんな状態で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　思わず訊いてしまうけど、自分の後ろに隠かくれるようにして立つ制服姿のみみなは、あからさまに緊きん張ちようしていて、モーニングコートの裾すそをしっかり掴つかんで離はなさない。

　顔色も白くなっているし、これじゃどっちが試験を受けるんだか分からない状態だ。

　何もそこまで人見知りスキルを発揮しなくてもいいのに……と秋あき晴はるは思うが、もう一つ可能性は残っているので、ちょっと訊きいてみることにした。

「もしかして、試験前に眠ねむれなくなったり、腹が痛くなったりするタイプか？」

「ど、どうして分かるのっ？」

「……いやまあ、うん……」

　特別勘かんが良くなくても普通分かるから、そんなエスパーを見るような目をされても困る。

　こんな状態のままじゃ可哀相かわいそうだし、何かリラックス出来るように言葉をかけるべきか秋晴が考え始めた矢先、教室のドアが開くのが見えた。当然、入って来るのは藍あい色いろのメイド服を着た深み閑かんで、悠ゆう長ちように話をする時間はもう無い。

　仕方ないので、秋晴は落ち着けと言う代わりにみみなの小さな背中をそっと撫なでるように何度か叩たたいてみた。ピクンと体が震ふるえるのが掌てのひらから伝わって来たけど、教きよう壇だんに立った深閑が喋しやべり出そうとするのが見えたので、視線はそのまま前に向けておく。

「──それではこれより、一月の従育科試験を開始します」

　いつも通り氷点下の声音こわねで宣言すると、深閑は何やらプリント束を取り出して、

「今回の試験は前回までとは違い、実技はなく筆記及び面接だけで終了となります。まず上育科の皆さんにこちらの用紙に各項目を記入して貰もらい、それを回収した上で一ペアずつ面接を行っていきますので、呼ばれた生徒は隣りん室しつに来て下さい」

「あの、すみませんが、何を記入するんでしょうか？」

　質問の声を上げたのは四し季き鏡かがみと組むらしい上育科生で、上級生らしく落ち着いた表情をしている。こっちの小さな先せん輩ぱいにも見習って欲しいけど、無理な要望はしたら駄だ目めか。それぞれ個性ってあるし。

　と、そんなことを考えている内に深閑は眼鏡めがねの位置をそっと指で押し上げて直し、質問した上育科生の方を見た。

「今回の試験内容ですが、『主人のことをどれだけ理解しているか』というものです。詳くわしくは後ほど説明しますが、要は主人に関する認識クイズです。因よって、書いて頂くのは個人情報になりますので、答えたくない場合は無回答で構いません」

　そこまで言って、深閑は他ほかの生徒達の顔を見回してから、

「記入はこの場でして貰いますが、従育科生の皆さんに訊たずねるのは面接の時になります。この場で用紙を回収しますので、場所を移しての面接時に回答の可否を判断して頂きたいと思っています」

　説明を聞いて、秋晴は胸の内で頷うなずく。つまりあれか、言いたくないなら言わないでも良いけど、正解かどうかの判断基準として記入だけはしておいてくれってことか。

　どうせならこの場で従育科生も回答して、後で深み閑かんがプリントを照らし合わせてチェックすればいいんじゃないかなー……と思いはするけど、口には出さない。だって深閑がそうしないなら、それだけの理由があるはず。

　秋あき晴はるだけでなく他ほかの生徒もそう思っているようで、誰も口を挟はさまない。

　それを確かめるように深閑は頷うなずき、

「では早速試験に取りかかりますので、上育科の皆さんは席に着いて待機して下さい。従育科の皆さんは隣りん室しつに移動です。その後、面接の時間になりましたら呼び出しますので、順次応接室に来て下さい」

　説明はそれで終わり、と言う代わりに深閑はプリントを手に教きよう壇だんから下りて、近くの机から一枚ずつ置いていく。

　自分は移動しないといけないらしいので、最後に一声掛けておくかとパートナーを見れば……いつの間にか気合いが満ちていたのか、ちょっと顔が赤くなっていた。そこまで頑がん張ばるような内容でも無いと思うけど……まあ、貧血起こして倒れそうだったさっきよりはマシか。

　ともあれ、秋晴はみみなを席へ促うながすように軽く背を押して、

「それじゃ、俺おれは行くけど頑張ってな」

「う、うんっ。みみな、精一杯やるから！」

　ギュッと両手を握にぎりしめてこちらを見る瞳ひとみにはやる気が漲みなぎっていて、なんかもう別キャラなんじゃないのかなと思いかねないレベルだった。日頃から元気すぎてよく暴走するピナと連つるんでいる影響が出たのかもだ。

　そういうこともあるのかと、秋晴は感心半分不思議半分の心境でみみなが気合い十分で席へ向かうのを見届けてから、教室を出た。




　集合場所の教室から移動して、小声で従育科の仲間と話し始めて十分かそこら経たった頃。

　思っていたよりもずっと早く深閑からの呼び出しが掛かり、トップバッターに指名されてしまった秋晴は応接室の前で、小さく深呼吸をした。

　心の準備が必要って程に緊きん張ちようしている訳じゃ無いけど、試験で、しかも普段あまり縁えんのない部屋に入るとなると、やっぱりちょっと落ち着かない。

　ただ、いつまでも突つっ立っていても仕方ないので、短く息を吐はき出してドアをノック、中から「どうぞ」と聞こえて来るのを合図代わりにドアを開ける。

　前にも入ったことのある広い応接室だけど、家具の配置が変わっていた。向かい合わせだったソファが横に並んでいて、その対面に執しつ務む用っぽい立派な机があり、そこにプリントを片手に深閑が座っている。

　先せん輩ぱいはまだ来ていないのかなー……と秋晴は一いつ瞬しゆん思ったものの、ふわっとした髪かみが見えて、ソファに座っていると気付く。小さすぎて殆ほとんど背もたれに隠かくれてたからすぐに分からなかったけど、口に出す前だったからセーフ。大事な場面を前にして危うく機き嫌げんを損ねてしまうところだったよ。

　と、秋あき晴はるが一人冷や汗あせを流していると、深み閑かんが眼鏡めがねの奥で目を細めて、

「どうかしましたか？　始めますので、早く掛けて下さい」

「っと、了りよう解かい。今座る」

　返事をしてすぐに空いているソファに座り、秋晴はちらりと横を見る。そこには十数分前の気合いはどこに消えたのか、出戻りの緊きん張ちようで固い表情のみみながいて、しかも助けを求めるような視線がこっちに投げられていた。

　まあでも、仕方ない。短時間のはずだけど、深閑と二人きりなんてこの先せん輩ぱいにはキツかっただろうし。世間話をしてリラックスさせてくれる相手でも無いし、無言空間が出来上がっていたんだろうから、そりゃあ固まりもするか。

　思わず同情したくなるものの、

「日ひ野のさんにはパートナーである桜おう沢さわみみなさんについて、いくつか質問をします。桜沢さんは回答を聞き、それが正解か不正解か、もしくは黙もく秘ひするかを答えて下さい」

「ぇ、う…………はい……」

「それでは早速、試験面談を始めます。日野さん、よろしいですね？」

　開始を促うながす声がきて、秋晴は反射的に頷うなずいてしまう。すぐにタイムを入れるべきだったと思うけど、もう遅い。

　深閑がプリントを机に置いて射い貫ぬくような視線をこちらへと向け、止める間もなく試験が始まってしまう。

「まずは、桜沢さんの誕生日です。何月何日か、分かりますか？」

　……しかもいきなり難題が来た。

　最近うっかり従い姉と妹この誕生日を忘れて慌あわてたり、その関係でセルニアの誕生日にプレゼントをあげることになったりしたけど、ここでも誕生日問題が。

　初しよっ端ぱなから間違えたくないので、秋晴は右耳の安全ピンを弄いじくりながら眉まゆ根ねを寄せて、必死に考える。

　確か一度聞いたことがあるはずだ。前にピナが『妾わらわは早生まれだから多少の成長の遅れは致し方ないのじゃ』とか言い出した時に、流れでみみなの誕生日はいつかという話になって、その際に教えて貰もらったはず。

「えーっと、確か………………四月の……三日？」

「桜沢さん、どうですか？」

「……あ、当たってるよ。覚えてたんだ……」

　驚おどろきと感かん嘆たんが綯ない交まぜになったようなみみなの声に、秋晴はぎこちない笑みで応こたえる。正直、かなりうろ覚えだったから、かなりホッとした。

　ただ、幸さい先さき良しと浮かれる間もなく、一いつ瞬しゆんで上がりかけた熱を冷ましてくれる深み閑かんの声が聞こえて来る。

「それでは、次の質問です。桜おう沢さわさんの身長は何センチメートルでしょうか？」

「……ん」

　今度の質問は正解を聞いたことがない。

　だから大体の推測で答えるしか無いので、秋あき晴はるはちょっと考えてから、

「百……三十五、くらいか？」

「みっ、みみなはそんなに小さくないよ！」

　答えた瞬しゆん間かん、隣となりのソファから勢いよく立ち上がった先せん輩ぱいが顔を赤くして不正解アピールをしてきた。

　けど、そんなこと言われても秋晴としてはちょっと納なつ得とくいかない。だって見ての通り、立ってもこんなに小さいんだから、かなりいい線いっていたはずだ。

「じゃ、正解はいくつなんだよ？」

「それは、その……ひゃ、百五十九センチあるの！」

「………………………………いや、流石さすがにそれは鯖さば読よみすぎじゃ……」

「………………」

　随ずい分ぶんと思い切った数字を口にされてしまったけど、無理がありすぎる。おかげで気まずそうに絶句する深閑だなんて珍めずらしいものが見れたが、それで済ます訳にもいかない。

　秋晴はソファに座ったまま、どうしたもんかと頬ほおを人差し指で掻かいて、爆ばく発はつ物を取り扱うような気持ちでみみなへ話しかける。

「あのな、先輩？　その身長だと、たぶん大だい地ちより大きくなるんだが。勿もち論ろん、ピナよりもずっとでかいことになるぞ？」

「ほ、本当はピナちゃんより大きいんだよ。高校生だもん、当然なのっ」

「……あの特徴的なツインテールを取り外しても、明らかに先輩よりピナの方がでかいはずだけど？」

「…………ううぅ……！」
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　流石に嘘うそを塗ぬり重ねていくのには無理があったのか、みみなは口を噤つぐんで、代わりに反抗的な視線を送ってきた。

　ちょっと居たたまれない気持ちになって、秋晴は追及の言葉を出せなくなる。あの目で見られると、こっちは一ミリも悪くないはずなのに凶きよう悪あくなまでに罪悪感が湧わいてくるから凄すごい。

　どうやってこの状況を打開すればいいのかと助けを求めて深閑を見れば、メイド教師はコホンと小さく咳せき払ばらいをして、

「……失礼ですが、桜沢さん。先に回答して頂いた数値と……その、若じやつ干かんの違いがあるようですが」

「あれは、あのっ、去年の春に測った数字だからっ。今はきっと…………うぅ……」

「…………無回答でも構いませんが？」

　暗に『無理がありすぎるから。聞いてられないから』と、遠回しかつ最大限の優しさで言っているのがとても分かり易やすかった。これが試験と無関係なら流して終わるんだろうが、申告制ってことを考こう慮りよすると、そのまま試験結果にも繋つながるので深み閑かんとしても難しい処置なんだろうと思う。

　そして実際に成績に反映される身の秋あき晴はるとしては、出来ればちゃんと真実と向き合って貰もらいたい……けど、あの半泣きな目を見るとなぁ。本格的にこっちが虐いじめてる気分になるし、もういいからってタオル投げ込みたい気持ちが大きくて、正直ちょっとくらい点数が悪くなるとかどうでも良くなる。

　判断は本人に任せようと思ってみみなを見ていると、あっちはあっちでこれが試験だということを意識しているのか、ちらちらとこちらを窺うかがっていた。欲しいお菓子を買ってと言い出せない子供みたいな表情で、これが身長詐さ称しようなんてどうでもいい原因だと知らなければ助け船の一つも出したくなったに違いない。

　ややあってから、空気が萎しぼんだようにみみなは肩かたを落とし、

「………………うー…………秘密に変えます……」

　ぽつりと小さな声で、ギブアップ代わりにそう言った。

　それを聞いて、意固地になられなくて良かったと秋あき晴はるはホッとする。深み閑かんも同じようで、氷の仮面みたいな表情が珍めずらしく綻ほころんでいた。

　ただしそれは数秒足らずのことで、すぐに元の冷え切った表情に戻ってしまい、仕切り直すように置いていたプリントを手に取る。

「では、次の質問に移ります。桜おう沢さわさんの生まれた場所はどこか、分かりますか？」

「う……これは難しいな」

　眉まゆを顰ひそめて考えてみるけど完全にお手上げで、秋晴は勘かん頼だよりで答えるしか無かった。

　それから何問か質問は続いたものの、自信を持って答えられたのは一つも無くて、自分が殆ほとんどみみなのことを知らなかったと実感させられる。同級生と比べれば絡からむ機会は少ないとはいえ、ただの知人じゃなくて友達関係のつもりなのに、これはちょっと考え物だ。

「──では、最後の質問です」

　反省している間にもうラストになってしまい、せめて最後くらいは、と秋晴は挽ばん回かいを狙ねらって背筋を伸のばす。

　迎げい撃げき態勢を整えて深閑からの言葉を待っていると、プリントからこちらへ視線を移したメイド教師が小さく唇くちびるを開き、最後の質問を口にした。

「桜沢さんの将来の夢は、何でしょうか？」

「……将来の、夢？」

「ええ、そうです。具体的な卒業後の進路ではなく、何になりたいかという類たぐいのものです」

「………………将来……」

　呟つぶやいて、秋晴は自然とみみなを見た。

　この小さすぎる先せん輩ぱいの将来の夢なんて聞いたことがないけど、将来を嘱しよく望ぼうされているのは知っている。それも数人とかじゃなく、世界中の人からだ。

　今でも個展を開けば大だい盛せい況きよう間違いなしで、数年内に何らかの文化勲くん章しようを貰もらってもおかしくないと朋とも美みが言っていたくらいだから、誰もがみみなの将来は『画家』と望んでいるらしい……けど……

　十秒近く黙だまり込んで考えた秋晴は、ようやく出た自分なりの結論に顔を上げる。

「……結けつ婚こんする、とか？」

　確信は無いけど、これじゃないかと思える答えを言ってみた……のに、深閑が微かすかに眉まゆを上げて驚おどろいたような反応をする。

　次いでみみなを見てみれば、こっちは分かり易やすく驚いた表情で……ヤバい、これは外したかもだ。

　割と自信あっただけに、豪ごう快かいに滑すべった感じがして恥はずかしくなった秋晴が頭を掻かいていると、深閑の硬こう質しつな声が聞こえてきた。

「桜沢さん、どうですか？　日ひ野のさんはあのように答えていましたが」

「………………えっと…………その………………間違ってない、かも……」

「……え？　本当にか？」

　流れ的に駄だ目めだと思い込んでいたのでつい反射的に聞き返すと、みみなは顔を伏せたまま小さく頷うなずいてくれた。

　気を遣つかって嘘うそを吐ついたにしては深み閑かんから咎とがめの言葉が来ないので、どうやら本当に正解だったっぽい。

　喜ぶより安堵あんど感かんが強くて息を吐はく秋あき晴はるに、「それでは」と意識を傾けさせる深閑の声が聞こえてきた。

「以上で終了となります。桜おう沢さわさん、ご協力感謝します」

「あ、の……はい」

　わざわざ立ち上がって先せん輩ぱいへ向けて深々と頭を下げた深閑は、顔を上げると今度は秋晴の方を見て、

「試験を通じて理解したかと思いますが、パートナーになって貰もらえる相手であっても、普段接する機会が少なければ知らないことは多いものです。主人は雇やとう相手のことを深く知らなくとも構いませんが、一流の執しつ事じやメイドは細かな気配りをする為ためにも主人に関する情報を多く集めておく必要性があると、よく覚えておいて下さい」

　授業の時と同じく真しん摯しな説明に、秋晴は無言で頷うなずく。たぶん今回の相手が二年生限定じゃなくて、一年生を選べたとしても厳しい結果になっていたはずだ。

　例えばセルニアの誕生日を知ったのはつい先月のことだし、幼おさな馴な染じみの朋とも美みが将来は何をしたいかも知らない。ルームメイトの大だい地ちのことならいくらか分かっているつもりだけど、それでも昔のこととか、知らないことは山ほどある。

　これからは意識してちゃんと知る努力をしていかないと。技術的なことをいくら身につけて、紅茶の淹いれ方がどれだけ上う手まくなったとしても、相手が好きな産地や飲み方を理解していないと無む駄だになるだろうし。

　為になる……というより、自分の未熟さを痛感させられて、普通に授業で聞くよりも身に染みてよく分かった。もう二ヶ月ちょっとで二年に進級するっていうのに、まだまだ学ぶことはたくさんあるってことも。

　秋晴が改めて今後はしっかり頑がん張ばろうと強く意識していると、それを見み透すかしたように頷いた深閑が微かすかに目元を和やわらげて、

「では、日ひ野のさんは待機していた教室に戻り、大だい地ちさんにここへ来るよう伝えて下さい。それが終われば今回の試験は終しゆう了りようとなります」

「分かった。パートナーには伝えに行かなくて良いのか？」

「そちらには私が向かいますので、大だい丈じよう夫ぶです」

　生徒なんだから構わず使い回せばいいと思うけど、効率を考えれば意見を挟はさむところじゃないので、秋あき晴はるは黙だまってソファから立ち上がる。

　釣つられるようにみみなも慌あわてて立つのを見て、秋晴は退室の挨あい拶さつをしてから応接室を出た。とりあえず元いた教室へと向かって歩き出しながら、付いて来たみみなを振り返り、

「俺おれは連れん絡らくし終えたら寮りように戻ろうと思ってるけど、先せん輩ぱいはこの後どうするんだ？」

「ピナちゃんが部室にいるって言ってたから、みみなはそっちに行くつもりだよ。……それより、訊ききたいことがあるんだけど……」

「ん、何だ？」

　教室前の階段までは同じ道筋だな、と考えていた秋晴が何気なく聞き返すと、みみなはもじもじと指を絡からませながらこちらを見上げてきた。

「あの、ね？　みみなが、その……お嫁よめさんになりたいって、どうして分かったの？」

「……あー」

「言ったこと無いよね？　だって、ピナちゃんにも言ってないもん」

　不思議そうに訊いてくるが、秋晴としては別にそこまで難しいことだと思えない。

　まず、当たりはしたけど勘かんの部分が強かったから、どちらかというと単にラッキーだったって感じがする。

　そしてもう一つ大きいのは、

「将来どうしたいだなんて聞いたこと無かったけど、『結けつ婚こんして幸せな家庭を〜』っていうのは年頃の女子なら候補としてあっても変じゃないだろ？　俺の従い姉と妹ことか、子供の頃からしょっちゅう言ってたぞ」

「……でも、みみなは……」

　口くち籠ごもってしまい、やや俯うつむき加減になる先輩の言いたいことは全部聞かなくても何となく分かる。

　だから秋晴は口元に笑みを浮かべて、ちょっと乱暴にみみなの頭をくしゃっと撫なでた。

「先輩が絵を描くの好きだってのは知ってるけど、それと将来の夢は別だろ？　大体、画家としてはもう成功してるようなものみたいだし、目標にするのは変だからな」

「……でも、皆は、」

「前にも言ったと思うけど、何がやりたいかなんて自分の希望を通せば良いんだよ。先輩の両親だって、無理に絵を描けって言ってこないだろ？」

　憶おく測そく混まじりの問いかけだったが、みみなはこくんと頷うなずく。まあそうだろうなと思っていたので、特に驚おどろきはしない。だって元々重い病気に掛かっていて、ようやく元気になった娘むすめなんだから、無理をさせようなんて普通は思わないはずだ。普段の先輩を見る限り、芸術活動しろとせっつかれている様子もなかったし。

「ま、結婚して幸せな家庭作るっていうのも、ありふれた願いの割に難なん易い度どは結構高いしな。特に先輩の場合、まずはその人見知りなところをどうにかしないと厳しいぞ？」

「…………うー……」

　シリアスな雰ふん囲い気きになりかけていたのを吹き飛ばす意味でも茶化すように言う秋あき晴はるに、みみなは何か言いたげに唸うなる。

　そして何な故ぜだか上うわ目め遣づかいのまま、一大決心でもしたみたいに息を吸って、




「今でもちゃんとお話し出来る人がいるから……そ、その人に貰もらってもらうもん」




　ふっくらした頬ほおをりんごみたいに染めて、そんなことを言ってきた。

　驚おどろいた秋晴は瞬まばたきを忘れて、まじまじとみみなを見てしまう。知らない内にそれっぽい相手が出来ていたとか、えらい衝しよう撃げき発言だ。

　でもすぐに強こわ張ばりかけていた頬を緩ゆるめ、

「そっか。父親とかいうオチじゃないなら応援するから、頑がん張ばれよ？」

　大したことは出来ないにしても助ける気持ちはあると味方アピールをしてみる。

　……なのにどうした訳か、アピールした相手は崩くずれ落ちるようにその場にしゃがみ込んでしまった。

「………………うう…………もうめげそう……」

「いや早すぎるだろ!?　というか、何もやってないのに……」

「だってみみな、凄すごい頑張ったんだよっ。なのに……もうっ！」

　珍めずらしく大きな声を出して、みみなはしゃがんだまま頭を抱かかえた。

　目の前でそんな反応をされても、秋晴としても困る。ひょっとして陰で色々とやっていたのに手て応ごたえが無くて、心が折れかけていたんだろーか？　だとしたらちょっと軽けい率そつな発言だったかもだ。

　とはいえ、具体的にこれまで何をどうして、どんな相手なのかも分からない以上は掛ける言葉を選ぶのも難しい。

　なので自分が出来ることといえば、みみなの横にしゃがんで、

「……いやまあ、あれだ。諦あきらめなければ何とかなるかも知れないから、な？」

「…………うぅっ……！」

　傷口に粗あら塩じおを特盛り塗り込まれたような声に、秋晴は慰なぐさめに失敗したことを悟さとった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　意気消しよう沈ちんしたみみなと別れた後、秋晴は待機場所の教室に行き、大だい地ちに応接室へ向かうよう伝えて第二校舎を出た。

　とりあえず寮りように戻って着替えを済ませようと歩き出し……その矢先に、ちょっと変なものを見つけてしまい、すぐに足を止める。

　第二校舎の、今出て来たばかりの昇降口の横に、座り込んでいる人影が。

　グレーの柔やわらかそうなニットのワンピースを着て、下は黒のタイツを穿はいてという、ちょっと寒そうな格好をした女性で、しかも秋あき晴はるの知っている人だった。

　そのまま見なかったことにしようかなー……と思ったものの、どうするか迷っている間に、バチッと目が合ってしまう。

　おまけに相手が立ち上がり、にこりと微笑ほほえんだりするものだから、これはもうスルーなんて出来ない。

　仕方ないと秋晴は頬ほおを掻かいて、不ふ審しんな上級生に話しかけることにした。

「どうしたんですか、沙さ織おりさん。こんな所で座り込んで」

「いえ、別に大したことではないのですが……」

　言葉とは裏腹に、いつもはお花畑から聞こえて来るような四し季き鏡かがみさんちの沙織さんの声が、どこか湿しめっぽいというか、憂うれいを帯びていた。

　本当にどうしたんだろうなと秋晴は眉まゆを顰ひそめ……すぐにある可能性に気付く。

「もしかして、四季鏡の様子を見に来たんですか？」

　訊きいてみると、沙織さんの微び笑しようがほんの少し陰った。いつも妹のパートナー役を務めているからもしやと思ったけど、どうやら当たりらしい。

「あの、もう試験は終わったんですか？」

「俺おれは終わったけど、四季鏡はまだだな。遅くとも一時間以内には終わると思うけど」

「そうですか……早苗さなえさん、上う手まくやれるでしょうか？　お母かあ様さまやお祖じ父い様に似て不器用な子なので、どうしても心配で」

　頬ほおに手をやると、沙織さんは深く悩ましげなため息を零こぼす。

　ドキッとするくらい色っぽいけど、それ以上に姉らしい発言が印象強くて、秋晴は思わず目の前にいる上級生の顔を覗のぞき込んだ。

　やたら脱ぬいだり脱げたりするし、とぼけた発言も多いからなかなかそうは見えないが、随ずい分ぶんと妹に甘あまいところがあると思う。家族のために結けつ婚こんまでしようって人だし、かなり過保護なのかもだ。

　そんな沙織さんを安心させてやりたい……という程じゃないけど、やっぱり心動かされる部分はあった。

　なので秋晴は口元を微かすかに綻ほころばせて、

「そんなに心配しなくても、四季鏡なら問題ないですよ」

「本当ですか？　命を賭かけられます？」

「いや命は賭けないけど……まあでも、大だい丈じよう夫ぶですって」

「そこまで言うのは、何か理由があるんですか？」

　普段なら簡単に納なつ得とくしてくれそうなのに、今日きようの沙さ織おりさんはすぐに引き下がってくれない。余程心配なのか、それとも四し季き鏡かがみの信用がなさ過ぎるのか。後者だとしたら、ちょっと美談な感じがしていただけに台無しだよ。

　ともあれ、理由を言えというのなら話すだけだ。

　安全ピンに手をやりながら、秋あき晴はるはちらりと校舎の方を見て、

「今回の試験、パートナーのことをどれだけ知っているかが重要だったんだけど……たぶん一番成績が良いのは四季鏡になると思います」

「まあ……本当に？」

　信じられないと言うように沙織さんは目を丸くするが、本気でそう思うので小さく頷うなずき、

「試験の合間に待ち時間があって、ちょっと従育科生で話をしてたんですよ。その時、あいつ自分のパートナーになった上育科生のことだけじゃなくて、他ほかのヤツのパートナーのことまで色々と知ってたから」

　話しながら秋晴が思い出すのは、自分が出て行くまでの教室の様子だ。

　珍めずらしく会話の中心になっていた四季鏡は、訊きかれた上育科生のことをスラスラ答えていた。どれだけ正しいのかなんて分からないけど、少なくとも他の従育科生よりずっと多く情報を持っていたと断言出来る。

　元々白はく麗れい陵りようの生徒だからアドバンテージがあるってことも関係しているんだろうが、それだけじゃないと思う。

「四季鏡は皆のことをよく見ていて、それでいて人好きするタイプだから……きっと卒業してからも、なんだかんだでメイドとして雇やとって貰もらえると思う。失敗は多くても憎にくめないヤツで、努力家だし」

　単純な成績だと下から数えた方が断然早いだろうが、四季鏡なら大だい丈じよう夫ぶだって確信も不思議とある。あいつが明るいヤツだからっていうのもあるし、最後には誰かが『仕方ないから』と手を差し伸のべてくれそうだから。……もう少しでいいから、ドジって物を破は壊かいすることを減らせれば、きっと。

　ああいうのが人徳があるっていうんだと思う。自分も見習わないと。

　……にしても、相当恥はずかしいことを言ったような気が。朋とも美み辺りが聞いていたら、また盛大に弄いじくり倒されそうだ。

　俄にわかに照れ臭くさくなってきた秋晴は、

「そういや、もう一ヶ月ちょいで卒業式だけど……進路はどうするんですか？」

　むず痒がゆくなった左眉まゆの傷痕を指で掻かいて、話題をずらそうと試みる。

　ちょっとは安心したのか少し表情を柔やわらかくした沙織さんは、ゆっくりと大きな胸を下から支えるように腕うで組ぐみをして、

「大学には進まずモデルの仕事に専念しようと思っています。お父とう様さまは決まったばかりのバイトを首になったと言っていましたし、お祖じ父い様さまも年金を競馬で無くしてしまったらしいので」

　……相変わらず家族が残念すぎる。稼かせぎ頭がしらが女子高生の娘むすめって、どんな家庭なんだか。

　と、内心が表情に出てしまったのか、沙さ織おりさんはこちらを見ながらくすりと笑う。

「モデルの仕事も面白いものですよ？　自分でお金を稼ぐというのも新鮮で楽しいですし、私は今の生活で満足しています」

「あー……それならいいんですけど」

「それから、白はく麗れい陵りようを卒業したら一人暮らしをしようと思うんです。家族の住むアパートでは狭せまいですし、仕事の都合もつき難にくくなりますので……ただ、何も出来ない身なので不安は尽つきませんけれど」

　確かに、駄だ目め具合では妹以上の人だから、かなり不安だ。自じ炊すいがどうこうなんてレベルじゃなくて、家事が一つもこなせないんじゃなかろーか？

　下へ手たすると一ヶ月以内にゴミ屋敷化するか、もしくは着る物がなくなって外に出られなくなるか、家事をしようとして火事になるか……どれも有り得るのが困る。

　バッドエンドしか見えなくて秋あき晴はるが頬ほおを引き吊つらせていると、すっ──と沙織さんが身を寄せてきて、吐と息いきがかかる距きよ離りで微笑ほほえんできた。

　とびきりの美人で、超高校生級の色気を振りまいている人が間近にいるだけでもドキドキするっていうのに、

「もし良ければ、日ひ野のさんがお世話してくれますか？」

「ぇ、いや、世話って……」

「ご飯に、お洗せん濯たくに、それにお掃そう除じも。あ、体を洗うのは私も得意ですから、お風ふ呂ろではお互たがいに洗い合いましょうね？」

「いやいや待てって?!　なんだそれ、話が発展しまくりな上に世話って範はん疇ちゆう超えてるだろ!?」

　敬語を忘れて本気の突つっ込みをしてしまうけど、これは絶対に不可抗力。しかも相手はにこにこしていて、効果はちっとも出ていないんだから性た質ちが悪過ぎる。

「お布ふ団とんは一組あればいいとして……あら？　なんだか同どう棲せいみたいですね？」

「みたいっつーか、完かん璧ぺきに爛ただれた関係だからな!?　ぐだぐだな生活的な意味でも！」

「二人きりが駄だ目めなら、早苗さなえさんも交えて三人でもいいんですよ？　日野さんの体力が持つか心配ですが……」

「あんたら姉妹と同居とか、間違いなく突っ込み疲れて精せい根こん尽つき果てるっての！」

「まあ……響ひびきがいやらしくて、ドキドキします」

　──駄だ目め、無理だ。この人、無む敵てきすぎる。とても相手にならないし、ドキドキさせられてるのはこっちだと強く言いたい。

　楽しげに微笑ほほえむ沙織に為なす術すべのない秋晴は、上がりっぱなしの心しん拍ぱく数すうにくらくらしながら、妙みような想像を振り切るように大声を出す。

「ああもうっ、そろそろ俺おれは行くから！」

「そうですか。私は……やっぱり、早苗さなえさんの試験終了を待つことにします」

　言って、「それでは、また」と丁てい寧ねいな別れの挨あい拶さつをくれる上級生に、秋あき晴はるは「それじゃ！」と手早く済ませてその場を離はなれる。

　早足で歩きながらこっそり振り向けば、自分を見ている沙織さんの視線が突つき刺ささり、慌あわてて前を向き直す。あの人の色気と無防備さは本当に危険だ。ちょっと前屈かがみになっていた時、襟えり元もとがたわんで白い谷間が盛大にこんにちはしてたし。男としては嬉うれしいけど、目に毒で理性を保つのが大変だよ。

　……にしても、あんな男に対して危機感が無くて一人暮らしとか、大だい丈じよう夫ぶなんだろーか？　あっさり悪い男に騙だまされてしまいそうで、割と本気で心配になる。

　世話云うん々ぬんはともかく、たまに自分が虫除よけ役をやった方がいいんじゃないかと、秋晴はかなり真剣に検討して……だから、反応が遅れたらしい。

「──っと、秋晴っ！」

「おうぁっ?!　え、何……って、セルニア？」

　いきなり大きな声を掛けられて、それだけでも驚おどろきなのに、振り向いた先にいたのがイギリスに帰国していたはずのセルニアなんだから二重でびっくりだ。数日振りになるけど、特徴ありまくりな髪かみ型がたと容姿だから見間違える訳がない。

　足を止めた秋晴は、腰こしに手を当ててこっちを睨にらんでいるドリルさんを見ながら何度も瞬まばたきをして、真っ先に浮かんだ疑問を口にした。

「随ずい分ぶんと早かったんだな。てっきり夜になると思ってたんだが」

「日に本ほんには午前中に戻って、お父とう様さまとランチをご一いつ緒しよしていたんですのよ。白はく麗れい陵りようには着いたばかりですわ」

　そう言われて秋晴は初めて、セルニアの足の後ろにキャリーバッグが置いてあることに気付く。あんな大きい物が目に留まらないだなんて、我ながらどれだけ驚いていたんだか。

　ショックが抜けて少し落ち着いてきたのか、少し頭が回ってきた。そして本来なら真っ先に訊ききたかったことがあったと思い出す。

「あー……そういや、あれだ」

「はい？　なんですの？」

「や、えーっと……」

　いざ訊こうとしたら妙みように緊きん張ちようしてしまって、秋晴は言葉を濁にごしてしまう。世間話の延長なんだからささっと訊いてしまえばいいのに、どうした訳だか言いづらさを感じて、真まっ直すぐにセルニアを見られない。

　そんなこちらの様子に苛いらついたように、セルニアは腰に当てている手をトントンと忙せわしなく動かして、

「言いたいことがあるなら早く言いなさいな。長旅で疲れてますのよ？」

「だから……あれだ、結局何だったんだ？」

「何って？　要領を得ませんわね」

「お前が祖じ父いさんに呼ばれたって理由だよ。こっちじゃ、あれだぞ？　見合いなんじゃないか、って噂うわさになってたぞ」

　まあ噂というか、みみなとピナの極ごく一部の間でそんな話になっただけだけど、そこは省いておく。

　迂う回かいしまくってようやく本題に辿たどり着くと、今度はやってしまった感が強くて、えらい恥はずかしさと居たたまれなさが込み上げて来る。どうして今いま更さら、セルニア相手にこんな反応しなくちゃならないっていうのか。

　調子が狂って自分らしくないと分かるのに、じゃあ何が原因なのかがいまいち分からなくて変な焦あせりを秋あき晴はるが感じていると、セルニアの表情が変わるのが見えた。

　あからさまに眉まゆを顰ひそめたかと思ったら、何か諦あきらめるように眉間みけんの皺しわを緩ゆるめ、

「……どうしてそんな噂になったのか知りませんけれど……大外れではありませんわね」

「え……じゃ、本当に見合いだったのか？」

　驚おどろきを多分に含んだこちらの言葉に、セルニアは小さくため息を吐ついて、首を横に振った。

「私ではなくて、叔お父じ様さまが……紹しよう介かいして貰もらいたいと」

「……ん？　紹介って、誰を？」

「それは…………四し季き鏡かがみ沙さ織おりさんですわ」

「は、ぃ？　沙織さんを？」

　ちょっと声が裏返ってしまったけど、これは仕方ないはず。予想外の展開で、しかもここで聞くとは思わなかった名前が出て来たんだから。

　どういうことなのか飲み込めず眉を顰めたままの秋晴に、セルニアはうんざりしたように肩かたを竦すくめる。

「沙織さんがモデルを務めている会社ですけれど、お祖父様の経営しているところだと前に言いましたわよね？」

「ん……聞いた気がするな」

「偶ぐう然ぜん、雑誌で沙織さんを見て気に入った叔父様が、所属している会社がお祖父様のところだと知って、紹介して欲しいと頼み込んだみたいですわ」

「え、でも、叔父ってことはそれなりの歳としなんじゃないか？」

　余程年の離はなれた兄弟とかでなければ、自分達の親世代とそう変わらないってことになる。

　つまり沙織さんとも親子くらい歳が離れているはずだが──

「もう四十歳さいを過ぎているはずですわ。……尤もつとも、歳の離れたカップルなんてそう珍めずらしくもありませんけれど……叔父と友人の姉、というのは堪こたえる組み合わせですわね」

「つまり、あれか？　お前が呼ばれたのって、橋渡しを直じかに頼たのむ為ためにか？」

「ええ。お祖じ父い様さまとしても、いつまでも結けつ婚こん相手を見つけようとしない叔お父じ様が珍めずらしく積極的だったので、つい世話を焼きたくなったとか……」

　疲れた口く調ちようでセルニアは言うけど、聞いていた秋あき晴はるとしては呆あきれるしかない。いくらなんでも親馬鹿過ぎる。もういい歳とししたおっさんを甘あまやかすとか、どうなんだそれは。

「で、どうすることにしたんだよ？　紹しよう介かいするのか？」

　肝かん心じんの部分を訊たずねると、セルニアはあからさまに不ふ機き嫌げんな表情になり、

「すると思いますの？　嫌きらいな方ではありませんから、手紙を届けるとか好きな相手はいるのか訊きくという補助的な手伝いくらいなら…………かなり嫌いやですけれど、やるとすればそこまでですわ」

　身内の暴走を嘆なげくように言うけど、それでも多少は協力してやるっていうんだから、こいつも甘いというか優しいというべきか。

　何にせよ、見合い云うん々ぬんって話ではなかったことに、秋晴はホッと息を吐はいて……いや待て、とすぐに思い直す。どうしてそこで安堵あんどしなくちゃならないのか。

　胸の支つかえが取れたような感覚に戸と惑まどい、それを振り払はらおうと秋晴は、

「アレな叔父さんが原因で呼ばれたってのは分かったけど、お前は何も言われなかったのか？　流れで縁えん談だんが持ち上がったりしそうなもんだけど」

　……言ってしまってから、何を蒸むし返してるんだと頭を抱かかえたくなった。無かったことにしたいけど、もう遅い。覆ふく水すい盆ぼんに返らずとはよく言ったものだよ。

　奇き跡せき的てきな偶ぐう然ぜんで聞き逃してくれたりしないもんかなぁ、と淡すぎる期待を抱いだいた秋晴は、怖こわ々ごわとセルニアの様子を窺うかがってみた。

　悠ゆう然ぜんとトレードマークの縦たてロールを後ろへ流したドリルさんは、小さく鼻で笑ってから、偉えらそうに腕うで組ぐみをしてこちらを見る。

「秋晴、貴方あなたが話している相手は誰だと思ってますの？　セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートですわよ？」

「……えっと、理解していないように見えるなら、ちょっと病院に連れて行ってやろうか？　それとも時差ボケが形態進化でもしたのかよ？」

「どうしてこの私がボケていることになりますのよっ?!」

　堂々とおかしなことを言い出した癖くせにまるで自覚はなかったらしく、セルニアは歯を剥むき出しにして怒ど鳴なってくる。

「私が言っているのは、この身に流れている血のことですわっ！　わざわざフルネームを名乗り上げた時点で察しなさい！」

「や、よく分からないから結論を頼む。つまりどういうことなんだよ？」

「だからフレイムハート家が、お祖父様が家いえ柄がらや血筋にこだわる方であれば、私のようにクォーターの者が生まれることなんて有り得ないということですわ！」

「…………あー、そういうことな」

　金に輝くドリルが回転しだしかねない怒いかりながらの説明で、秋あき晴はるはようやく言いたいことが理解出来た。

　つまり、あれか。血筋を重んじる人なら、異国の血を混ぜるような結けつ婚こんは許さなかった、ってことか。

　こっちは納なつ得とくしたっていうのに、セルニアはまだ苛いら立だちが収まらないようで、キツい視線を送ってくれて、

「フレイムハート家の一員となる相手に求めるのは人格と才能、それ以上に尊ぶべきは当人達の意思ですわ。一般的な貴族の価値観とは少し違いますけれど、本当に得るべきは肩書きだけの血でも財産でも無く、一族の者と誇ほこることが出来る人物ですもの」

「……じゃ、小説にあるような許嫁いいなずけとかもなしか」

「そうですわね。向こうから是ぜ非ひにと勧められたり求められたりすることはありますけれど、お祖じ父い様さまやお父とう様が当人の許可無く決めることはまずありませんわ」

「はー……なるほどな」

　貴族というともっと形式張った、家の発展の為ためには形振なりふり構わず婚こん姻いんやら養よう子しを取るやらするイメージが強かったのに、どうも違うらしい。例外的にセルニアの家が違うのかも知れないけど、そうにしたって意外だ。

　まあでも、よくよく考えてみたら、あの父親ならそんなことにはならないか。ガチガチの堅かた物ぶつとは真ま逆ぎやくの、娘むすめの同級生に自分が勝つまでチェスをやろうって性格の人だったし。紳しん士しで美形なのにやけに子供っぽい印象の強かったあの人のことを知っていれば、みみなやピナも見合いだなんて言い出さなかったかもだ。

　やっぱり情報に長たけた朋とも美みに訊きいてみれば良かったかなー、と秋晴は遅すぎる後悔に頭を掻かいて、

「──もし、お見合いだったとしたら」

「…………え？」

　まだこの話題が続くとは思っていなくて、秋晴は不意を突つかれてぼんやりと無防備にセルニアを見る。

　さっきまでの怒いかりの色は消えていて、どこか距きよ離りを測はかるみたいに慎しん重ちような眼まな差ざしをしていた。それでいて、腕うで組ぐみしている手にはえらく力が籠こもっているように見える。

「もし、私がお見合いをしていたとしたら……婚こん約やく者しやがいた場合でも構いませんわ。そうだとしたら、秋晴はどうしますの？」

「え……っと……どうするとか言われても」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に答えなんて浮かばないけど、セルニアはそれが気に入らないようで微かすかに唇くちびるを歪ゆがめ、

「何かありませんのっ。その、邪じや魔ましに来るとか、ぶち壊こわそうとするとか……」

「いや待て、いきなり見合いに乱入って俺おれはどんな無ぶ頼らいなんだよ？　そもそも、見合いなんてやらないんだろ？」

「だから例えばの話ですわよっ！　でしたらお見合いでなくても構いませんわ、私に恋人が出来てその相手と結けつ婚こんすることになったとしたら──」

　喋しやべりながらどんどんテンションが上がっているらしく、セルニアは興こう奮ふん気味に捲まくし立ててくる。けど、秋あき晴はるはそれについて行けず、眉まゆを顰ひそめるばかりだ。

　付き合っている相手と結婚するならそれは真っ当なゴールインで、祝う以外の選せん択たく肢しなんて無いはずなのに、このドリルは何を言っているのか。

　そして……『祝う以外にない』と分かっていて、しかもただの例え話だっていうのに、むかっときた自分もどうかしている。適当な祝辞でも述べつつからかうっていうのが、いつものパターンのはずなのに。

　どうにも調子が狂っているのが自分でも分かり、秋晴は舌した打うちしたいのを堪こらえて右耳の安全ピンを指先で弄いじくって、逆にセルニアへ聞き返す。

「恋人って、お前そういう相手がいるのかよ？」

「いませんわよっ！　当然のことを一々訊きかないで欲しいですわ！」

「いや当然って、いくらほぼ女子校状態でも威い張ばって言うことじゃないだろ」

　どうしてそんな訳の分からないテンションになっているのかと、秋晴はやや呆あきれながらも沈静化を図ろうとして、

「大体な、俺おれに突つっかかってきてどうするんだよ。叔お父じさんのアレな求愛行動の手伝いをすることになって荒れるのは分かるけど、そんなヒステリー起こしてたらお前も独身継続コースまっしぐらだぞ？　ちょっとは落ち着けっての」

　……大人おとなな対応でじゃじゃ馬を宥なだめるはずが、どういうことだか更さらに血圧を上げてしまうようなセリフを吐はいていた。

　おかしい、こんなはずじゃなかったのにと、秋晴は自分の発言に冷や汗あせを流す。

　ただし後悔してももう遅い。セルニアはこめかみに青筋が浮きそうなくらいピキピキきているようで、折せつ角かくの綺き麗れいな顔を子供が瞬しゆん時じに泣き出しそうな迫力の怒いかりで染めていた。

　クォーターの貴族令れい嬢じようさんは腕うで組ぐみを解いて固く握にぎった拳こぶしを震ふるわせると、

「誰がどの口で落ち着けと言いますのっ?!　大体、叔父様のことはもうとっくに関係ありませんわよ！」

「それじゃ、何にそこまでキレてるんだよ？」

「人の気をちっとも理解しようとしない駄だ庶しよ民みんに対してに決まってますわ！」

　思いっきり睨にらまれて叫ばれるけど、それに対して秋晴は退ひかずに睨み返す。

　言っている意味が分からないし、こんな八つ当たりみたいなキレられ方をして黙だまっていられないと、攻こう撃げき的てきに口を開けて、

「だから俺おれの何が原因だっていうんだよ。よく分からない話をし始めて勝手にギュルギュル言い出したのはお前だろ？」

「ッ、また悪あし様ざまに……勝手なのはどっちですのよ！」

「どう考えてもお前の方だっての！」

　言い合っている内に、気が付けばいくらかあったセルニアとの距きよ離りが殆ほとんど無くなっていて、向こうがその気ならちょっと踏み込めば平手打ちでもハイキックでも出来る、危険な間合いになっていた。

　普通のお嬢じよう様さまならそんな心配しなくてもいいけど、相手は初対面の時にも襲おそいかかって来た実績の持ち主だ。

　攻撃されても避さける以外の選せん択たく肢しを取る気は無いが、秋あき晴はるは負けじと碧みどり色いろの瞳ひとみを見返す。

　それが勘かんに障さわったのか、セルニアは苛いら立だたしげに眉まゆを吊つり上げ、




「ああもうっ、腹立たしいですわね！　どうしてこんな男を好きになんか、」




　叫ぶようなセルニアの金切り声が、唐とう突とつに止まる。

　それだけじゃなくて、ピタ──と、空気も時間も凍こおり付くような感覚に秋晴は襲われた。

　たぶんセルニアも同じ……というか、あちらの方が凄すごいようで、つい数秒前まで顔中に満ちていた怒いかりが、見る見る内に表情から抜け落ちていく。しきりに瞬まばたきをして、唇くちびるを震ふるわせてと、動揺っぷりが半はん端ぱ無い。

　けど、動揺しているのは秋晴もで、反射的に言い返そうと開きかけていた口をもごもごさせてしまう。

　だって今、聞き間違いじゃなければ、えらいことを言っていなかっただろーか？

　むかっときて興こう奮ふんしていたから正確じゃないだろうけど……確か『こんな男を好きに』、とかなんとか…………って、そんな馬鹿な。

　あのセルニアが──喧嘩けんか友達とからかい相手の中間みたいなポジションにいて、常に上から目線で接してくるプライド激げき高だかなお嬢様が、自分のことを好きだとか。普通に考えればまず有り得ないはずだ。

　ただ、あの様子だとこっちを騙だまそうって感じじゃないし……いやでも、ひょっとしたらセルニア本人じゃなくて、誰か友達に自分のことを好きになってくれたヤツがいて、うっかり口走ってしまったという説も……駄だ目めだ、心臓がバクバクしすぎてなんか辛つらくなってきた。

　どうにしろ、本当に聞き間違いじゃないのかという、最大のポイントをこのままにしておけない。

　そわそわと落ち着かない手をグッと握にぎって、何も聞こえなかったことにしたい弱気な自分を押し殺すと、秋あき晴はるは勇気を出して、

「ぁ、と、その……今のって、」

「ちっ、ちがっ、違いますわよ!?」

　訊きこうとする途と中ちゆうで、セルニアが全力で否定してきた。

　髪かみ型がたが乱れそうなくらい首を横に振って、いつもは強気な目が弱々しく狼狽うろたえている。こいつは本当にあの金きん髪ぱつドリルの猪ちよ突とつ猛もう進しん貴族娘むすめなのかって疑いたくなるくらい、ちっともセルニアらしくない態度だった。

　目の前で取り乱す今まで見たことのないセルニアに、秋晴はどうすればいいのか分からずに立ち尽つくす。

　アクションが起こせないままのこちらに対し、ますますテンパったように頬ほおに手を押しつけたセルニアは、視線をあちこち彷徨さまよわせて、

「今のは、その、違うのですわっ。そういうことではなくて、きっと……そう！　何かの間違いですわよ！」

「あー……そ、そうなのか？」

　勢いに押されて秋晴が話を合わすと、セルニアはパッと表情を明るくして、

「ええっ、そうですわ！　そうに決まってますわよ！　私は何も…………言って……」

　ここが勝負所と言わんばかりに口早に話していたのに、不意に喋しやべるのを止やめてしまう。

　綻ほころびかけていた口元を強こわ張ばらせて、何かを堪こらえるような表情になり……

「──いいえ、違いますわね」

　どうしたのか不安と心配に駆かられる秋晴の耳に、そんな呟つぶやきが聞こえて来た。

　桜色の唇くちびるをキュッと結び、ちょっと顎あごを引いてこちらを見てくるセルニアは、さっきまでの慌あわてふためいていたのはどこに消えたのかと訊きたくなるくらいに凜りんとしていた。

　これから戦いに臨むみたいな表情で、強い意志を感じさせる碧みどり色いろの瞳ひとみがこちらを真まっ直すぐに捉とらえている。

　逃がさない、というより、逃げてたまるかと言うようなその目に、秋晴は完全に呑のまれてしまって、動けない。

「……誤ご魔ま化かして無かったことにしようだなんて、私らしくありませんわ。意図せずとも、自分が放ってしまった矢の行く先には責任を持つべきですし……それにいつまでも次の機会がある訳ではないと、先月身に染みて理解したばかりですものね……」

　静かで、それでいて力の籠こもった声は、己に言い聞かせている感じがした。自分の言葉で自分を縛しばり、背はい水すいの陣じんを敷くことで奮ふるい立たせようとするみたいに。

　こんな状況なのに、秋晴はそれをとてもセルニアらしく思って、なんだか眩まぶしく見える。それから……とてつもなく綺き麗れいに。

　戦いの女め神がみが実際にいたらこんな感じなんだろうなと場違いな感想を抱いだく秋あき晴はるに、セルニアがゆっくりと唇くちびるを開いて話しかけて来る。

「こんなはずではありませんでしたけれど、言いますわ。ええもう、言いますわよ、言ってやりますわよ……！」

「…………そんな、嫌いやそうに……」

「嫌にもなりますわっ！　全く、意味が分かりませんわよ！　どうしてこの私がこんな風に、醜しゆう態たいを晒さらして……！」

　……あれ、おかしい。告白される流れかと思ったのに、本気で嫌そうなんですけど……これって、どういうことなんだろーか？

　沸ふつ々ふつと怒いかりを再点火しているセルニアの様子に、状況についていけていない秋晴は指先で頬ほおを掻かいて、

「あーっと……その、さっき好きとか言っていたような……」

　やっぱり間違いだったんじゃないかなぁ、と思いつつ訊きいてみた。

　するとセルニアは一際強く睨にらみを利かせてきて、




「ええ、そうですわよっ！　貴方あなたのことが好きですわよ、それがどうかしましたのっ?!」




　──思いっきり逆ギレしながらだけど、ハッキリと口にした。

　しかもそれで終わらず、秋晴の着ているコートの襟えりをぐっと掴つかんで、

「全く、冗じよう談だんじゃありませんわ！　悪趣味なフランス映画でもここまで酷ひどい展開にはしませんわよ！　この私が、選よりにも選って秋晴のことを好きになるだなんて、最悪ですわ！」

「だ、のっ……お前、好きか嫌きらいかどっちなんだよ?!」

「どっちもですわ！　そうでなければこんなに厄やつ介かいなことにはなりませんでしたわよ！」

「だから何で俺おれが責められてるみたいになるんだよ……」

　頭をガシガシと掻かいてぼやくが、ちっとも状況が整理しきれない。

　好きだと言われても、それを嬉うれしいと思うより、衝しよう撃げきが強すぎて全すべての感覚が麻ま痺ひしているような感じだった。

　これは本当に現実の出来事なのかと疑わしくなる秋晴に対し、セルニアは襟を掴んでいた手を離はなして一歩退しりぞく。

　ただし燃えるような目つきはそのままで、苦々しそうに口元を歪ゆがめて、

「ああもうっ、いつもいつも私のペースを乱してくれますわねっ?!　こんなことばかり……もう散々ですわ！」

「……あの……だから……」

「何ですのよ!?」

「…………いや、何でもないです……」

　ギロッと怨おん敵てきのように睨にらまれてしまい、秋あき晴はるはすごすごと主張を出さずに引っ込める。これは違う、女め神がみじゃなくて鬼おにの類たぐいだ。

　一向に収まる気配のないセルニアは、空腹のライオンみたいに喉のどの奥で唸うなりながら踵きびすを返し、元いた位置まで戻ってスーツケースを手に取った。

　そして再びこちらを振り向いて、

「もう部屋に帰らせて貰もらいますわ！　この雪せつ辱じよくはいずれ果たしますから、首を洗って待ってなさい！　それと腹立たしくてムカムカしますから、しばらく話しかけて来るんじゃありませんわよっ?!」

　一方的な言葉を吐はいて、そのまま荒い足取りで寮りようへ行こうとする。

　それを呆ぼう然ぜんと見ていた秋晴は、すぐに置いてきぼりを食らいそうになっていると気付いて、慌あわてて離はなれていく背中に声を飛ばした。

「ちょっ、待て！　そんなこと言われて、俺おれはどうすりゃ……!?」

　我ながら情けないと思う声は無事に届いたらしく、セルニアは足を止めないまま顔だけこちらへと向けて、

「どうするかなんて勝手に決めればいいですわ！」

　一いつ喝かつし、そのまま去って行ってしまった。

　遠ざかっていくセルニアに、秋晴は手を伸のばしかけた体勢のまま固まってしまい……あっという間に姿が消えて、ゆるゆると手を下げる。

　……確かに、言われた通りだ。どうするかなんて自分で考えて決めればいい。正論過ぎて言い返す言葉が出て来なかった。

　とはいえ──急に、好きと言われて。

　しかも、あんな風に怒いかりを振りまかれて。

　その上、何の要求もなかった。

　付き合えだとか感想を言えだとか、そっちの気持ちを教えろだとか、色々とあっていいはずなのに、何もなかった。

　ただ、『好き、でも嫌きらい』とだけ伝えられて、しばらく話しかけるな、自分のことは勝手に決めろと言い捨てられて──

「……………………本当に…………どうしろっていうんだよ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくけど、答えなんてどこにも転がっていない。

　頭を抱かかえてしゃがみ込みたい衝しよう動どうが込み上げてきたものの、それをぐっと堪こらえた秋晴は、大きく息を吐はきながら空を仰あおいで……

「…………俺は……どうしたいんだ……？」

　誰かにではない自分への問いかけだったけど、やっぱりハッキリとした答えはなく。

　濃こい霧に隠かくれたように不ふ明めい瞭りような気持ちが確かにあることだけしか、分からなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──人ひと気けの少ない日曜の白はく麗れい陵りようで、大きな声を上げれば少しばかり離はなれた所にいても耳に入ってしまう。

　しかも、それが良く知っている相手の声だと分かれば、気になって見に行くのも当然の行動といえるはずだ。

　セルニアが去った方向とは逆の、秋あき晴はるが背を向けている校舎側にいて、興こう奮ふんしていた二人に全く気付かれることはなかった。

　だから途と中ちゆうからとはいえ──気付かれないまま。

　彩さい京きよう朋とも美みは二人のやり取りを、最後まで見てしまった。







[image: ]










[image: ]




　──大だい地ちの様子が、おかしい。

　日ひ野の秋あき晴はるが初めにそう思ったのは、もう十日近く前のことだ。

　その日は同じ従育科の岡おかから頼まれる形で、大地を連れ出しダブルデートっぽく遊びに行った……が、別々に帰って来た後、大地の様子があからさまにおかしかった。

　これはどうしたことだろうと、別れてから何かあったのかと岡に訊きいてみたが、何やら意味深な笑みを浮かべて否定され、分からず仕じ舞まい。

　大地に直接訊いてみても何も答えてくれないので、秋晴は大人おとなしく引き下がるしかなかったのだが……

　流石さすがに、十日近くも『これはちょっと空気が綺き麗れいで心安まる田舎いなかの保養地にでも行かせた方がいいんじゃなかろーか』と思ってしまう状態が続くと、看かん過かするのも難しい。

　夕食も残すことが多いし、朝起きると一いつ睡すいもしていないような顔をしていることもある。

　このまま放っておくなんて出来るはずもないので、秋晴は意を決して就寝前に話しかけることにした。

「……なあ、大地」

「っ!?　な、なんだ?!」

　ただ呼び掛けただけだというのに、ベッドに座っていた大地が大おお袈げ裟さに振り向いた。しかも両手で胸元をギュッと掴つかむようなポーズまで取っていて……うん、やっぱり変だ。ここのところずっとこんな調子だが、だからって次第にまともっぽく見えてくることも無し。

　どうしたもんかなー、と思いながら、秋晴も自分のベッドに座り、

「ここ最近、なんか様子が変だけど……もしかして、悩みとかあるのか？」

「………………悩みなんて、無い。ちっとも無いぞ」

「そうか？　じゃあ近頃のおかしな行動は何なんだよ？」

「……お、おかしなところなんて、どこにも無いはずだ……！」

　ちょっと語気を強めてそんなことを言うが、まるで頷うなずけない。鏡を見せるか、もしくはここ最近の様子が録画してあれば大画面に映し出してやりたいくらいだ。

　例えば──




○数日前、体育の授業の時

「……おい、大だい地ち？　いつまでぼーっとしている気だ？」

「ひ、日ひ野のっ!?　何か用か?!」

「用っつーか、そろそろ体育の授業、始まるぞ？　さっさと着替えないと遅刻に……」

「そっ……目の前で着替えろだなんて、一体何を……!?」

「…………いや、別に目の前でなんて一言も言ってないから。更こう衣い室しつでも近くのトイレでもいいから、着替えて来いよ」

「…………あ、ああ……」




○一昨日おととい、奉ほう仕し活動の時

「なあ、そっちの掃そう除じは終わったかー……って……なんだそれ……？」

「……？　どうかしたのか、日野？」

「いや……ゴミ拾いは終わったみたいだが、その……足下に散らばった大量の花びらはどうしたんだ？」

「……っ!?　こ、これは、別に…………占うらないなんてしてないぞ！」

「……………………まあ、ちゃんと片付けるなら良いけど……」




○今け朝さ、起き床しようした時

「…………ん……朝……？」

「……………………」

「ふぁ…………あ？」

「……………………」

「…………だ、大地？　お前、一体……何してるんだ……？」

「……………………別に、何もしていない」

「……や、その…………ベッドの横からじっと見下ろされるだけでも、相当に……」




　──とまあ、こんな具合でかなり色々とおかしかった。

　特に今朝のはヤバい。起きぬけの微睡まどろみなんて一いつ瞬しゆんで吹っ飛ぶくらい驚おどろいて、もう少しで悲鳴か魂たましいが出るんじゃないかって思ったし。

　だって、ベッドのすぐ横に作さ務む衣えの上に半はん纏てんを着た人間が立っているって、ちょっとしたホラーだろ。しかもなんか思い詰つめたような、かなり神しん妙みような顔をして……カーテンが開いていて多少明るかったからまだしも、あれで真っ暗だったら確実に叫ぶか気絶の二に択たくだ。

　そんな訳で、ダブルデートから日を増すごとに大地の様子がおかしくなっていて、流石さすがに放置出来ないレベルになったからこうして声を掛けてみたが……やっぱり、変だ。

　昼間の食堂での奉ほう仕し活動も、普段の大だい地ちならまずしない注文ミスとか、客の呼ぶ声に気付かないとかあって、秋あき晴はる以外の生徒も『これは何かおかしい』と思い始めている。

　放課後に深み閑かんから説教を受けていたみたいだけど、夕食の時もやっぱりどこかぼんやりしていたし、快方に向かっていない。

　──となると、やっぱりここはルームメイトの自分の出番だろう。

　ただでさえ大地には何かとフォローされることも多くて、助けられている。精神的に疲れている時だって、つい愚ぐ痴ちを言ってしまっても最後まで聞いてくれるし、さりげない気き遣づかいに感謝してばかりだ。

　だからこそ秋晴は、この機会に少しでも恩を返そうと意気込みつつ、改めて大地へと問い掛ける。

「自分じゃ気付いてないのかも知れないけど、最近のお前って相当に変だぞ。悩みが無いっていうならそれでいいが、何かストレスでも溜たまってるんじゃないか？」

「…………ストレス……？」

　こちらの言葉に、大地は考え込むように項垂うなだれる。即座に否定しない辺り、その可能性に気付いていなかったのかもだ。

　急せかさずゆっくり考えて貰もらおうと、秋晴はベッドに座り直して胡座あぐらを掻かく。

　俯うつむいたままの大地は、小さな手を置いた膝ひざを撫なでさするように動かして、

「……ストレス……これは、ストレスなのか……？」

　何かは分からないけど、ヒットしたらしい。

　ただ、特にハッとした様子は無いので、もやもやと蟠わだかまりみたいなものがあって、それがストレスだと認識しただけなのかもだ。

　そんな状態でも取っ掛かりがまるでないよりはマシなので、秋晴は焦あせりすぎないよう気を付けながら、

「そうだ、って断定は出来ないけど、可能性は高いんじゃないか？　最近ちょっと体調悪いみたいだし、あんまり寝てないだろ？」

「っ……?!　ど、どうして日ひ野のが僕ぼくの睡すい眠みん状況を知っているんだ!?」

「や、同室で暮らしてれば分かるっての。俺おれより早く横になっても全然寝付けて無いみたいだし、それなのに起きるのは俺より先だし」

「…………」

　大地は顔を上げて愕がく然ぜんとしているけど、こんなのカーテン一枚しか隔へだてる物がない部屋で暮らしていれば、普通分かる。冬場だからもぞもぞと何度も寝返りを打つ布ふ団とんの擦こすれる音もよく聞こえてくるし、今け朝さのことは措おいておくにしても、こっちが六時に起きているのにいつもベッドは空からだ。元々自分より早く起きているとはいえ、あからさまに疲労を残した顔色をしているんだから、睡眠不足なのは丸分かりだろ。

　……だっていうのに、どうして大だい地ちは世界が終わったみたいな顔をしているんだか。あの反応、轟とどろきが死を覚かく悟ごしてエロ本を寮りように持ち込んだ夜に、突然深み閑かんが『これより抜き打ちで持ち物チェックを行います』と乗り込んで来た時と同じだ。

　絶望を漂ただよわせた表情の大地を見て、秋あき晴はるは頬ほおを軽く指で掻かく。そこまでショックを受けることでもないのに、この反応。

　もしかするとこれは、

「……俺おれに何か隠かくしている……とか？」

「…………っ!?」

　イエスともノーとも言わないが、慌あわてて視線を逸そらしたのが答えみたいなもんだ。

　当て勘かんに近かったとはいえ、予想が当たってしまったことに、秋晴はどうしたものかと右耳の安全ピンを弄いじる。

　隠し事の一つや二つあっても、別に構わない。そりゃあオープンに話し合える仲が理想的だけど、大地の性格を加味すればそんなの求める方が無む謀ぼうだし、適度な距きよ離り感かんを保ちつつ互たがいに助け合えれば十分だ。

　……とはいえ、肝かん心じんの悩みが何なのか分からなくちゃ相談にも乗れないし……おまけにあの反応、もしかするとピンポイントで自分には言いたくないことなのかも知れない。

　だとすると、このやり取りは大地に負ふ担たんになるだけか。良かれと思っての行動だが、それが悪く働くってこともあることだし……

　そこまで考えて、秋晴は改めて大地を見る。

　ベッドにちょこんと腰こし掛かけた大地は、ただでさえ小こ柄がらなのに膝ひざを抱かかえるような体勢でいるせいか、余計に小さく感じられた。ちらちらとこちらを窺うかがう目は、どこか怯おびえを孕はらんでいる気もして……こうなると、もうこっちが取れる行動なんて殆ほとんど限られている。

　仕方ない、と秋晴は小さく息を吐はいて、

「まあ、あれだ。お前が大だい丈じよう夫ぶっていうんならそれでいいし、俺に言えないことがあってもいいから。ただ、俺に出来ることがあったり、本気でキツい時はちゃんと言ってくれよ？」

「…………日ひ野の、僕ぼくは……」

「あー、いいって。寝ようとしていたところ、悪かったな」

　こちらの言葉を聞いて本気で済まなそうな顔をする大地に、秋晴は軽く笑って会話を打ち切った。

　それからベッドを仕切るカーテンを閉め、しばらくして大地が部屋の灯あかりを落として真っ暗になる。

　自分のベッドに横になりながら秋晴は、横を向いて──真っ暗でおまけにカーテンもあるが、その先にいるはずの大地を見た。

　あんな会話の後だからちょっと難しいかもしれないが、今日きようはちゃんと眠ねむれることを祈いのっておく。

　……にしても……十日経たっても解決しない悩みって、一体何だろーか？　中学の時の自分みたいにドツボに嵌はまる前にどうにかなるならいいが……ちっとも見当が付かないから、その予測も立てられない。

　まあ、何にせよ、

「……年頃だし、こーいうこともあるか」

　そう口の中で呟つぶやいて、秋あき晴はるは布ふ団とんを掛け直して目を閉じた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……なあ、本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「……平気だ。問題は無い」

　何度訊きいても同じ答えが返ってくるが、秋晴としても『あ、そうなんだ』と納なつ得とくは出来ない。というか、自分だけでなく轟とどろきでさえ「なんや具合悪そうやな」と言うくらい、今日きようの大だい地ちはどう見ても絶ぜつ不調だった。

　一夜明けると、昨日きのうまでの調子の悪さが嘘うそみたいに──なんて展開は、残念ながら無理だったらしい。

　やっぱり秋晴よりも早く起きていた大地は、目の下に薄うつすらと隈くままで出来ていて、ひょっとすると一いつ睡すいもしていないんじゃないかって顔色をしていた。

　なのに気を張り詰めていて、授業中に寝てしまうことも、昼休みの奉ほう仕し活動でミスをすることも無く、会話だってしっかり受け答えする。

　ただしふとした瞬しゆん間かん、立ったまま寝てるんじゃないかこいつ、と思うくらい『自分もう限界っす』って感じのオーラが全身から出ていて、ちっとも安心出来ない。

　おまけに今日の午後にある従育科の授業はというと、かなりハードな予感がする。

　何しろ場所が、屋内型の温水プールだ。走ったり山の中を歩いたりするのも辛つらいが、水中での負ふ荷かを考えると水泳の方がキツい。

「──それではこれより、緊きん急きゆう時じに於おける訓練を開始します。設定は洋上、水に慣れ次第波を起こしますので、皆さん備えを忘れないよう気を付けて下さい」

　淡々と説明する深み閑かんはいつも通り藍あい色いろのメイド服姿で、当然秋晴達も従育科の制服を着たままだ。制服を着たままプールに入るのは編入してすぐにあった授業の時以来だから、ちょっと懐なつかしい気分になる。

　……まあ、そんな悠ゆう長ちように浸ひたっていられるのも今だけだけど。すぐに地面に二本の足で立って歩けることを泣いて感謝したくなるくらい酷ひどい目に遭あうんだろうし。

「水に慣れた後は、第二段階へと移行します。プールの中央に人形が沈められていますので、それを皆さんの主人と仮定し、無事に救出するように。プールから上がり人工呼吸をするまでが一つの行程となりますので、迅じん速そくかつ安全を心掛けて動いて下さい」

「深み閑かんセンセ、人工呼吸するんやったら人形よりも実じつ践せんでやる方がええと思うで！」

「……それがお望みというのであれば、先に轟とどろきさんが人形の代わりに沈しずむことになりますが、異論は有りませんね？　ただし救助を希望する生徒が居ない場合、そのままプールの底を漂ただよって貰もらいます」

「ぐっ、死ぬ予感大やと……!?　その時は深閑センセが助けてくれて、濡ぬれた体で熱ねつ烈れつな接せつ吻ぷんをプレゼントするっちゅう展開は──」

「今すぐに沈みたいというのであれば、その願いだけ叶かなえて差し上げますが？」

　淡々とした口く調ちようだけど、銀フレームの眼鏡めがねの奥で深閑の目が細められて、とても怖こわい。全然関係の無い秋あき晴はるですら体感温度が一気に数度下がったように感じられ、流石さすがの轟もそれ以上馬鹿な口出しはしなかった。

　それでも浮かれた雰ふん囲い気きは残したままなんだから、あの似え非せ関かん西さい人じんはある意味凄すごい。いやまあ、感心は出来ないけども。それに茨いばら城きの人だし。

　秋晴にはとてもじゃないが、そんな余よ裕ゆうは無い。プールの授業は久しぶりだし、前にセルニアが海で溺おぼれかけて救助したこともあったから、この手の訓練は真ま面じ目めにやらないと。

　それにもう一つ付け加えれば……やっぱり、大だい地ちが気になる。

　ちらりと横を見ると、顔色は悪いのに毅き然ぜんとした表情を崩くずそうとしないルームメイトがいて、見学に回ろうなんて考えはどこにも無さそうだった。

　深閑は冷血なように見えて実は生徒想おもいな人だから、体調が悪いと自主申告すれば休ませてくれるのに……意地でも授業に挑いどもうって気き概がいが溢あふれていて、こちらの説得はどうにも受け付けてくれそうに無い。

　なので秋晴としては、大地が無事に乗り切ってくれることを祈いのるばかりだ。……まあ、単純な実力でいえば自分より遙はるかに格上なヤツだから、そんなことよりむしろお前が頑がん張ばれって言われそうだけど。

「それでは、他ほかに質問が無ければ『困った時のいん・ざ・ぷーる☆中級編』を開始します。宜よろしいですか？」

　生徒一人一人の顔を順に眺ながめてそう言った深閑に、誰も手を挙げたり口を開いたりしない。

　……が、どうにも我が慢まん出来なくなって、秋晴は恐おそる恐る挙きよ手しゆした。

　すぐに深閑がこちらへと目を向け、

「日ひ野のさん、何か有りますか？」

「えーっと……授業内容とはあんまり関係無いんだが……たまに出るそのサブタイトルみたいなのって、誰が考えたんだ？」

「理事長です。授業計画書を提出する際に付けられました」

「あー……なるほど」

「──まさかとは思いますが、私が考えたとでも？」

「…………」

　無言で否定をアピールするが、ほんの少しだけその可能性もあると思っていた。どちらかというと、予想というより願望に近いけど。

　だって無表情なクールビューティーが、変な授業に名前を付けている姿を想像したら、途と方ほうもないギャップが愛らしすぎてうっかり惚ほれかねないレベルだし。いやまあ、実際にそんな場面を目もく撃げきしたら、たぶん何も見なかったことにするんだろうけど。

　射抜くようにこちらを見つめた後で、深み閑かんは他ほかの生徒を一いち瞥べつし、

「他に質問は有りませんか？　……では、皆さんプールに入って下さい」

　いよいよ指示が来たので、秋あき晴はるは諦あきらめてプールサイドを進む。一度プールのヘリの近くに座り込み、右足から水の中へ入れ──

「……っ!?」

　予想外のことが起こり、慌あわててプールから飛び退のくように足を引っこ抜いた。勢いづき過ぎて後ろに倒れ込んでしまったけど、そんなの気にしていられない。

　まだ誰も入る前だったらしく、自分以外の従育科生が不思議そうにこちらを見てくる。特に近くにいた女子連中は、睨にらみながらスカートの前を押さえて……って、覗のぞこうとしてやったと勘かん違ちがいされているのか、これは。

　自分の名めい誉よと仲間の安否の為ためにも、一秒でも早く誤解を解かなければ大変なことになってしまうと、秋晴は慌てて体を起こす──けど、突とつ然ぜん肩かたをポンと叩たたかれて、言いかけていた言葉を呑のみ込んでしまう。

　見上げれば、馴なれ馴れしく肩に手を置いたままにやけた笑みを浮かべる馬鹿がいて、

「まだまだやなぁ、あっきー。覗く時はもっとこう、大だい胆たんかつ繊せん細さいなアクションが必要なんやで？　もしくは絶対に悟さとられないステルス性が求められるんや」

　勘違いを通り越して全く必要のないアドバイスをすると、轟とどろきはわざとらしくオールバックにした髪かみを撫なでつける。

　そして視線を秋晴からプールへと移し、

「せやけど、誰よりも早くベストポジションを確保しようっちゅう発想は見事や。何せ自然と低い位置からスカートの中を覗くことが出来るんやからな！」

「……いや、俺おれはそんなつもりじゃなくて……」

「ええって、皆まで言うなや。怖おじ気けづいたあっきーに代わって、このナイスガイが絶景スポットを確保し、男の生き様を見せたる！」

　そう言うと轟は軽く膝ひざを曲げて、上体を前まえ屈かがみにして……って、まずい。この馬鹿、プールに飛び込むつもりだ。

　ここのプールは水深が三メートル以上あるから底に頭を打つような心配は要いらないけど、今は全く違う問題がある。

　だから慌あわてて秋あき晴はるは轟とどろきを止めようと、

「待っ、ちょっと待てこの馬鹿！」

「馬鹿やないから待たん！　濡ぬれ濡れで透すけまくりの桃とう源げん郷きようへ、いざっ！」

　伸のばした手はギリギリで轟の着ていたモーニングコートの裾すそを掴つかめず空振り、意気揚よう々ようと無む駄だに綺き麗れいなフォームで脳内をエロで埋うめ尽つくした馬鹿がプールに飛び込み……

「──ひぎぃぃぃぁあああぁっ!?」

　施設全体に響ひびくような、悲鳴を上げた。

「…………だから待てって言ったのに……」

　やれやれと呟つぶやくが、もう遅い。

　バシャバシャと轟がプールの中で暴れて、他ほかの連中は何が起きたのかと悲鳴の理由が分からずに戸と惑まどっているが、秋晴には分かる。

　さっき爪つま先さきを水につけた時、ビリッと痛みが走るくらいに水が冷たかった。全天候型の温水プールだから、てっきり適温の水が張られていると思い込んでいたところに、ひょっとすると一ひと桁けた台だいなんじゃないかって冷たい水の歓迎を受ければ、過か剰じような反応の一つや二つも仕方ないはず。

　座ったままの状態で秋晴は振り向き、ただ一人表情を変えていない深み閑かんを見上げる。

「……で、これはどういうことだよ？」

「設定は洋上と言ったはずです。今の季節を考こう慮りよし、更さらに難なん易い度どを調節する為ため、十度以下の水温での訓練にしました」

「それを言ってくれないと死ねるって。犠ぎ牲せいになったのが轟だからまだ良かったけど」

「油断は大たい敵てきです。授業とはいえ気を緩ゆるめぬよう隠かくし要素を入れておくといいと、理事長が珍めずらしく良い発言をしましたので」

　いやあの理事長のことだから、単に面白がっただけだろ。そもそも、何一つとして良い発言とは思えないし。

　微び妙みようにずれた発言をする深閑に、秋晴は深いため息を吐つき……

「…………あの……慎しん吾ご君、沈しずんでるけど……」

「わざわざ逆さになってから沈むような余よ裕ゆうがあるんだ、放っとこう」

　呆ぼう然ぜんと呟いた三さん家けの言葉には素そっ気けなく返して、改めて入念に準備運動を開始した。




「くぁ……やっぱキツいな、これは……！」

　慎しん重ちように入ったところで水が冷たいのに変わりはなくて、秋晴は立ち泳ぎをしながら身を震ふるわせた。氷が浮いていても不思議に思わない水温は強きよう烈れつで、水に慣れる前に体が冷え切って動けなくなってしまいそうだ。

　同じくプールに入った他ほかの従育科生もキャーキャー悲鳴を上げているし、この授業懐なつかしいなぁとか服を着たままだと動きづらいとか、そんなのどうでもよくなる。

　何とかギリギリで耐えられるのは、これまでに真夏に鳥とつ取とり砂さ丘きゆうを横断したり冬の雪山を踏とう破はしたりと、無茶な経験があるからだ。後は気合い、やらなきゃ終わらないんだからやるっていう気合いで……！

　長なが丁ちよう場ばになると風か邪ぜどころか肺はい炎えんになる危険性すら感じて、少しでも早く人形救出を終わらせようと、秋あき晴はるは急ぎでプール中央辺りまで泳ぐ。水に顔をつけたくないから平泳ぎをするけど、水を掻かくだけで指先が痛くて泣きたくなる。

　……というか、肝かん心じんの人形は沈しずんでる訳だから、潜もぐらなきゃいけないって……本気で死ぬんじゃないか、これ？　馬鹿をやっていた轟とどろきもすぐに真まっ青さおな顔で浮いてきたし、課題クリアの為ためとはいえ底まで潜って人形を抱かかえて浮上するのは、温水でもキツい作業だ。

　中央近くまで来たものの、どうしたものかと二の足を踏んでいる秋晴の耳に、硬こう質しつな深み閑かんの声が聞こえてきた。

「では、そろそろ主人が浮上します。猶ゆう予よは三十秒と設定しますので、皆さん落ち着いて自分の主あるじを救出して下さい」

「……へ？　浮上って、何が？」

　言葉の意味が分からず振り返ると、プールサイドから少し離はなれた場所に移動していた深閑は、何やらレバーを傾けていた。

　するとプール全体が軽く振動するように水面が波立って、それが収まる頃にぷかりと大人おとなサイズの人形が浮いてくる。

　次々と水面に並び始めたそれを見て、秋晴は納なつ得とくしながら手近な所にあった人形を掴つかんだ。きっとプールの底に固定していた何かを、深閑がさっきの装置で取ったか開けたかしたに違いない。

　おかげでこの冷たい水の中に潜らずに済んだと、ホッと安堵あんどし──かけるが、あることに気付く。

　……さっき言っていた『主人が浮上します』というのは、これのことだろう。

　なら、その後に言った『猶予は三十秒』というのは、一体何のことだろーか？

　服を着たまま、しかも自分と殆ほとんど変わらないサイズの人形を抱えてとなると、とてもじゃないが三十秒でプールから上がるのは無理。タイムオーバーで救助失敗になるっていうのが一番分かり易やすいものの、深閑は無茶は言うけど無理は言わないので、たぶん正解は別だ。

　だとすれば……と考える間にも人形を脇わきに抱えてプールサイドを目指して泳ぐけど、やっぱり遅々としてしか進まない。他の生徒も同様らしく、バシャバシャと苦戦する音ばかり聞こえてくる。

　そして秋あき晴はるが残り半分の辺りまで来た時──さっきの謎なぞが、解けた。

　……というか、正解が目の前で起こり始めたっていう方が正しいと思う。

　どれだけ鈍どん感かんな奴やつだろうと、泳いでいた水面が顔の位置を越えるくらい大きく波打って、しかも勢い良く流れ始めたら理解するはず。

　つまり、さっきの深み閑かんが言っていた猶ゆう予よっていうのは、波が出るまでの時間であって、

「設定は洋上、なんてわざわざ言ったのはこれのせいかっ！」

　そうと知っていればちょっとは無理して急いだのに、もう遅い。

　自分と抱かかえている人形ごと押し流すように波が押し寄せて来て、頭から水を被かぶってしまう。悲鳴が出ないくらい冷たくて、思わず身を縮ちぢこまらせてしまいそうになるのを、秋晴は懸けん命めいに堪こらえる。

　全力でバタ足をしても少ししか前に進まないが、それでも頑がん張ばらないことにはこの状況を打破出来ない。不幸中の幸いというべきか、水の流れは一定じゃなくてたまに後ろから体を前へ押し流すようにもなるから、諦あきらめなければ体力が尽つきる前にプールサイドに辿たどり着くことが出来るはず……！

　初めての授業の時には混乱するばかりだったけど、あれからもっと酷ひどい経験をしまくってきたので、まだ冷静でいられる。

　それは秋晴だけじゃないようで、悲鳴に近い声があちこちから聞こえてくるが、本気で助けを請こう響ひびきは無かった。皆、同じように成長を──




「ひぁぁっ?!　たっ、助けてくださいぃ〜！」




　……訂てい正せい、あんまり成長の色が窺うかがえないヤツもいた。

　日頃から聞き慣れた声が耳に届いた瞬しゆん間かん、秋晴は身を固くして何が起きても大だい丈じよう夫ぶなように構える──が、後ろから盛大に体当たりを食らって、呆気あつけなく水面に顔から突つっ込んだ。

　もう冷たいというより痛くて、目を開けるのもキツい。しかも首に細い何かが巻き付いてきて、苦しさも倍増だ。

　でも警けい戒かいしていたおかげか、パニック状態にはならずに済んで、歯を食い縛しばって立ち泳ぎの要領で浮上する。

　水に比べて温かい空気がとてもありがたいが、その幸せを噛かみ締めてもいられない。

「ぷはっ……おいっ、大丈夫か四し季き鏡かがみ?!」

「だ、だ、大丈夫でひゅ！」

　首をホールドされているので振り向けないままに秋晴が問い掛けると、あんまり大丈夫そうじゃない返事が来た。

　変で過か酷こくな授業と同じくすっかり慣れたが、案あんの定じよう後ろから猛もう烈れつな勢いで攻こう撃げきしてきたのは四し季き鏡かがみで、死にたくないと言わんばかりにギュッと抱だき付いて来る。そうなるとこっちは余計に苦しいし身動きも取りづらくなるが、暴れられるよりまだマシか。……というか、両腕うででしがみついているってことは、こいつ早くも人形救出に失敗したってことだよなぁ。むしろ自分が助けて貰もらう立場になってるし。

　冷えた首筋に四季鏡の熱い呼吸がくすぐったくて、ついでに背中で押し潰つぶされた大きな何かと、腰こしを挟はさむように絡からんでいる足が色々と場違いな想像力を働かせるけど、極力無視。

　とりあえず流されてプールサイドから遠ざからないよう抵抗しながら、秋あき晴はるは必死で腕の中の人形もキープし、

「それでお前っ、自力でどうにか出来ないのかっ!?」

「わっ、私、今まで黙だまっていたんですけど、実は泳ぎがとても下へ手たでっ！　勝手に体が沈しずんでしまうんですっ」

「そっ……」

『その人一倍大きな胸は浮き袋の役目は果たさないのか』と言いかけたものの、セクハラになってしまうのでぐっと堪こらえる。

　仕方ない、四季鏡に期待するよりも自分が頑がん張ばる方が助かる可能性は高いはず。見捨てる訳にもいかないし、やれると信じて要救助者二人をプールサイドまで運ぶだけだ。

　正直かなり無む謀ぼうだろうが、それでも秋晴は懸けん命めいに泳ぎながら、

「とりあえず四季鏡、お前は動くなっ。俺おれがどうにか連れて行くから、ちょっとの間だけ我が慢まんしてくれ！」

「はっ、はいぃ〜。でも、その……こんな私でも、少しくらいは日ひ野のさんのお力になれると思うんです！」

「いや現時点で最高に迷めい惑わく掛けてるからこれ以上は勘かん弁べんしてくれって!?　しがみついていればそれでいいからっ」

「うう……それじゃあ、せめてもの応援として……」

　人を不安にさせる言葉に嫌いやな予感は増大するが、不規則な荒波の中で前に進むだけで精一杯の秋晴に、他ほかに出来ることなんて無い。

　それでも、キツく首に巻き付いていた感かん触しよくが和やわらいで、四季鏡が片腕を解いたことが伝わってくる。何をする気なのか読めなくて、更さらに不安は増大。しかも動くなって言ってるのに、微かすかに背中からもぞもぞやっている振動が伝わってくる。

　とても気になるが、集中しないと呼吸の際に水を飲んでしまいそうだし、ゴールに向かうことも難しい。

　なので秋晴は極力背中の四季鏡を無視して、油断すると沈みそうになる体を上う手まく使い、懸命にプールサイドを目指して進む。

　やっぱり無理をしているせいか、早くも息切れし始めて、それでも無心に荒れた水面を片手で掻かき分けるように前へと、

「よい、しょっ……きゃうっ?!」

「…………!?」

　背中の四し季き鏡かがみがバランスを崩くずしたらしく、頭にしがみつくようにのし掛かって来た。

　……や、まあ、それはいい。これくらいで沈ちん没ぼつはしないし、衝しよう撃げきも大したことは無かった。四季鏡がやらかすのはある程度織り込み済みだから、背負った時点で覚かく悟ごは固めている。

　じゃあ何がどうなのかと言うと──後頭部にある、この感かん触しよく。

　濡ぬれた髪かみ越ごしに感じるそれは、柔やわらかいのにやたらと弾力があって、頭を包み込むように挟はさんでいて……
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「……し、四季鏡……」

「は、はいっ？　何でしょうか？」

「や……なんというか、その……」

　余よ裕ゆうゼロな状況なのに、質問を口にするのを秋あき晴はるは躊躇ためらってしまう。

　頭に当たっているものの正体が何なのか──なんていうのはわざわざ確認を取るまでも無い。体勢から考えれば、ほぼ間違いなく胸だ。

　それだけでも多少なりとも問題だっていうのに、どうしてこんな──




「お前……ひょっとして、服脱ぬいでないか……!?」




　かなり頭の悪い発言だっていうのは自覚している。セクハラ以外の何物でもないと捉とらえられたら反論の余地は無いし、秋晴だってこんなこと言いたくない。

　でも、このダイレクトかつダイナミックなふよふよっとした感触と、太陽の日射しを一杯に浴びたタオルで拭ふかれてもこうはならないだろうって温かさは、他ほかにどう解釈すればいいのか。体が冷え切ったせいで、マッチを擦すったら火の中にごちそうとハッピーな家庭が見えましたっておとぎ話ちっくな幻覚体験でもしていると？

　しかし自分の濡れた髪がとんでもなく邪じや魔まに思ってしまうくらいに柔らかな感触は間違いなく現実なので、秋晴は半信半疑で訊きいてみたのだが……

　後ろ──というより、やや高い位置から聞こえて来た四季鏡の答えはというと、

「ええと、脱いでいるというか、脱ぎかけです！」

　とても良い返事だが、内容はアウト過ぎる。

　おまけに誰かに見られていたら本当にアウトというか、自分の風評的に人望終了になってしまうのがほぼ確実だ。どっと焦あせりながら秋晴は視線を走らせて誰もこちらを見ていないことを確認し、

「なんで脱いでるんだよっ!?　どこにもそんな必要性無かったはずなのに、どうして脱ぐ?!」

「でも、私に出来ることなんてこれくらいで……」

「いい話っぽい響ひびきだけど、どこにも繋つながりが見出せないからなそのセリフ！」

　全力で突つっ込みを入れて、秋あき晴はるは振り返──ろうとして、寸前で思い留まる。後頭部を挟はさみ込むようにしているソレがアレってことは、振り向いたらそれを顔で受け止めるってことだ。それはまずい、男としては一度は経験してみるべき夢の体験になるが、授業中に起きていいハプニングの範はん疇ちゆうを超えている。

　波間の向こう、プールサイドを見れば、

「…………」

　藍あい色いろのメイド服に身を包んだ深み閑かんが、プールを満たす冷水よりも冷たい目をして、こちらを射抜くように見ていた。

　そしてその手には──トランプのように広げられた、硬かたいビート板。

　生徒の安否には気を掛けている深閑のことだから、特別に秋晴だけ注目している訳じゃないんだろうけど、だからって授業中に破は廉れん恥ちな行動に出た者を見過ごしたりはしない。それは絶対に有り得ないと言い切れる。そうでなければ、少なくとも轟とどろきはもう少しリスクに見合ったご褒ほう美び的なリターンを得ていたはずだ。

　きっとこれは、許容されるギリギリの範はん囲い内。少しでも逸いつ脱だつすれば、あの手から放たれたビート板が、幸せな記き憶おくなんて残すこと無く打ちのめすに決まってる。よくやる万年筆投げの威い力りよくと、前に轟とどろきがはしゃいだ挙げ句にビート板を側頭部に食らって水中に沈んだのを間近で見た経験が、あれは食らってはいけないものだと警報を鳴らしまくりだ。

　振り返ることは叶かなわないと悟さとった秋あき晴はるは、とりあえず『違う、そんなつもりはそもそも無かったし、単に後ろの状態を確認したかっただけでね？』と自分自身に言い訳して、それから改めて四し季き鏡かがみに問い掛けた。

「……で!?　どうして脱ぬいだ?!」

「あのっ、日ひ野のさんのお世話になるだけでなく、私にも出来ることがあるんじゃないかと思ったんです。それで、せめてこの寒さから少しだけでも守れないかと……ほら、寒い時は肌はだと肌を擦すり合わせるといいって言いますし」

「いや負ぶさった状態じゃそれも無理だろ?!　それに俺おれが服を着たままだし！」

「ええと、日野さんも脱がせればいいんですか？」

「正解から真ま逆ぎやくの方向に進むなよっ?!」

「でもわたし、自分のことなら脱ぐのも脱げるのも得意なんですけど、あまり脱がせる方には自信が無いんです……」

「普通そんな自信生まれたりなんかしないっての！　というか、前半部分も色々とおかしかったからな!?」

「でもでもっ、濡ぬれた衣服のボタンを片手で外すのって、結構大変なんですよ！　それをすんなり出来たんですから、得意だって言ってもいいと思うんです！」

「お前の技能レベルを疑ってるって意味じゃねぇよ！」

　駄だ目めだ、突つっ込みが追いつかない。拘こだわるポイントが尽ことごとくずれてて、修正は最も早はや不可能だ。しかもこんなことで体力を使うとか、本当に無む駄だ過ぎる。ただでさえ他ほかの生徒より過か酷こくな状況に陥おちいっているのに、何をやっているんだか。

　流石さすがに自分が情けなくなって、秋晴は雑念を散らすように頭を振り、

「ぁんっ……ひ、日野さん、あんまり動かれると、その……」

「……っ、今のは俺が悪かった！　でも変な声を出すのは控ひかえような!?」

「でも、髪かみの毛が擦こすれて…………んんっ……！」

　集中しようとした矢先にこの有様で、全身から力が抜けそうになる。頑がん張ばれ、自分。この状況に打ち勝った際には、きっと今より誇ほこれる人間に成長しているに違いないから。

　今度こそ煩ぼん悩のうを振り切って秋晴は前へと集中するが、頭の悪いやり取りをしている間に少し流されてしまい、プールサイドへの道みち程のりは遠くなっていた。

　それでも、少しずつであろうと前へ進めるのは確かだ。

　水は痛いくらい冷たくて、指先の感覚はもう殆ほとんど無くて痺しびれるようになっていて、肌に張り付いた服が動きづらくて仕方ない──けど、進める。

　たぶん従育科に入ったばかりの頃なら、無理だったと思う。無ぶ様ざまに押し流されて、次第に体力が尽つきて終了だ。

　こんな形で成長が確かめられるのはあんまり嬉うれしくないが、右腕うでに人形、背中に四し季き鏡かがみというハンデだらけの状態でもやれるというのは、かなり励みになる。傍はたから見たら画的えてきには最悪だろうが、そこは無視で。

　ちょっとでも気が萎なえたら手足に力が入らなくなりそうで、秋あき晴はるはプールサイドに辿たどり着けるイメージを繰くり返し、ひたすら前へ、波が顔を直ちよく撃げきしても怯ひるまずに進み……

　とにかく必死だった秋晴は──トン、と腕うでに何かが触ふれる感かん触しよくがするまで、近くに誰かいることになんて、ちっとも気付かなかった。

　人形を抱かかえていた腕に走った微かすかな衝しよう撃げきに、殆ほとんど反射的にそちらへ視線をやると、

「ぇ……だ、大だい地ち!?　なん──げほっ!?」

「……………………ひの？」

　そこにいた意外な顔に、秋晴は思わず波が来るタイミングを測り損そこねて水を飲んでしまう。

　咳せき込みながら、何とかバランスだけは崩くずさないように努めるが……そうしながらでも気になってしまう程、大地の様子はおかしかった。

「大だい丈じよう夫ぶか?!　しっかりしろよ、おいっ!?」

　耳の近くで大声を張り上げるけど、そんな確認なんて必要ないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　声に力は無かったし、こちらを見る目は辛つらそうに細められていて、秋晴の目には今にも意識を手放しそうに映る。

　従育科の中でダントツに身体能力が高い大地がまだゴールしていないってだけでも異常事態なのに、この様子は本格的に危ない。授業開始前から万全とはかけ離はなれた体調だとは思っていたが、辛かろうじて人形は抱えているけど、むしろ人形に抱だき付いて流されているだけで精一杯に見えた。

　そのことが秋晴にはショックで、掛ける言葉も思い浮かばない。このルームメイトの体調が万全じゃないのは百も承知だったけど、それでもこうして実際に弱々しい姿を見るまで、こんな無茶な授業も簡単にクリアすると心のどこかで信じ切っていた。

　──馬鹿か、と自分を罵ののしりたくなる。

　大地自身がやると言い張っても、監かん督とく役の深み閑かんが止めなくても、本気で心配なら自分が止めるべきだった。いくら凄すごいヤツでも同じ高校生だ、限界なんてあるに決まってる。

　後悔が一気に押し寄せてくる……けど、秋晴は奥歯を噛かんでそれを受け流し、今起きている現実に集中した。

　自じ責せきの念に押し潰つぶされてヘコむのは寮りように戻ってからにする。

　そんなことより大事なのは、今にも溺おぼれてしまいそうなルームメイトと、どうにか無事に授業を乗り切ることだ。

「おいっ、大地！」

「…………ぁ……」

　叱しつ咤たしようと秋あき晴はるが強く呼び掛けると、何な故ぜか大だい地ちは気が抜けたように弱々しい笑みを浮かべて──そのまま、目を閉じてしまう。

　それとほぼ同時にするりと腕うでから力が抜けて、人形を離はなして水中に沈しずみ、

「くっ……！」

　──そうになったところを、秋晴はギリギリで腕を掴つかむことが出来た。

　その代わりに自分が抱いていた主人もどきの人形は離してしまったけど、気にしていられない。流されて誰かにぶつかったら悪いとは思うが、優先順位は明らかにこっちの方が上だ。

　俯うつむき加減になった大地は目を閉じていて、ひょっとすると意識が無いのかもしれない。腕を掴んでいるだけだと顔が水に浸つかってしまうので、秋晴は不安定な体勢に苦しみながら何とか大地の腕を自分の首へと回す。

　すると背中から切迫気味な四し季き鏡かがみの声が聞こえて来た。

「あのっ、私降ります！」

「だぁっ、待て待て降りるな！　今溺おぼれられたら流石さすがに助けられないし、第一そんな格好で離れるって有り得ないから！」

「でも、大地さんが……」

「いいから、お前は大地が落ちないように掴んでおいてくれっ」

　そう言いながらちらりと横を見れば、至近距きよ離りにルームメイトの横顔がある。

　普段は気を張って凜り々りしいのに、水に濡ぬれた顔は有り有りと疲れが見て取れて、呼吸は穏おだやかだけど意識は無さそうだった。

　張り詰つめていた糸が切れたように力尽つきた大地と、放って置けば簡単に二次災害を引き起こす四季鏡を連れて泳ぐのは──かなり、厳しい。

　今も波に押し流されないよう泳ぐだけで必死だ。おまけに人形に比べると、浮力が少ない上に呼吸を考えて水面より上に顔を持ってこさせるようにしなくちゃいけなくて、難なん易い度どが更さらに数段跳はね上がった。

　四季鏡にはああ言ったけど、これはもう助けを求めるか波を止めて貰もらうかしないとまずい結果になりかねない。ただ、パッと見る限り近くに他ほかの生徒の姿は無くて、いたとしても皆自分のことで精一杯のはずだ。

　そう考えた秋晴はプールサイドを見て、

「…………」

　じっと、真まっ直すぐに自分を捉とらえたまま動かない深み閑かんと目が合い、出しかけていた声を呑のみ込んだ。

　感情の色を見せない表情はいつも通りだけど、瞳ひとみだけが普段の数倍真剣に、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくも見逃さないと言わんばかりにこちらを凝ぎよう視ししている。

　こっちの状況に気付いている深み閑かんが動かないってことは、まだどうにか出来る状態だってことだ。

　もしくは──どうにか出来ると、信じてくれているからだ。

　そう理解してもギブアップするのは恥はじじゃないが……もう少し、あと少しだけ足あ掻がいてみようって気持ちになってしまったから、仕方ない。

　勿もち論ろん、人命が掛かっていることだから無理した挙げ句に大だい地ちや四し季き鏡かがみを危険な状況に陥おちいらせるような真ま似ねは出来ないが、深閑はこっちを見てくれている。

　なら、そこの判断はあのメイド教師に任せてしまってもいいはずだ。

　本当に駄だ目めなら、その時は迷わず助けてくれる。

　無茶な授業ばかりさせられたけど、そこだけは間違いないと信じられた。

「……ったく、簡単には諦あきらめさせてくれない人だな……！」

　呟つぶやいて、口元に笑みを浮かべる。かなり引き吊つっていて無理している感が出まくっているだろうが、意地を張るんだからせめて出だしくらいは笑っておかないと。

　そして秋あき晴はるはもう一度目を閉じたままの大地の顔を見て、背中の四季鏡と合わせて、自分が全力を尽つくす理由を再確認し、

「四季鏡っ、大地のことはお前に任せる！　俺おれは泳ぐのに専念するから、お前は──」

「はいっ、了りよう解かいです！　私、ちっとも日ひ野のさんのお役に立てませんけど、応援としがみつくのは得意ですから！」

　元気良く返って来た言葉に、どこまでも四季鏡は四季鏡らしいと笑みを深め──

　秋晴は再度、凍こごえるように冷たい荒れた急流の中で、ゴールを目指して挑いどみ始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「………………ぅ……？」

　小さく呻うめくような声に、秋晴は思わずベッドを覗のぞき込んで……薄うつすらと瞼まぶたを開けた大地と、目が合った。

「お、気が付いたか？　具合はどんな感じよ？」

「………………？」

　こちらの呼び掛けに、まだ意識がハッキリしていないのか、大地はとろんとした目を向けてくる。ただでさえ中性的な顔立ちをしているから、こんな風に油断していると女みたいに見えて、とても良くない。

　同性相手とはいえあんまり至近距きよ離りで見続けると妙みような気分になりそうで、秋晴は身を引いてベッドの横に置かれていたイスに腰こし掛かける。

　ぼーっとした様子でこちらを眺ながめていた大地は、寝ぼけたような表情のままのろのろと体を起こし、ぼんやりと辺りを見回してから、

「…………ここ、は……？」

「保健室だよ。もうとっくに授業は終わって、あと一時間かそこらで夕飯の時間だな」

「……僕ぼくは……どうして、こんな所で寝ている？」

　やっぱり状況は呑のみ込めていないらしく、額ひたいを手で押さえながら呟つぶやく大だい地ちに、秋あき晴はるは簡かん潔けつに事の次第を教えてやることにした。

「プールで授業したのは覚えているか？」

「…………ああ」

「途と中ちゆうでお前、気を失ったんだよ。それで深み閑かんの指示でここまで運んで来た」

「……僕は、溺おぼれて…………日ひ野のが助けてくれた……のか？」

「あー、まあ、一応な。本当に救助活動する羽は目めになるなんて、流石さすがにちょっと予想外で焦あせったわ。それと倒れた原因だけど、疲労の蓄積と寝不足らしいぞ？」

「…………」

　保健医の先生は午後から出張で不在だったので深閑が診しん察さつした結果だけど、まず間違いないはずだ。

　その結果はほぼ予想通りだったので秋晴は大して驚おどろかなかったが、大地は知られたくない事実を晒さらしてしまったように唇くちびるを噛かんで俯うつむいて……いた、ものの。

　不意に、何かに気が付いたように自分の胸へと手を当て、しかも慌あわてて掛け布ぶ団とんの中へと潜もぐり込んだ。

　……やたらと素早かったけど、なんだこの行動は。特に頭は打ってないはずだが、まだ寝ね惚ぼけてるんだろーか？

　眉まゆを顰ひそめる秋晴の見ている中、ガッチリと体に巻くようにした布団から顔だけ出した大地は、顔を真まっ赤かにしてこちらを睨にらみ、

「ふっ、服……僕の服が、どうして……!?」

「はぃ？　何を言って……あ、服が違うってことか？」

「そうだ！　制服だったはずなのに、これは、どういう……?!」

「そりゃあお前、濡ぬれ鼠ねずみのままベッドに寝かせる訳にはいかないだろ」

　保健室まではそのままで運んだが、そのままだとベッドは濡れるし風か邪ぜを引くかもしれないし、着替えさせるのは当然だ。

　寮りようまで着替えをとって来る時間は無かったので、代わりに着せたのは秋晴が教室に置いておいた体育で使うトレーニングウェアだった。起きたら執しつ事じ服ふくから運動服になっていれば、まあ当然誰かが着替えさせたと分かるか。

「ま、まさか日野、お前が……」

　ただ、大地の反応はちょっと過か剰じようすぎるけど。たかが着替えくらいで、どうしてこんな、恋人を殺した犯人が実の兄だと知った時みたいなリアクションになるんだか。

　相変わらず意外なところで面白いヤツだなー、と思いながら、秋あき晴はるは手を横に振る。

「俺おれじゃなくて、深み閑かんがやったんだよ」

「……深閑先生が？　それは、本当に？」

「ああ。下着も含めて全部脱ぬがせて、その上うえ体を拭ふくっていうから俺がやるって言ったのに、『私がやります』ってちっとも聞く耳持ってくれなかった」

　そう言いながら、秋晴はこっそり同情する。知らない間にあんな美人教師に下着まで脱がされたなんて、ショックだろうに。

　義務感の強い深閑だから気にしないんだろうけど、もし自分が大地の立場なら起きてから恥はずかしくて死にたくなる。轟とどろきなら逆に喜ぶか、最中に目を覚まさなかったことを嘆なげくかしそうだが、真まっ当とうな神経の持ち主じゃないので参考にはならない。

　色々とやり終えて深閑が出て来るまで、自分は保健室にいなかったけど……まさか変な悪戯いたずらとかされてない、よなー……？

　ボンクラ理事長兼駄だ目め事務員の楓かえでならともかく、深閑だし……そりゃあ同性でもうっかりするとときめきかねない美少年とはいえ、あの生き真ま面じ目めな女教師がそんな淫みだらなことは…………いやでも、あの『絶対に私がします』というオーラは、もしかしたら……………………うん、深く考えないようにしよう。

　ともあれ、有無を言わさない氷の眼まな差ざしを向けられたら、大だい地ちには悪いがそれ以上の抵抗は不可能で、

「俺は保健室から追い出されたから、その間に更こう衣い室しつに行って、シャワーと着替えを済ませて戻って来たんだよ。ついでにお前の替えの制服も持って来てやれば良かったな」

「……そんなことより、本当に日ひ野のは見ていないんだな？」

「だから見てないっての。あ、着ていた服は深閑がまとめてどこかに持って行ったから、後で礼を言う時に訊きいておけよ」

「……………………そう、か……」

　胸の奥底から絞しぼり出すように呟つぶやいて、大地は目を閉じた。安堵あんどした、ように見えたけど……微かすかに残念そうな感じもあったのは、気のせいだろーか？

　まあ、どうであれ落ち着いたようなので、良かった。

　これで秋晴としても本題に入れる。他ほかの人に聞かれるとちょっと恥ずかしいから、深閑が戻って来る前に済ませておきたかった。

　ズズッ、と座ったイスごとベッドに近付いた秋晴は、改めて大地の顔を見る。

　小こ柄がらな体たい躯くに似合った小さな顔は、倒れる前よりは良くなっているが、やっぱり少し血色が悪い。水で冷えたからっていうのもあるだろうけど、もっと根本的な問題もあるはずだ。

「──昨日きのうも言ったけど、あんまり無理すんなよ」

「…………」

「別にお前の悩みに深く踏ふみ込むつもりはないけど……それでもやっぱり、心配なんだよ。俺おれなんかじゃ頼りにならないだろうし、ちっとも助けにならないかもしれないが、倒れられたりすると……なんっつーか、困る」

「…………悪い。日ひ野のに迷めい惑わくを掛けるつもりは……」

　辛つらそうに唇くちびるを噛かみ目を逸そらして大だい地ちはそんなことを言う。駄だ目めだ、肝かん心じんな部分がちっとも伝わってない。

　仕方ないヤツだなー、と秋あき晴はるはルームメイトに笑いかけ、

「別に迷惑の一つや二つくらい何でもないって。俺だってお前に色々と助けて貰もらってるし、こういうのはお互たがい様だろ？」

「……だが、僕ぼくは……」

「むしろ助けられないまま、身近なヤツが辛つらい思いをしているっていうのが、俺にとってはキツい。さっきの困るってのはそういう意味だ。倒れるまで無理する前に、少しくらい俺に助けさせろよ」

　これで相手がただのクラスメイトとかだったらここまでは言わない……けど、今向かい合っているのは同じ従育科生でルームメイトの大地だ。

　他ほかの誰よりも長く白はく麗れい陵りようでの生活を共に過ごして来た相手で、きっとこれから卒業するまで、世話になったりたまにケンカをしたりもしながら、一いつ緒しよに頑がん張ばって行く大切な仲間──恥ずかしい言い方をすれば、親友だと思っている。

　大地としてはあまり自分に関わって欲しく無いような雰ふん囲い気きを常に発しているが、授業中に倒れるようなことまであったんだ、空気を読んでなあなあの態度でなんていられない。

　……まあうん、柄がらじゃないからかなり恥ずかしいが……仕方ないよなぁ。大事な友人がここまで追い込まれているのに、動かず静観出来る性格でもないんだから。

　こんなお節せつ介かい、きっと迷惑なんだろうなと思う。それでも止やめる気は無い自分の勝手さに、秋晴は苦笑したくなる。

　──ともあれ、だ。

「とりあえず、もう少し寝てろよ。夕飯は残して置いて貰うから、安心してちゃんと体を休ませとけ」

　倒れた直後だし、今日きようはこれくらいにしておいた方がいいだろう。下へ手たにプレッシャーをかけてしまったら元も子もない。

　それに体調不良のところを水に浸つかったせいか、

「少し顔が赤くなってるし、熱が出始めたのかもな」

「…………ぁ」

　言いながら大地の額ひたいに手を当ててみると、やっぱり少し熱っぽい。こちらを見上げてくる目も、どこかとろんとしてるし。

「どうする、喉のどが渇かわいているなら水でも持って来るか？　あとはあれだ、汗あせを掻かいているなら拭ふいてやるけど」

「そっ、そんなのしなくていいっ」

「……こういう時くらい、恥はずかしがらなくてもいいと思うんだが」

　個人的には出来る限り看かん病びようしてやりたいところだけど、思いっきり拒きよ否ひられたので、これ以上あれこれ言うのは余計なお世話か。

　……というか、胸元を抱だくようにしている仕種しぐさや、上気して赤くなった恥ずかしそうな表情が、なんだか妙みように色っぽくて困る。ただでさえ中性的に整った容姿だし、今のこいつを男子校に放り込んだらその手の趣味に目覚めてしまうヤツが続出するんじゃなかろーか？

　そしてそんな発想をしてしまう自分も、かなり駄だ目めだ。女の園と言っても過言じゃない白はく麗れい陵りようにいながら、男相手にドキッとするってどういうことだよ。

　授業で無茶したし疲れてるのかなー、と秋晴は頭を掻いて、

「それじゃ、俺おれは一応、お前が目を覚ましたって報告してくるな」

　深み閑かんは理事長室にいるって言ってたからまずはそこに行って、それから寮りように電話を入れて夕飯の件もお願いしないといけないし。

　かなり疲れているからいっそ自分も空いたベッドに横になりたいという甘あまい気持ちは振り払はらって、秋晴はイスから立ち上がり──かけた、ものの。

　微かすかに袖そでを引かれる感かん触しよくがあって、腰こしを浮かしたまま左腕うでを見る。

　やっぱりというか、モーニングコートの袖そで口ぐちを大地の小さな手が掴つかんでいて、しかも絶対に逃がさないと言わんばかりに華きや奢しやな指で握にぎり締めていた。

「……大地？」

　どうしたんだろうと呼んでみるが、すぐに返事は返ってこない。

　状況が掴めない秋晴が見ている前で、大地はこちらの服を掴んでいる手は離はなさず、もう片方の手で胸を押さえて辛つらそうに息を吐はいた。

　そして、苦い薬を飲んだみたいに唇くちびるを歪ゆがめて……

　熱に浮かされたような──それでいて力強い眼まな差ざしでこちらを見上げ、




「大事な話がある……聞いて、欲しい」




　ありったけの覚かく悟ごを振り絞しぼったような掠かすれた声で、そう言った。
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「大事な話がある……聞いて、欲しい」




　──自分の口からそんな言葉が出たことに、大だい地ち薫かおるは少なからず動どう揺ようしていた。

　ベッドに寝たまま、自分の物じゃないぶかぶかのトレーニングウェアに身を包んで、胸に手を当てて……そしてもう片方の手で、ルームメイトの日ひ野の秋あき晴はるの袖そでを掴つかんでいる。決して意図していたものじゃなくて、そうしてしまってから、どうして引き留めるような真ま似ねをしたのか疑問で一杯になったくらいだ。

　イスから立ち上がろうとしていた日野も、やや不思議そうにこちらを見ている。かなり唐とう突とつだったし、薫自身もそんなセリフを言うつもりなんて無かったのだから、戸と惑まどうのも無理は無いと思う。

　今すぐ『やっぱりいい。今のは無しだ』と言えば、たぶん日野は引いてくれる。気になるからって強引に訊きいて来ることは無いはずだ。

　でも──もう限界だと、どこかで気付いている自分がいる。

　何もかもを話してしまう訳にはいかないけど……それでも、ここ十日足らずの内に胸の奥から溢あふれ出そうになるくらい溜ため込んでしまった想おもいに関しては……たぶん、今日きよう言わずにいても、数日中に決けつ壊かいしてしまう。

　昨日きのうまでのことを考えれば、それは予感というよりもう確信に近くて、薫はぼんやりと記き憶おくを巡めぐらせた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　プールでの従育科授業が行われた前日の、明け方頃──




　……もう、駄だ目めかも知れない。

　ついそんなことを思ってしまうくらい、薫は追い込まれていた。

　弱音を吐はくのはあまり好きじゃない。己の弱い部分を認めるのはいいが、それを克服する為ために日々鍛たん錬れんしている。弱音を吐いてしまうと、その場に蹲うずくまって甘あまえてしまう気がしたからだ。

　田舎いなかで修行をしていた時、祖そ父ふもよく似たような教えを口にしていたし、薫かおる自身も弱い自分は好きじゃないので、これまで余程のことが無い限りは我が慢まんしてきた…………けれど……

　我慢してどうこうなんてレベルを通り越して、最も早はや崖がけっぷちな状態だった。

　──この前、日ひ野の達と出かけた時。

　帰り道に岡おかから言われた一言は、深々と薫の心に突つき刺ささったまま、今も抜けていなかった。




『だって大だい地ち君、日野君のこと好きでしょ？』




　当然その場で否定はしたし、薫自身も違うと信じたい……けど、いくら否定しても、違うと叫び続けても、本当はどうなんだろうと疑問が出てしまう。

　精神統一すれば雑念は消える、煩ぼん悩のうだって消え去るはずだと、祖父との修行を思い出して座ざ禅ぜんをしてみても……やっぱり、駄だ目めだ。思考が真っ白になって無我の域に達したのも束つかの間、すぐに日野の声や、岡から言われたあのセリフが浮かんできて……

　言い訳になるけど、これが同じ部屋で暮らす相手じゃなければ、ここまで惑まどわされることは無かったはずだ。

　夕食の後、自室に帰ると必ず会ってしまう。二人きりになるだけで妙みように緊きん張ちようしてしまって、意識したくないのに話しかけられて、おまけに風ふ呂ろ上がりは薄うす着ぎでいるし、着替える時も自分がいるのに下着姿になるし、眠ねむれずに悶もん々もんとしていたら寝息が聞こえてくるし……！

　これまで何ヶ月も同じ生活をしていたのに、二人での暮らしにも慣れたはずだったのに……ほんの一言で、ガラガラと崩くずれ落ちてしまった。

「……………………」

　あのダブルデートの日以来、薫はろくに眠ねむることも出来ず、日野と会話どころか顔を合わせるだけで取り乱してしまう日々が続いていた。

　寝不足と緊張で頭はフラフラするし、体は自分のものとは思えないくらい重く感じるし、授業でも奉ほう仕し活動でもミスをして深み閑かん先生に怒おこられてしまい……

　このままじゃいけない──というより、これでは持たない。体力面でも、精神的な意味でもだ。

　だから何とかしないといけない…………とは思う、けれど……

　それよりも更さらに重要なのは──本当に『そう』なのか、ということだ。

　自分が本当に、その、日野のことを……す、好きなのかどうかということだ。

「…………僕ぼくは……」

　違うはずだ、と自分に言い聞かせて、岡はきっと勘かん違ちがいしただけなんだと思い込もうとした、けど……

　何日経たっても、正解が分からない。

　自分は、本当は日ひ野ののことをどう思っているのか、ちっとも見えてこなかった。

　殆ほとんど眠ねむることが出来ず──こうして、眠っている日野のことを見ていても分からない。

　ただ、胸がキュッと締しめ付けられるような、暑くなって息苦しくて切ないような、不安定な気持ちになる。

　あの日まではこんなこと、無かったのに。

　日野の顔を見たり声を聞いたりしても、気持ちが安らぐことはあっても、こんな風に負の方向に乱されるなんて、特別な何かがない限り無かった。

　なのに、どうしてこんな──

「…………ぅ……？」

　思考がループに入りかけた時、寝ていた日野の口から小さな声が漏もれた。

　微かすかに眉間みけんに皺しわを寄せて、それからまだ寝ていたいと訴えるように布ふ団とんに入り直そうと体をもぞもぞと動かしながら、

「…………ん……朝……？」

　呟つぶやいた日野は、瞼まぶたを何度もギュッと瞑つむってから薄うつすらと目を開いて、

「ふぁ…………あ？」

　──見下ろしている薫かおると、視線がかち合った。

　それまで寝ね惚ぼけていたはずなのに、ぼーっとしていたのはほんの僅わずかな間だけ。

　すぐにギョッと目を見開いて、どういう訳か餌えさをねだる鯉こいみたいに口をパクパクさせた。

　そんなルームメイトの姿を見て、薫は何とも言えない複雑な気分になる。自分がこんなにも悩んでいるのに、どうして日野は寝起きから愉ゆ快かいな態度を取っているのか。

　本当に、全く、何な故ぜこんな男のことで、自分はここまで──

「…………だ、大だい地ち？　お前、一体……何してるんだ……？」

「……………………別に、何もしていない」

「……や、その…………ベッドの横からじっと見下ろされるだけでも、相当に……」

　何故だか最後の方は弱々しい口く調ちようでもごもご言っていた日野だけれど、薫はそれを半ば無視して洗面所へと足を向けた。

　結局、答えは見つからないままだけれど、起きてしまった日野と顔を合わせているのも辛つらい。たぶん日野は日課のロードワークに出掛けるのだろうが、二度寝なんてとても出来そうにないし……どこかで朝食まで時間を潰つぶして……それまでに僅かでもいいから、この悩みを解決する手がかりがないか、考えて……

　度たび重かさなる寝不足でぼーっとする頭を働かせながら、ふらふらとした足取りで薫は洗面所へと入り。

　痛いくらい冷たい水で冴さえない顔を洗って、そのまま部屋を出た。

　……自分が寝ね間ま着き姿のままだということに気付いたのは、寮りようを抜けて裏山の方へと行った後だった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──では、皆さんプールに入って下さい」

　そう深み閑かん先生の指示を受けて、何やら日ひ野のと轟とどろきが騒さわいだ後。

　薫かおるはゆっくりとプールに入り、その冷たさに驚おどろきはしたものの、特に問題なく全身を水に浸ひたした。

　山での修業時代、冬の川に入っていた経験からすれば、まだまだ余よ裕ゆうのある温度だ。むしろ火ほ照てっている体には心地ここち良よいくらいで、思わず目を瞑つむってしまいたくなる。

　昨日きのうの夜のこともあってか、随ずい分ぶんと日野が心配していたが……薫としては、どうしてああも気に掛けてくるのか分からない。確かに昨日まではいくらか体調が悪かったし、誤ご魔ま化かしきれずに失態を見せてしまうこともあったけれど、今日きようは違う。

　朝までは重かった体が今は嘘うそのように軽くて、しかも時折あった頭痛も消えている。ほんの少し体温が上がっている気もするけれど、些さ細さいなものだ。

　気分も高こう揚ようしているし、水を吸って重くまとわりつく衣服も殆ほとんど問題ない。

　何だか、不思議だ。ちっとも悩みは解決していないのに、泳いでいる……というか、服を着てプールに入っているだけでも、何な故ぜだか無性に楽しい。思わず口元に笑みが浮かんで、油断すると歌でも口ずさんでしまいそうだ。

　流石さすがに少し自じ重ちようが必要かも知れないと思った薫は、

「……む」

　プール中央に人形が浮いて来たのを見て、表情を引き締める。

　最近は授業に集中出来ず、更さらには奉ほう仕し活動でもミスがあった。今日こそは深み閑かんの前で情けない姿を見せず、むしろ他ほかの生徒の手本になるような成果を上げないと……？

「これは……波が……？」

　やるぞ、と薫が内に秘めた闘志を燃やした矢先、プールに変化があった。

　穏おだやかだった水面が急に波打ち始め、しかも収まるどころか荒々しさを増していく。

　ずっと前にも同じことがあったけれど、人形を抱かかえてこの状況をクリアするのは、他の皆には辛つらいだろう。現にあちこちから悲鳴に近い声が聞こえてくる。

　そんな中を、薫は慌あわてず騒がず冷静に泳ぐ。これくらい、大雨の後で勢いの増した川に比べれば何ともない。流木の不意打ちも無いし、泳ぎ切らなければ滝たき壺つぼに落ちるという危険も無いのだから、余裕すらある。

　時折波なみを被かぶってしまうこともありながら、薫は難なく中央付近へと泳いで行き、偶ぐう然ぜんにも流れて来た救助相手の人形を抱だくようにして掴つかむ。大人おとなの男くらいのサイズで運ぶのは少し面倒だが、困難という程でもない。

　おまけに、何が功を奏そうしたのかは知らないけれど、今は絶好調だ。衣服を着たまま水中にいるとは思えないくらい体は軽いし、あっという間に泳ぎ切って蘇そ生せい訓練に移れるはず。

　そう思って、薫かおるは人形の脇辺りに腕うでを回し、身動き取りづらい体勢を物ともせずに泳ぐ。

　白はく麗れい陵りようの室内プールはかなり広い上にこの荒波だが、それでも自分ならものの数十秒でクリア出来る。誰よりも早く終わらせて、そして心配性な日ひ野のに自分は大だい丈じよう夫ぶだと知らしめてやろうと、薫は余よ裕ゆうを持って体を動かし……




　──おかしい、と気付いたのは、どれくらい経たってからだったのか。




　休まず泳いでいるはずなのに、遅ち々ちとしか近付かないプールサイドの光景に眉まゆを顰ひそめ、それからふぅと息を吐はいて……そこで薫は初めて、違和感に気付いた。

「…………っ……何か、おかし……？」

　ふと湧わいた疑問を声に出して、更に違和感が増える。

　──どうして自分は、息切れなんて起こしているんだろう？

　体力はあるつもりだし、この程度のハンデなら十キロくらい簡単に泳ぎ切ることも出来る。それなのにこうも呼吸を荒げてしまうなんて、何かが変だ。

　……違う、変なのは呼吸だけじゃない。視界もなんだか妙みように歪ゆがんでいるし、水を掻かく手には力が入らなくなってきている。

「ぅ…………まず、い……」

　そして気付いてしまうと、堰せき止められていた物が一気に押し寄せるように、全身が急に重く感じられた。まるで鉛なまりの球をいくつも繋つないだ鎖くさりで手足を縛しばられたみたいに……具体的には、毒に負けない体を作る為ために軽い神経毒を飲んだ時と同じで、気怠けだるさと痺しびれで体がちっとも言うことを利かない。

　でも、毒を口にする機会なんて無かったはずだ。白麗陵での食事に混ざることなんてまず有り得ないし、それに……突とつ然ぜん襲おそってきたこの猛もう烈れつな眠ねむさは、神経毒じゃ説明がつかない。

　だとしたら一体──

「わぷっ……!?　こほ、けほっ」

　原因を考えて注意が散さん漫まんになったせいか波をもろに顔に被かぶってしまい、薫は飲みかけた水を咳せき込みながら吐はき出す。いつもならこんなこと、絶対に無い醜しゆう態たいだ。

　……いけない。余よ裕ゆうで課題をクリアするどころか、下へ手たをすれば泳ぎ切ることさえ叶かなわないかもという考えが過よぎってしまう。

　くっ、と喉のどの奥で小さく呻うめき、薫は奥歯を噛かんで懸けん命めいに手足を動かす。でも、先程までの好調が嘘うそのように重くて、ちっとも前に進んでいる気がしない。

　その上、全身が疲労を訴えていて、足もつかない水中にいるのに全すべてを諦あきらめて眠ねむってしまいたくなる誘ゆう惑わくが込み上げて来る。ただでさえか細い糸を手た繰ぐり寄せて、気力だけで何とか泳いでいるような状態だから……ほんの少しでも気を緩ゆるめたら、あっと言う間に体の自由が利かなくなりそうだ。

「……っ…………こんなっ……！」

　絶望的な状況なはずなのに、ちょっと手綱たづなを緩ゆるめるだけで今まで体験したことの無いくらい心地良い眠りにつけると誘さそわれて、ぐらぐらするばかりで頭がちっとも働かない。

　最も早はや泳いでいるというより波に遊ばれている状態で、薫かおるはせめて水を飲んでしまわないようにするだけで精一杯になって……




　トン──と、軽い衝しよう撃げきを肩かたに受けても、それが何なのかすぐには分からなかった。




　プールを囲むコンクリートや人形とは違う、ちょっと硬かたいけど痛みを伴わない感かん触しよくに、薫は瞑つむりかけていた目で自分の肩の辺りを見て、

「ぇ……だ、大だい地ち!?　なん──げほっ!?」

　──咳せきと水音に混ざって耳に届く声は、毎日聞いているルームメイトのもので。

　それに気付いた薫は、

「……………………ひの？」

　殆ほとんど反射的に相手の名前を呟つぶやいて…………




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──あの時、何がどうなったのか、日ひ野のの説明を聞いた今なら理解出来る。

　つまり自分は……日野を間近に感じて、それで安堵あんどしてしまったのだ。根こん拠きよなんてどこにもないのに、『ああ、これで大だい丈じよう夫ぶだ』と思ってしまって……意識を手放したんだろう。

　我ながらなんという情けない真ま似ねをしたのかと、恥はずかしくて今すぐ布ふ団とんを被かぶって眠ってしまいたくなる。もしくは奥深い洞どう穴けつに籠こもって、皆の記き憶おくが薄うすれるまで三ヶ月くらい隠いん遁とん生活を送りたい。

　だって、授業を難なくこなして大丈夫だとアピールするどころか、日野に迷めい惑わくを掛けてしまう正反対の、最悪の結果になってしまうだなんて……人が構造的に恥ずかしさのあまり死ねるように設計されているなら、確実に自分は死んでいる。何回死ねるか分からないくらいだ。

　しかも何より不ふ甲が斐いないと思うのは……あの時、後あと先さきを考えず全力を尽つくせば、プールから抜け出るくらいは出来た。筋すじを痛めてしばらくの間は辛つらい思いをするだろうが、目的を考えるならばやるべきだったはず。

　……それなのに、あの体ていたらく。どうしようもない。頭を丸めて田舎いなかに帰って一から修行をやり直したいくらいだ。

「えーっと……大だい地ち？　大事な話っていうのは……」

「っ、すまない。その、考えをまとめようとしていた」

　遠えん慮りよがちに掛けられた日ひ野のの声に、薫かおるは慌あわてて言い訳を口にする。

　そしてこっそりと深呼吸をして──新しく取り込んだ酸素と共に、決意と覚かく悟ごを全身へと巡めぐらせた。

　今の自分は、最悪で最低だ。こんなままでは無事に卒業をするどころか、日野や、他ほかの皆の足を引っ張ってしまう。

　だから……キチンと、決着をつけなければ。

　話せる訳がないと悩むだけでは限界だと、こうして打ちのめされて理解したからには…………いや、それ以上に、もう何も言わずにいること自体が無理だ。

　薫自身も判断がつかない想おもいが、どこから湧わき上がるのかと不思議に思えるくらいに、溢あふれそうになっている。

　どんな枠わく組ぐみに入れればいいのかさえ分からない感情が、先日のデートの後に岡おかから指し摘てきされて以来、まともに眠ねむることも集中することも許してくれないまでに膨ふくれ上がっている。

　日野の服を掴つかんでいた手を胸に当てて、薫はもう一度深呼吸をし──意を決して、小さく唇くちびるを開いた。

「……正直な話、上う手まく伝えられるかどうか分からない。その……あまり呆あきれないで貰もらえると、助かる」

「あー……いや、呆れたりなんかしないっての。どんな話だろうと真ま面じ目めに聞くぜ？」

　そう言いながら日野がちょっと笑ってみせたのは、少しでもこちらに話しやすい空気を作る為ためだと思う。顔の造りはやや怖こわいけど、こういうところはとても気が利いて優しい。……なんだか余計にドキドキしてきた。

　落ち着け、冷静に──と自分に言い聞かせても、ちっとも心臓は言うことをきいてくれない。不ふ随ずい意い筋きんだからどうこうだなんて理り屈くつはどうでもいいから、今だけでも静かにして貰もらえないかと本気で思う。

　胸に置いていた手をキュッと握にぎり、薫は一度視線を落として……

　そして、改めて顔を上げ、日野を真まっ直すぐに見る。

　こんなことを言うのは恥はずかしくて、死にそうなくらい恥ずかしくて、顔から湯ゆ気げが出てしまうんじゃないかと心配になりながら──それでも薫は視線を逸そらさない。

　ここで退ひくのは負けるのと一いつ緒しよだと、逃げだしたい気持ちを懸けん命めいに抑おさえ込む。

　そして、カラカラに渇かわいた喉のどから、勇気と一緒に絞しぼり出すようにして、




「…………す……好きな人が、出来た……かも、しれないんだ」




　精一杯、全身全ぜん霊れいを掛けて、ようやくそれだけ言うことが出来た。

　途と端たんにさっきまでとは全く違う種類の恥はずかしさが込み上げてくる。耳まで熱くて、きっと熟うれた林檎りんごみたいに真まっ赤かになってしまっている顔を日ひ野のに見られていると思うと、今すぐ布ふ団とんを被かぶってしまいたくなる。

　嵐のように吹き荒れる後悔と、ほんのちょっとだけの達成感を胸に抱かかえ、薫かおるはルームメイトの反応を窺うかがう。さっきから視線を外していないけれど、何な故ぜかちっとも視界に映る情報が頭の中に入って来なくて、日野がどんな顔をしているのかぼんやりとしか把は握あく出来ていない。

　内心ではかなりドキドキしながら確認した日野の様子は、

「あーっと…………なんだ、それはめでたい、な……？」

　笑っているのか困こん惑わくしているのかハッキリしない、とても微び妙みような表情をしていた。しかも発言がかなり的外れで……なんというか、肩かた透すかしを食らった気分にさせられる。

　ちっともめでたくないし、間違いなく『好きな人』が自分のことかも知れないなんて微み塵じんも頭にない反応だ。

　それが薫には腹立たしい……けど、実は女だと明かすことが出来ない以上、悟さとられたら困るのも確かなので、湧わき上がる不平不満はぐっと堪こらえる。

　考えようによっては、悪い出だしではないはずだ。

　そっと胸に当てていた手を膝ひざ上うえに下ろし、普段のクールな自分を表面上だけでも演技しながら、薫はゆっくりと首を横に振った。

「別に、祝って貰もらえるようなことじゃない。『かもしれない』と言った通り、本当にそうなのかも分からないし……」

「それって、どういうレベルの話なんだ？　とりあえず好意があるっていうのは大前提として、付き合いたいとは思ってないってことか？　それとも──」

「い、異性として好きなのか、特別な友人なのか、分からないってことだ！」

　日野の口から改めて言われる前に、自分から言ってしまう。

　やっぱりこの手の話は苦手だ。合わないというか柄がらじゃないというか、話していると全身がむず痒がゆくなるような感じがする。

　でも問題と正面から向き合う為ためには避さけて通れないので、薫は今すぐ日野を殴なぐり倒して気絶させてから逃げたい衝しよう動どうを堪こらえ、やや上うわ目め遣づかいでルームメイトの顔を覗のぞき込み、

「つまり、その、僕ぼくは……その人のことが本当に、すっ…………好きか、違うのか、判断出来ないで、困っている」

「それはまた、難なん儀ぎな悩みだな。……まあ、分からなくもないけど」

　どういう訳か、妙みように重い口く調ちようでそんなことを言う。表情もどこか苦々しい感じで、他ひ人と事ごととは思えない反応だ。

　気になるけれど、突つっ込んで訊きいてもいいものなのか、判断に困る。自分が相談しているのにいきなり脱だつ線せんするような真ま似ねは良くない……でも、『分からなくはない』なんて言うくらいだから、もしかしたら日ひ野のも──

「とりあえず、問題なのは」

「っ……何だ？」

　行くべきか止やめるべきか迷っている間に話が進められ、薫かおるが慌あわてて返事をすると、

「や、お前が相手のことを好きだとして、そうだとしたらどうするんだってことだろ。告白して付き合うのか？」

「こく……!?　そ、そんなの考えてないに決まっているだろう！　その前の段階で悩んでいるっていうのに！」

「でもよ、告白する気とか、それかもうちょい緩ゆるく考えて今より仲良くしたいって気が無いんなら、好きかどうかが分かっても一いつ緒しよじゃないのか？」

「……………………」

　あまりに先走ったことを言い出され、一いつ瞬しゆん頭に血が上りかけたものの、続けられた言葉で冷静さを取り戻した。

　……確かに、日野の言うことにも一理ある。それは認める。

　ただし、

「──関係が発展しないとしても、これは考えて結論を出さないといけない問題なんだ」

「そう、か。悪い、ちょっと答えを急ぎすぎた」

「…………謝らなくてもいい」

「や、どうしたいかが分かれば解決するかも、なんて安あん易いな思いつきだったな。それなら大だい地ちもこんな風になるまで思い詰つめたりしないか」

　自分を責めるように後頭部を掻かきながらそう言うが、心配してくれている気持ちはとても良く伝わって来る。だから薫としてはそれだけでも嬉うれしいし、申し訳なくも思う。

　たぶん日野の発想は間違いじゃない。ただ、根本的な問題を捉とらえていないだけだ。

　……まさか好きかもしれない相手と現在同じ部屋で暮らしていて、しかも実は性別まで偽いつわっているだなんて、考こう慮りよしていないに決まっている。

　そうじゃなければ、たぶんだけど、自分もここまで思い悩んだりはしない。もっとじっくり時間を掛けて答えを出そうとしたはずだ。

　知らないんだから仕方ないとはいえ、上う手まく答えられない繊せん細さいな問題をピンポイントで突いてくるなんて。それも問題の中心にいるヤツが、自分にはちっとも関係ないと思いながら訊いてくるんだから…………なんだか、むかっとくる。八つ当たりに近い感情だろうけど、誰のせいでこんなに苦しんでいると思っているんだ、この男は。

　沸ふつ々ふつと湧わいてくる不満に、薫かおるは両手で目の辺りを覆おおってため息を吐つく。

　そして、やっぱり日ひ野のに相談するのは間違いだったのだろうかと考えながら、ぽつりと呟つぶやくように言った。

「……日野の言う通り、もし本当に好きだとしたら対策を考えないといけない。でも今はそれ以前の問題なんだ」

「ああ、分かった。けど、本当かどうかって言ってもなぁ……そんな簡単に白黒ハッキリするような話でもないし……」

「だから僕ぼくも悩んでいるんだろう」

　やっぱり腹立たしく感じているのは隠かくしきれなくて、少しキツめの口く調ちようになってしまう。

　こんな態度の相談者なんて愛想あいそを尽つかされて当然だとすぐに反省するけれど、見れば日野はまるで気分を害した様子無く、右耳の安全ピンに触さわっていた。

　あれは考え込んだり手持ち無ぶ沙さ汰たになったりした時に良く出る癖くせだ。どうやら真ま面じ目めに考えてくれているらしい。

「そうだなぁ……一般的にいえば嫉妬しつとするとか、他ほかのヤツに取られたくないみたいな独占欲があるとか、そういうのを判断の助けにするんだろうが……」

　ぶつぶつと、こちらへのアドバイスというよりは独り言に近い声を聞いて、薫は本格的に反省する。やっぱり日野は良い奴やつで……余計に胸の奥がもやもやしてしまう。

　いっそ好きだと告げられれば気持ちが楽に──違う、まだ本当に好きかどうか、そこがハッキリしていないのに、一番大事な問題がクリアされていないのに、何を早まったことを考えているんだ……！

「相手の良いところと悪いところを挙げる……のは、違うか。多少アレなところがあっても、好きになったら関係なくなるどころか微笑ほほえましいポイントにすらなりかねないし……って、大だい地ち？　なんで頭を掻かきむしっているんだ？」

「…………何でも、ないっ」

「………………えー……？」

　こちらの答えに、あからさまに信じられませんと言わんばかりの声が返ってきた。当然なのかも知れないが、深く突つっ込まれたら大だい惨さん事じになりかねない非常に繊せん細さいなポイントなので、薫は日野をキッと睨にらみ、

「そんなことより、何か良い案はないのかっ？　試薬みたいに、もしこんな反応をしたら……その、恋愛感情を抱いだいていると分かるような、便利な質問とか」

　かなり切せつ羽ぱ詰つまっていたからか、自分でもそれは無茶だろうと思ってしまうような発言になってしまった。

　けど、そんな質問があればすぐにでも教えて欲しいのは本音だし、日野が考え込んでいる間に自分も冷静さを取り戻せるはずだ。

　今のうちに落ち着こうと、薫かおるは目を閉じて精神統一を図ろうとして、




「……んなもんあったら俺おれも苦労しないっての」




　──ぽつりと聞こえて来たその声に、あっさりと集中を破られてしまった。

　一いつ瞬しゆん、発言の意味が分からなくて、流してしまいそうになる。

　でもすぐに、『もしかしたら、この男にも自分と同種の悩みがあるのかもしれない』と気付き、驚おどろきと共に目を見開いた。

　すると俯うつむき加減で苦々しげに口元を歪ゆがめる日ひ野のの顔が見え、向こうも視線に気付いたらしく、すぐにこちらを向いて、

「いや何でもない。気にしないでくれ」

　とんでもない無理な発言をしてくれた。そんなの、絶対無理だ。ここで頷うなずいて忘れられるくらいなら、体調不良で倒れてしまうまで眠ねむれない日々を過ごすようなことは無かった。

　ベッドに座った体勢のまま、薫はジリジリと体を動かして日野に近寄り、

「……大人おとなしく白状しろ。今の発言は、どういう意味だ……!?」

　緊きん張ちようで喉のどに渇かわきを覚えながら問い質ただすと、日野は気け圧おされたように体を引いて、微び妙みように視線を逸そらす。

「いや、なんっつーか……これは俺の問題で、しかも大したことじゃないっていうか……」

「大したことがないならいいだろう、話せ。大体、僕ぼくだけ一方的にというのは……その、不公平だろう」

「え？　だってお前が聞いて欲しいって……」

「御ご託たくはいいから、話せ……！」

　自分でも強引すぎると思いはするが、ここは退ひけない。あんな意味ありげな発言を聞いておいて黙だまって話を戻すような真ま似ねが出来るなら、たぶん『異性として好きかもしれない』だなんて悩んだりはしないはずだ。うん、だから問い質すのは間違いじゃない。

　自己肯定が一通り終了したところで、薫は飢うえたアフリカヒョウ程度なら萎い縮しゆくして動けなくさせる気合いを乗せて日野を見み据すえて、改めて言った。

「日野は自分の問題だと言うが、もしかしたら僕が抱かかえている悩みを解決する糸口になるかもしれないだろう」

「……まあ、そうかもな。俺の場合、本当に大したことじゃないけど」

　念を押すように言いながら頭をガリガリ掻かくと、日野は小さくため息を吐ついた。

　これは説得に成功したのかと薫が期待を押し殺して見守る中、目つきの悪いルームメイトはやや疲れた表情になって口を開く。

「なんっつーか、いきなり恋愛感情を抱いだくんならいいんだろうが、俺はあんまりそういうの無くてな。だから自然と知り合いになって、友人関係になってと段階を踏ふんで仲良くなっていくんだけど」

「…………それで？」

「あーっと……だから、あれだ。同じくらい仲が良いつもりの女友達が複数いて、それがいつの間にか女として意識することの方が多くなっていたら…………面倒だよなぁ、と」

「め、面倒!?　その結論はどういう意味だ?!」

　途と中ちゆうまではうんうんと頷うなずける内容だったはずなのに、最後の最後で酷ひどいセリフが出た。

　思わず薫かおるが愕がく然ぜんとしていると、その気配を察したのか日ひ野のは何かを否定するように首を横に振って、

「や、友達として上う手まくやれていた訳だろ？　でも、相手への意識が変わると……なんか妙みようにぎくしゃくするというか、前まで気にせず出来ていたことが出来なくなるっつーか……」

「……………………それは…………つまり……」

　そう言われると、多少は共感出来る。確かに、自分も同じで今までのようにはいかなくて、こんなことになってしまった。

　でも、違う。注目すべきは、もっと別の部分だ。

　今の日野の発言は、さっきよりも更さらに大きな問題を孕はらんでいて、とても聞き流せないものだった。

　そのことに気付いてしまった薫は、聞くのが怖こわいと思いながらも、




「ひ、日野は……好きな人が、いる…………のか？」




　……訊きいてしまってから、とてつもない後悔の念が押し寄せてきた。日野が驚おどろいたように一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせてこちらを見てきたけど、動揺なら薫の方がもっと凄すごい。

　一体、自分は何を言っているんだ。そんなことを訊いても不ふ審しんに思われるだけで、もし答えが返ってきても、それでどうしようというのか。

　抑おさえが利かず興味本位で質問してしまったことに、薫は時間を巻き戻したいくらい悔いに思う……けど、覆ふく水すい盆ぼんに返らずだ。

　こうなったら絶対に聞いてやろう、誤ご魔ま化かされたりしないぞと決意を燃やして日野を見つめると、こちらの問いに微び妙みように気まずそうな表情になったルームメイトは、

「あーっと……その、なんっつーか……」

「ハッキリしろ。僕ぼくの相談に乗る以上、日野の方もオープンに語るべきだろう……！」

「それはまあ、分かるんだけど……ただなー……」

　歯切れが悪い、というより、これは最も早はや往おう生じよう際ぎわが悪いレベルだ。いじいじと安全ピンを触さわる仕種しぐさもこちらの苛いら立だちを倍増させる。

　いっそ肩かた関節の一つや二つでも外してやれば喋しやべりやすくなるだろうかと、不ふ穏おんな考えを働かせていると、

「──俺おれも大だい地ちと同じなのかもな」

「…………!?」

　突とつ然ぜん日ひ野のがそんなことを言って来て、薫かおるは声を上げそうなくらい驚おどろいてしまう。

　今の発言は、ひょっとして……『同じ』というのは……『自分と同じ』ということか……?!

　そういえばさっき、好きな人はと訊きいた時、明らかに動揺していた。あれはもしや、意中の相手から好きな人を訊かれて驚いた、なんて意味だったんじゃ……！

　これはつまり、もしかして日野も、

「大地と同じで、自分の中でハッキリ気持ちが固まってないんだろうな」

「………………………………………………………………そうか」

　激しく期待を裏切る言葉に、がっくり肩を落として、かろうじて返事をする。

　……というか、何を期待していたんだろう？　こちらを男だと認識している日野が、もしかしたら自分のことを好きなのかもだなんて……有り得ない話だ。

　一いつ瞬しゆんでも浮かれかけてしまったことが恥はずかしくて、それ以上に気落ちしてしまい薫が項垂うなだれていると、こちらの様子に気付いていないのか日野が話しかけてきた。

「なんっつーか、難しいんだよなぁ……白はく麗れい陵りようでの生活で一杯一杯で、ちょっと誰かと遊ぶくらいならともかく、恋人作って付き合うなんて考えてもみなかったし」

「だが、日野も気になる女はいるんだろう？」

「あー……まあ、うん、そうだな。というか、言い訳じゃないが、気になる女の一人や二人、いる方が普通だろ？」

「なっ……!?　そ、そうなのか？　皆、それなのに平然としているのか?!」

　さも当然のように告げられた内容は、薫からすれば青せい天てんの霹へき靂れきだ。自分はこんなに苦しんでいるのに、他ほかの連中はどうして──いや、好きかもしれない相手と同じ部屋で暮らしているのは自分だけかも知れないが、それにしたって態度に表れてなさ過ぎる。

　ひょっとして皆、自分よりもよっぽど精神的に成熟しているのだろうか。大たい抵ていのことは修練を積めばどうとでもこなせるつもりだけれど、このハードルは高過ぎて、おまけに越えるだけの力が付く前に体調不良かノイローゼになってしまいそうだ。

　慣れ親しんでいた同級生達が埒らち外がいの化け物のようにさえ思えて、薫が愕がく然ぜんとしていると、

「平然としているかどうかは知らないけどな。……や、待て、意外と核心かも知れないぞ」

　意味深しんなことを呟つぶやいた日野は、何かを再確認するように小さく頷うなずく。

　もう何を信じればいいのか分からなくなりつつある中、薫は縋すがるような気持ちで日野の腕うでを掴つかみ、細い声で問いかけた。

「何か分かったのなら、頼むから教えてくれ。事は生死にすら関わる」

「流石さすがにそれは大おお袈げ裟さだっての」

　こちらは少しも冗じよう談だんを言っているつもりは無いのに、日ひ野のは軽く口元を綻ほころばせて、

「俺おれのことはひとまず措おいておくとして、大だい地ちはそいつのことで寝られなくなるくらい悩んでるんだろ？」

「……ああ」

「そこまで深く悩むってことは、たぶん恋愛対象として好きだってことで間違いないんじゃないか？　ちょっと寝不足になる程度ならともかく、一週間以上も眠ねむれなくなるまで深刻なのってそうそう無いし」

「……だが、僕ぼくの場合は少し事情が複雑で……」

「どんな事情かは知らないが、普通はそこまで悩まないって。従育科生が上育科生と付き合った挙げ句に大問題をやらかしてバレたら退学──ってくらいのレベルじゃないと、そんなに衰すい弱じやくしたりしないぞ？」

　バレたら退学、という意味ではそれほど遠くない。尤もつとも、想おもいではなくて素す性じようが露ろ見けんしたらで、それが親の耳に入ればという条件が付くけれど。

　ただ……日野の言う通り、だとしたら。

　自分は本当に、勘かん違ちがいとか、気の迷いなんかじゃなくて──日野のことが、好きだってことになる。

　友達としてじゃなくて、異性として。

　特別なのは親友だからじゃなくて、特別な好意を抱いだいたからで。

　見た目は少し強こわ面もてだけれど、こうして倒れた自分を助けてくれて、

　目を覚ますまで傍そばにいてくれた上に、『好きな人は誰か？』という繊せん細さいな部分にはあえて触ふれない気配りも出来る、

　そんな優しいルームメイトのことを──

「……………………っ」

「ん？　どうした、大地？　目眩めまいでもしたか？」

「…………なんでも、ない……！」

　急に前屈かがみになってシーツに顔を埋うずめた薫かおるに、日野は見当違いなことを言ってくる。でも正直に理由を話すのは無理だ。そんなの、絶対に無理だ。




　改めて──目の前にいるこの男のことが好きなんだと思ったら、恥はずかしくてとても顔を見られなくなっただなんて、言えるはずがない……！




　くそぉ、と口の中で呟つぶやいて、薫は歯は痒がゆさに唇くちびるを噛かむ。

　問題は一つ解決したのかも知れないが、根本的には何も解決していない。むしろさっきまでよりドキドキして、これからまともに生活出来るのかと疑問が浮かぶ。

　……………………でも。

　軋きしむように押し寄せていた不安はどこかに消えて、胸の内に温あたたかな感情が広がっていた。

　これが、この感情が自分の初恋によるものだと判明したのは……良かったと思う。

　ただ、そうなると、

「…………僕ぼくが、その……相手を、好きだとしても」

　顔は伏せたまま、薫かおるはシーツを除のけてぽつりと呟つぶやく。

「さっきも言ったが、関係性の発展はとてもじゃないけど望めないんだ。なのに僕は……どうすればいいと思う……？」

「というと、告白は出来ないのか？」

「ああ、無理だ」

　キッパリと伝えると、何な故ぜか横にいる日ひ野のからため息を吐つくような音が聞こえてきて、

「そうなのか……大だい地ちが告白すれば大たい抵ていのヤツは受けてくれるだろうに、ちょっと勿もつ体たいない気もするな」

　──不意打ちで、とんでもないことを言い出した。

　何気ない感想のつもりなのかもしれないけど、薫にはそんな風に捉とらえられない。

　今の発言は、つまり、もしかすると、

「ひ、日野は……僕が告白すれば、交際してくれると思っているのか……!?」

「ん？　あー、まあ、そうだな。既すでに好きな相手とか付き合っている相手がいるとか、もしくは特殊な趣しゆ味みの持ち主とかじゃなければ、大体はいけるだろ」

「それは…………本当に？」

　自分でもしつこいと思いながら、それでも薫は訊きかずにはいられない。お世せ辞じを言う男じゃないとは分かっていても、自分の期待しているような意味で言っている訳じゃ無いと頭では理解していてもだ。

　──日野が太たい鼓こ判ばんを押してくれるなら、少しは自分を信じられる。

　体力や技能は他ほかの生徒に勝まさっていると確信しているし、苦手だったコミュニケーションも多少は取れるようになってきた。

　日野は自分を男だと思っているから、女としての魅み力りよくに関しては判別出来ない…………というか……そもそも期待するだけ無む駄だ………………でも、人間としての魅力は、少なからずあると思ってもいいかもしれない。

　ほんの僅わずかでも自信が持てれば──日野が認めてくれていると胸を張ることが出来るなら、少しは楽に、暴走することも無く、これからも学院生活をこなせる気がする。

　だから薫は希望を胸に抱いだいて顔を上げ、真まっ直すぐにルームメイトの目を見た。

　すぐ間近に座る日野は、たまにしか見せないいたずらっぽい笑みを浮かべ、




「ああ、マジだって。俺おれが女なら、告白されたら迷わず付き合うってレベルで」




　──予想も期待も遙はるかに上回る、止とどめを刺さすような言葉をくれた。

　ちょっとの勇気で十分だったのに、それに留まらず堤防を決けつ壊かいさせて、余計な枷かせもしがらみも全すべて綺き麗れいに洗い流してしまう、そんな言葉だった。

「しかし難しいなぁ。好きだとしても、告白は無理か……」

「……………………………………」

「だからって、ここまで悩むくらいだからそう簡単に割り切れないだろうし……だよな？　……おーい、大だい地ち？」

　今日きよう何度目かの心配そうに問いかける声が聞こえてくるけど、薫かおるはそれに反応出来ない。

　頭の中が白く塗ぬり潰つぶされたようで、おまけに逆の上ぼせかけた時みたいにぽーっとなって……

「…………日ひ野の」

「お、おう？　何だよ？」

　名前を呼びはしたものの、まだまともに考えられる状態じゃない。

　でも──だからこそ、分かることがある。

　自分は、一体どうしたいのか？

　これからの生活とか、男として白はく麗れい陵りように通い卒業するという父親との賭かけとか、全部忘れてしまった真っさらな状態で、自分がどうしたいのかが。

　だから眉まゆを顰ひそめてこちらの様子を窺うかがっている日野の、ベッドに付いていた手を、上から被かぶせるようにしてそっと触ふれた。

　そして薫はゆっくりと、想おもい人に顔を寄せて──

「いつの日になるかはまだ分からないが……告白、しようと思う」

　誓ちかいの言葉を、告げた。

　言われた日野は、たぶん予想していなかったからだろうけれど目をパチパチさせて、

「……えーっと……方針転換か？　何でまた急に？」

「そうしたいと思ったからだ。今はまだ無理だけど……いつか、必ず」

　その時がいつになるか、まだ薫自身にも分からない。

　どんなに遅くても白麗陵を卒業する時には告げようと思う。その日までこの想いが続いているかどうかは分からないけれど、一つのけじめとして、絶対に告白する。出来なかったらその時は腹を切るか、剃てい髪はつして尼あまになる。……それくらいの覚かく悟ごを持っておかないと、いざという時に怯ひるんでしまいそうな自分が情けない。

　でも…………そんな、情けない自分が。

　今よりももっと成長して、女らしくなって、自信がついたら。

　そして何より、日ひ野のに対して抱いだいているこの好意が、自分の全すべてをぶつけられるくらいに大きく育った時には──ちゃんと、言おう。

　本当は女だということを告げて、騙だましていたことを謝って。

　それから──好きで好きでどうしようもなくなってしまったことを、告白しよう。

　もし断られてしまったら……さっきの日野の言葉を掘り返して、一発殴なぐってやる。それくらい当然の報いだ。女心を弄もてあそぶような真ま似ねをしたことを、踏み止とどまれなくなるまで好きにさせたことを、後悔させてやる……！

「……なんかお前、怖こわいこと考えてないか？」

「気のせいだ」

　キッパリと言い切って……それから薫かおるは、口元に微笑ほほえみを浮かべる。

　なんだか妙みようにすっきりした気分だ。落ち込んだり興こう奮ふんしたりし過ぎたせいか、今は不思議なくらい落ち着いていた。

　そのせいか、昨日きのうまでの寝不足を取り戻すみたいに、途と端たんに眠ねむくなる。ベッドの中にいるのも原因の一つかもしれない。

　込み上げてきた欠伸あくびを噛かみ殺せなくて、口元に手をやって隠かくす……けど、薄うつすらと涙なみだまで浮かべていればバレバレのようで、

「っと、少し寝てろよ。後で起こしに来るから」

「……ああ」

　職員室に行くつもりなのか立ち上がる日野に、薫は素直に頷うなずいてみせる。本当は傍そばにいて欲しい気もするけれど、意識し過ぎるとまた眠ねむれなくなる危険性もあるので、ここは我が慢まん。

　どさくさで触ふれていた手を離はなして横になり、保健室から出て行く日野の後ろ姿を見ていると、あっという間に睡すい魔まに取り込まれる。

　微睡まどろみの中で幸せな気持ちに包まれた薫は、ドアの閉まる音を聞きながら目を閉じて……

　久しぶりに安らかな眠りに落ちた。







あとがき




　お待たせしました！　『れでぃ×ばと！』の十二巻、ようやくで出すことが出来ました！

　新作を挟はさんでいたとはいえ、前の巻から一年以上も間を空けてしまい、待っていてくれた方々には本当に申し訳ないです。よもやこんなに掛かかるとは……




　というわけで、改めまして上こう月づきです。新刊を手に取って頂き、ありがとうございますー。

　この本が出る頃にはもう暖かくなっているはずですが、あとがきを書いている今はまだかなり寒いです。具体的に言うと、設定温度を低めにしているとはいえ、エアコンをつけているのに室内で上着三枚着ているくらい。しかも膝ひざ掛けで下半身もバッチリ温かく保っているという万全な状態です。

　暑いのはまだ我が慢まん出来るんですけど、やっぱり寒いのは……風か邪ぜ引いてしまうし……

　それと冬は静電気と乾かん燥そう肌はだが辛つらいですねー。特に乾燥肌からくる痒かゆみは、軽い拷ごう問もんのレベルですよ。百足むかでに刺さされた時の痛みをいくらか薄うすめた感じの痛いた痒さで、毎年キツいです。

　今年はいよいよ我が慢まん出来なくなって皮ひ膚ふ科かに行ってみた訳ですが、そこで医者の先生に背中を見せて診察となりました。





上「どうですか？　乾燥肌が原因だと思うんですけど、湿しつ疹しんとか出来てます？」

医「……んんー、そういうのはないね。これ、健康な人の肌だよ」

上「え……でも、かなり痒いんですが」

医「とはいっても、痒みは本人にしか分からないしねぇ？」

上「（う、疑われてる!?）いや本当に痒いんです！　今も！」

医「……でもねぇ、肌に掻かいた跡がないし」

上「我慢したんです！」

医「痒いのは我慢しようとしても我慢しきれずに掻いちゃうんだよねぇ……（ちらっ）」






　そこで『鋼鉄の意志で必死に我慢したんだよ！』とは言えず、苦笑いで「でも痒いんで、どうにかならないですかねー」と日ひ和よってみたところ、花か粉ふん症しようなどにも効く抗アレルギー剤を貰もらえました。効果はそれなりにありましたが、何故か後ろめたい気持ちで一杯です。

　………………我慢……したんだけどなぁ……







　まあそんなどうでもいい私事はともかく、恒こう例れいのネタバレです。まだ未読の人は注意。

　二十九話は前巻で軽く予告したクリスマスのイベント話。秋あき晴はるはそれなりに気の利く奴やつなのですが、空気を読もうと張り切るとしくじるタイプです。今回はもろにそれが悪く出た感じ。四し季き鏡かがみは良くも悪くもいつも通りです。

　続く三十話はいよいよ三学期になって、しかも最後にはあれです。途と中ちゆうまで白はく麗れい陵りようが誇ほこる合法ロリータが頑がん張ばっていたのに、ラストで全部持って行くとか……これだからドリルは……

　そして朋とも美みはえらいシーンを目もく撃げきしてしまった訳ですが……あれは普通の人なら心が折れても仕方がないレベル。普通とはちょっと違う腹黒さんはどうするのか、注目して下さい。

　最後の番外編は、時系列的にも三十話と近いです。例によって大だい地ちがメインの話ですが、秋晴が白麗陵に来てどれだけ成長したのかが分かる話でもあったり。大地も成長していますが、残念ながら精神的な部分ばかりで肉体的な成長は見られず。

　ともあれ、主人公を置いてきぼりでヒロイン達は自分の気持ちをハッキリとさせてきて、いよいよクライマックスです！

　予定では次が『れでぃ×ばと！』の最終巻となりますが、秋晴達がどうなるのか、楽しみにして待っていて下さい〜。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。画像は冬になると必ず作る、茄子のグラタン。簡単なのに美味しい、さらにカロリーも抜群という恐ろしい料理です。恐ろしいので、体重計にだけは近寄らないよう必死の抵抗をしている毎日。
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むにゅう

横浜市在住のイラストレーター・漫画家。

漫画『朝まで授業Chu!』を月刊コミックアライブにて連載中。

公式ＨＰ http://munyu.neko.ne.jp/
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カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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